
は

じ

め

に

一
問
題
の
所
在

⇔
民
法
七
六
一
条
の
趣
旨

⇔
日
常
家
事
行
為
の
範
囲

回
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理

二
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

0
最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
以
前
の
判
例

⇔
最
高
裁
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
判
決

回
最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
以
後
の
判
例

―

―

―

小

括

お

わ

り

に

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

〔
論
説
〕

高

森森

（
八
八
一
）

哉

子

高

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

八

四

郎



夫
婦
の
一
方
が
、
正
当
な
代
理
権
な
し
に
他
方
を
代
理
し
て
、
民
法
七
六
一
条
所
定
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
こ
え
て
行
為
を
し
た

場
合
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
表
見
代
理
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

行
為
の
範
囲
を
こ
え
る
行
為
と
い
っ
て
も
、
そ
の
行
為
が
他
方
名
義
の
特
有
財
産
（
例
え
ば
不
動
産
）
の
処
分
で
あ
る
か
、
借
財
で
あ
る

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
問
題
の
局
面
は
異
な
る
。

そ
の
な
か
で
、
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
判
例
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
に
代
理
権
を
認
め
た
も
の
か
、
そ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
礎
と

し
て
問
題
と
な
っ
た
不
動
産
処
分
行
為
に
つ
い
て
―

-
0条
を
適
用
し
う
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

し
か
る
に
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
一

1

一
月
一
八
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
民
集
二
三
巻
―
二
号
二
四
七
六
頁
）
は
、
夫
M
が
妻
X
所
有
の

不
動
産
を
自
己
の

Y
に
対
す
る
債
務
を
清
算
す
る
た
め
に
、

X
に
無
断
で
Y
に
売
却
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
述
べ
、
七
六
一
条
に
基
づ
く
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
肯
定
し
た
上
で
、
夫
婦
の
一
方

が
日
常
家
事
に
関
す
る
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
て
第
三
者
と
取
引
し
た
と
き
に
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
わ
せ
な
い
た
め
に
、

七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
相
手
方
に
お
い
て
そ

の
行
為
が
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、

0
条
の
趣
旨
を
類
推
し
て
、
第
三
者
の
保
護
を
図
れ
ば
よ
い
と
、
判
示
し
た
。

こ
の
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
、
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
表
見
代
理
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
下
級
審
は
最
高
裁

は

じ

め

に

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

一
口
に
日
常
家
事

（
八
八
二
）



の
立
場
を
踏
襲
し
、
最
高
裁
の
判
示
し
た
日
常
家
事
行
為
の
判
断
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
不
動
産
処
分
が
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
こ

と
を
判
断
し
た
上
で
、
取
引
の
相
手
方
が
そ
の
不
動
産
処
分
が
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る

に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
い
う
建
前
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
も
事
情
に
よ
っ
て
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
最
高
裁
の

判
示
し
た
日
常
家
事
行
為
の
判
断
基
準
を
解
釈
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
し
、
最
高
裁
が
七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
肯
定
し
た
規

定
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
は
妥
当
で
あ
る
に
し
て
も
、

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
の
関
係
に
つ
い
て
の
判
旨
に
は
疑
問
点
が
多
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
夫
婦
の
一
方
が
正
当
な
代
理
権
な
し
に
他
方
名
義
の
不
動
産
を
処
分
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年

判
決
及
び
そ
れ
以
前
と
そ
れ
以
後
の
判
例
を
振
り
返
り
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
具
体
的
判
断
基
準
と
、
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理

問

題

の

所

在

「
夫
婦
の
一
方
が
日
常
の
家
事
に
関
し
て
第
三
者
と
法
律
行
為
を
し
た
と
き
は
、
他
の
一
方
は
、
こ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
そ
の
責
に
任
ず
る
。
」
と
規
定
す
る
。

旧
法
の
下
で
は
、
夫
が
妻
の
財
産
に
対
す
る
管
理
権
、
使
用
権
を
有
す
る
反
面
、
夫
の
み
が
婚
姻
費
用
を
負
担
し
て
い
た
が
、
現
行
法

の
下
で
は
、
婚
姻
生
活
に
お
け
る
両
性
の
本
質
的
平
等
の
理
念
に
従
っ
て
、
夫
婦
別
産
制
の
下
で
、
婚
姻
費
用
は
夫
婦
が
分
担
す
る
も
の

と
し
て
い
る
（
七
六

0
条
）
。
こ
の
婚
姻
費
用
の
分
担
責
任
に
基
づ
い
て
、
日
常
の
家
事
に
関
す
る
支
出
は
夫
婦
が
共
同
し
て
負
担
す
べ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

①
民
法
七
六
一
条
は
、

9
民
法
七
六
一
条
の
趣
旨

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（八八――-）



き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

体
の
き
ず
な
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
、

護
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
が
、

か
つ
、

限
を
有
す
る
こ
と
を
も
規
定
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
学
説
は
対
立
す
る
。

―
―
五

日
常
の
家
事
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
も
、
夫
婦
が
共
同
し
て
責
任
を
負
う
と
す
る
の
が
、
夫
婦
共
同

日
常
の
家
事
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
夫
婦
の
一
方
と
取
引
し
た
第
三
者
を
保

日
常
家
事
行
為
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
夫
婦
の
連
帯
責
任
を
定
め
た
七
六
一
条
の
趣
旨
で

次
に
、
旧
民
法
八

0
四
条
は
「
日
常
ノ
家
事
二
付
テ
ハ
妻
ハ
夫
ノ
代
理
人
卜
看
傲
ス
」
と
し
て
明
確
に
代
理
権
の
存
在
を
規
定
し

て
い
た
。
し
か
し
、
現
行
七
六
一
条
は
法
文
上
こ
れ
を
朋
ら
か
に
し
て
い
な
い
た
め
、
七
六
一
条
が
日
常
の
家
事
に
関
し
て
生
じ
た
債
務

に
つ
い
て
夫
婦
の
連
帯
責
任
を
定
め
た
前
提
と
し
て
、
夫
婦
が
相
互
に
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
他
方
を
代
理
す
る
権

夫
婦
相
互
問
の
代
理
権
の
存
在
を
否
定
す
る
見
解
（
否
定
説
）
は
、
七
六
一
条
と
旧
民
法
八

0
四
条
と
の
表
現
上
の
差
異
及
び
現
行
婚

姻
法
の
基
本
理
念
を
強
調
し
て
、
七
六
一
条
は
単
に
日
常
家
事
に
つ
い
て
の
夫
婦
の
連
帯
責
任
と
い
う
効
果
だ
け
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

夫
婦
の
間
の
相
互
的
代
理
権
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
（
立
石
芳
枝
1
1
我
妻
栄
「
親
族
法
・
相
続
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
」

頁
、
青
山
道
夫
「
家
族
法
論
」

律
論
叢
四
八
巻
四
？
六
号
―
―

10九
頁
、
国
府
剛
「
判
批
」
同
志
社
法
学
八
二
号
六
九
頁
）
。

こ
れ
に
対
し
て
夫
婦
相
互
間
の
代
理
権
の
存
在
を
肯
定
す
る
見
解
（
肯
定
説
）
は
、
七
六
一
条
が
夫
婦
の
連
帯
責
任
を
定
め
た
前
提
と

し
て
、

相
互
的
に
有
す
る
権
限
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
理
解
の
仕
方
の
差
異
に
よ
り
、
部
分
的
代
理
権
説
（
板
木
郁
郎
「
民
法
第
七
六
一
条
と

夫
婦
相
互
の
法
定
代
理
権
の
有
無
」
立
命
館
法
学
二
巻
―
ニ
―
頁
）
、
代
表
権
説
（
中
川
善
之
助
「
新
訂
親
族
法
」
二
四
四
頁
、
松
坂
佐
一

(2) 
あ
る
。

1
0四
頁
、
谷
田
貝
三
郎
「
親
族
法
」
六
六
頁
、
鍛
治
良
堅
「
日
常
家
事
債
務
に
関
す
る
理
論
構
成
」
法

日
常
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
夫
婦
が
相
互
的
に
他
方
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
と
解
す
る
説
で
あ
る
が
、
夫
婦
が

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

四

（
八
八
四
）



「
民
法
提
要
・
親
族
法
相
続
法
」
五
八
頁
、
三
島
宗
彦
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大
系
II
ニ
四
八
頁
、
同
「
判
批
」
判
例

評
論
一
四

0
号
（
判
例
時
報
六

0
二
号
）
二
四
頁
、
中
川
淳
「
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」

L
a
w
S
c
h
o
o
l
 
N
o
.
 
3
4
 

「
民
法
七
六
一
条
と
表
見
代
理
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
―
-
八
頁
、
遠
田
新
一

版
）
四
三
頁
）
、
管
理
権
説
（
我
妻
栄
「
親
族
法
」

「
妻
の
行
為
の
表
見
代
理
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
一

―
―
―
頁
注
詞
）
、
授
権
説
（
伊
藤
進
「
民
法
七
六
一
条
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
律

論
叢
四
一
巻
四
？
六
合
併
号
四
0
八
頁
）
等
に
分
か
れ
る
（
各
説
の
紹
介
と
し
て
中
川
淳
•
前
掲
―
―
―
二
頁
以
下
、
同
「
夫
婦
の
家
事
代

理
権
」
民
法
学
7

1
0六
頁
以
下
、
奥
村
長
生
「
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
ニ
ニ
巻
八
号
一
六
五
五
頁
、
右
近
健
男
「
日
常
家
事
債
務
の
連

帯
責
任
と
表
見
代
理
」
民
法
の
争
点
I
―
1
0二
頁
、
小
野
幸
二
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
法
学
教
室
第
二
期
第
7
号
―
二
四
頁
、

各
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
伊
藤
・
前
掲
三
八
九
頁
以
下
、
鍛
治
・
前
掲
―
―

10九
頁
以
下
）
。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
を
反
映
し
て
判
例
も
肯
定
説
と
否
定
説
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
は
、

民
法
七
六
一
条
は
「
そ
の
明
文
上
は
単
に
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
効
果
、

あ
る
」
と
判
示
し
、
肯
定
説
の
立
場
に
た
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

五

（
八
八
五
） 二

二
三
頁
、
遠
藤
浩

と
く
に
そ
の
責
任
の
み
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
条
は
、
そ
の
実
質
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な
効
果
の
生
じ
る
前
提
と
し
て
、
夫
婦
は
相

互
に
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
き
他
方
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
も
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

思
う
に
、
旧
法
か
ら
新
法
へ
の
規
定
の
変
化
・
家
制
度
の
廃
止
と
夫
婦
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
夫
婦
別
産
制
の
確
立
と
い
う
こ
と
か

ら
日
常
家
事
行
為
の
夫
婦
相
互
の
代
理
権
の
存
在
を
確
定
的
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
婚
姻
共
同
体
の
夫
婦
の
実
質
的

な
あ
り
よ
う
か
ら
判
断
し
て
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
肯
定
す
べ
き
か
否
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

日
常
家
事
行
為
に
つ

い
て
の
実
質
を
考
え
れ
ば
、
夫
婦
相
互
の
代
理
権
の
存
在
を
肯
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
民
法
八

0
四
条
の
よ
う
な
規
定





最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
は
、

(2) 
れ
る
行
為
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

日
常
家
事
行
為
が
抽
象
的
に
は
、

ノ
買
入
、
衣
服
ノ
調
整
、
家
賃
ノ
支
払
等
ノ
如
キ
即
チ
是
ナ
リ
」
と
い
う
の
が
立
法
者
の
見
解
で
あ
る
（
梅
謙
次
郎
「
民
法
要
義
同
」

九
一
頁
）
。

す
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
家
庭
の
家
計
簿
の
支
出
欄
に
も
日
々
記
入
さ
れ
る
事
項
の
買
入
や
支
出
は
日
常
家
事
行
為
に
当
然
含
ま
れ
る
。
た

と
え
ば
、
食
料
品
や
燃
料
、
衣
類
（
但
し
相
当
範
囲
内
で
の
）
の
買
入
、
家
賃
・
地
代
・
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
管
理
費
な
ど
の

支
払
、
相
当
な
範
囲
内
で
の
家
族
の
保
健
・
娯
楽
・
医
療
・
未
成
熟
の
子
女
の
養
育
・
教
育
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ

「
日
常
家
事
行
為
と
は
、
行
為
の
種
類
・
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

(
1
)
 

日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
」
と
定
義
で
き
よ
う
。

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
具
体
的
判
断
基
準
で
あ
る
。

「
そ
の
具
体
的
な
範
囲
は
、
個
々
の
夫
婦
の
社
会
的
地
位
、
職
業
、
資
産
、
収
入
等
に
よ
っ
て
異
な
り
、

ま
た
、
そ
の
夫
婦
の
共
同
生
活
の
存
す
る
地
域
社
会
の
慣
習
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
、
問
題
に
な
る
具
体
的

な
法
律
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
か
否
か
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
条
が
夫
婦
の

一
方
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
三
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
単
に
そ
の
法
律
行
為
を
し
た
夫
婦
の
共
同
生
活
の

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

(1) ⇔
 日
常
家
事
行
為
の
範
囲

七

（
八
八
七
）

う
…
…
」
と
定
め
て
い
る
(
-
三
五
七
条
一
項
）
の
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
山
畠
正
男
「
民
法
七
六
一
条
と
表
見
代
理
」
民
法
判
例
百
選
ー

（
第
二
版
）
八
六
、
八
七
頁
。

日
常
家
事
行
為
と
は
「
衣
食
住
二
関
シ
何
レ
ノ
家
二
於
テ
モ
通
常
必
要
ト
ス
ル
法
律
行
為
ヲ
謂
フ
例
ヘ
ハ
米
、
塩
、
薪
、
炭
、
油

個
々
の
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
生
活
を
営
む
た
め
に
通
常
必
要
と
す
る
法
律
行
為
を
指



J

れ
に
対
し
て
奥
村
・
前
掲
一
六
五
六
頁
は
、

内
部
的
な
事
情
や
そ
の
行
為
の
個
別
的
な
目
的
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
さ
ら
に
客
観
的
に
、
そ
の
法
律
行
為
の
種
類
、

性
質
等
を
も
充
分
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

多
く
の
学
説
も
右
最
高
裁
判
旨
に
同
調
し
、
あ
る
行
為
が
具
体
的
に
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
夫

婦
の
内
部
的
事
情
（
社
会
的
地
位
、
職
業
、
資
産
、
収
入
、
地
域
社
会
の
慣
習
等
）
や
主
観
的
意
図
（
行
為
者
の
目
的
、
動
機
）
及
び
客

観
的
事
情
（
行
為
の
種
類
、
性
質
）
を
考
慮
し
て
客
親
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
我
妻
•
前
掲
一
〇
六
頁
、
於
保
不
二
雄
「
表

見
代
理
」
民
法
演
習
I
一
六
七
頁
、
三
島
・
前
掲
二
四
二
頁
、
加
藤
永
一

し
か
し
夫
婦
の
内
部
的
事
情
や
主
観
的
意
図
及
び
行
為
の
種
類
・
性
質
等
の
客
観
的
事
情
の
何
に
重
点
を
お
い
て
判
断
す
る
か
に
つ
い

「
家
族
の
食
料
・
光
熱
・
衣
料
な
ど
の
買
入
、
保
健
・
娯
楽
・
医
療
、
子
女
の
養
育
・
教
育
、
家
具
・
調

度
品
の
購
入
な
ど
は
当
然
に
含
ま
れ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
調
達
す
る
行
為
ー
既
存
の
財
産
の
処
分

と
借
財
ー
だ
が
、
こ
れ
も
、
普
通
に
家
政
の
処
理
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
（
例
え
ば
月
末
の
支
払
い
の
や
り
く
り
の
た
め
の
質
入
・
借
財

な
ど
）
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
こ
れ
を
逸
脱
す
る
場
合
で
も
、
当
該
夫
婦
の
共
同
生
活
に
と
く
に
必
要
な
資
金
調
達
の
た
め
の

も
の
は
、
な
お
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ

て
広
範
囲
に
行
為
者
の
主
観
的
意
図
（
目
的
・
動
機
）
を
考
慮
す
る
立
場
で
あ
る
。

活
に
不
可
欠
な
家
賃
、
地
代
、
電
気
水
道
料
金
の
支
払
等
の
法
律
行
為
や
、
相
当
な
範
囲
内
で
の
家
族
の
保
健
、
娯
楽
、
医
療
、
未
成
熟

我
妻
。
前
掲
一
〇
六
頁
は
、

て
は
、
論
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
り
差
異
が
あ
る
。

任
」
判
例
演
習
講
座
民
法
II
五
八
頁
）
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

「
社
会
通
念
上
生
活
必
需
品
と
さ
れ
る
食
糧
・
衣
類
・
燃
料
の
買
入
、
夫
婦
の
共
同
生

「
新
民
法
演
習
五
」
四
六
頁
、
中
川
淳
「
家
事
債
務
の
連
帯
責

ノ＼

（
八
八
八
）



九

（
八
八
九
）

の
子
女
の
養
育
、
教
育
等
に
関
す
る
法
律
行
為
は
、
そ
の
行
為
を
す
る
夫
婦
の
主
観
的
意
思
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
七
六
一
条

所
定
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
他
方
、

日
常
の
生
活
費
と
し
て
は
客
観
的
に
妥
当
な
範
囲
を
越

え
る
借
金
を
し
た
り
、
ま
た
、
夫
婦
の
一
方
の
特
有
財
産
で
あ
る
不
動
産
を
担
保
に
供
し
た
り
、
そ
れ
を
売
却
し
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

一
般
的
に
は
、

日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
は
属
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
対
し
て
齊
木
敏
文
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五

0
号
六
二
頁
）
は
、
奥
村
説
は
、
夫
婦
の
主

観
的
目
的
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
し
な
い
か
、

し
て
も
重
視
は
し
な
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
し
、

に
関
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
容
観
的
事
情
（
行
為
の
外
観
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
行
為
の
種
類
、
性
質
、
債
務
金
額
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
。
）
と
主
観
的
事
情
な
い
し
主
観
的
目
的
と
の
相
関
関
係
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
行
為
の
外
観
か
ら
、

家
事
に
関
す
る
行
為
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
行
為
を
し
た
と
し
て
も
夫
婦
の
他
方
か
ら

異
論
の
出
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
強
く
推
認
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
仮
に
、
そ
れ
を
他
に
売
却
し
た
上
遊
興
費
に
あ
て

る
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

日
常
の
家
事
に
関
す
る
行
為
と
認
め
て
よ
い
が
、
他
方
、
行
為
の
外
観
か
ら
は
日
常
の
家
事
に
関
す
る
行

為
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
よ
う
な
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
目
的
い
か
ん
に
よ
っ
て
行
為
の
も
つ
意
味
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
場
合
（
た
と
え
ば
借
財
）
、
あ
る
い
は
当
該
行
為
に
よ
っ
て
夫
婦
の
他
方
に
も
債
務
を
負
担
さ
せ
る

と
き
に
は
他
方
の
了
解
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
家
庭
も
あ
る
し
、
了
解
が
不
要
な
家
庭
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
推
認
さ
れ
る
よ
う
な
場
合

（
た
と
え
ば
、
二

0
万
円
相
当
の
服
の
購
入
）
に
は
、
当
該
夫
婦
の
資
産
・
収
入
、
当
該
行
為
の
主
観
的
目
的
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

従
来
判
例
上
、

ま、＇ 

日
常
家
事
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
の
多
く
は
、
他
方
名
義
の
借
財
と
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
で
あ
る
が
、
我
妻

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

ど
の
家
庭
に
お
い
て
も
日
常
の

「
当
該
行
為
が
日
常
の
家
事



(3) 
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

理
規
定
と
の
関
係
に
つ
き
我
妻
説
に
従
っ
て
い
る
こ
と
、

説
の
よ
う
に
、

第
三
八
巻
第
四
号

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
判
断
に
あ
た
り
行
為
者
の
主
観
的
意
図
を
重
視
す
る
と
、
普
通
の
家
政
処
理
の
範
囲
を
逸
脱
し

た
金
額
の
借
財
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
他
方
名
義
の
不
動
産
を
処
分
す
る
行
為
も
、
行
為
者
の
目
的
如
何
（
処
分
の
目
的
が
家
族
の
生

計
維
持
に
必
要
で
あ
る
よ
う
な
場
合
な
ど
）
に
よ
っ
て
は
、

―1
0頁
注
⇔
）
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
が
日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
判
断
基
準
を
判
示
し
た
部
分
は
、
我
妻
説
に
た
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
（
右
近
「
判
批
」
判
例
ク
イ
ム
ズ
六
一
一
一
五
号
七
九
頁
）
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
し
て
以
後
の
判
例
は
「
少
な
く
と
も
理
論
上
は
、

配
偶
者
の
財
産
で
あ
る
不
動
産
を
日
常
家
事
の
た
め
に
処
分
す
る
こ
と
も
認
め
う
る
と
い
う
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
佐
藤
幸
代
「
判
批
」
法
学
協
会
雑
誌
八
八
巻
七
・
八
号
七
六
六
頁
）
等
と
評
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
判
旨
を
素
直
に
読
め
ば
、
日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
は
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
等
の
内
部
的
事
情
に
よ
り
個
別
的
に
異

な
る
が
、
七
六
一
条
が
第
三
者
保
護
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
単
に
そ
れ
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
更
に
客

観
的
に
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質
等
を
充
分
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
だ
と
、
最
高
裁
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
様
に
解
す
る

の
が
本
判
決
の
調
査
官
の
解
説
で
あ
る
奥
村
・
前
掲
一
六
五
六
頁
の
記
述
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
が
、

私
見
は
、

頁、

関
法

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
（
我
妻
・
前
掲
一
〇
六

日
常
家
事
行
為
の
具
体
的
範
囲
に
つ
き
我
妻
説
に
た
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
の
は
、
七
六
一
条
と
表
見
代

「
単
に
そ
の
法
律
行
為
を
し
た
夫
婦
の
共
同
生
活
の
内
部
的
な
事
情
や
そ
の
行

為
の
個
別
的
な
目
的
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
…
…
」
と
い
う
く
だ
り
で
我
妻
説
に
ひ
き
づ
ら
れ
た
形
で
「
目
的
」
と

日
常
家
事
行
為
が
、
行
為
の
種
類
、
性
質
か
ら
し
て
夫
婦
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常
的
に
反
復
継
続
さ
れ

1
0
 （
八
九

0
)



え
あ
わ
せ
れ
ば
、

右
の
判
断
基
準
に
従
え
ば
、
借
財
に
つ
い
て
は
、

（
八
九
一
）

る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
当
然
予
想
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
職

業
・
社
会
的
地
位
等
の
内
部
的
事
情
と
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質
等
の
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
客
観
的
に

判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
承
諾
を
得
ず
に
な
し
た
行
為
が
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
れ
ば

他
方
は
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
加
え
て
七
六
一
条
が
夫
婦
の
一
方
と
取
引
を
し
た
第
三
者
保
護
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
考

日
常
家
事
行
為
の
概
念
と
範
囲
を
あ
い
ま
い
に
す
る
行
為
者
の
目
的
や
動
機
と
い
っ
た
主
観
的
意
図
は
考
慮
に
い
れ
る

い
か
な
る
程
度
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
か
は
、
そ
の
夫
婦
の
資

一
般
的
に
は
月
収
の
一

t-―
一
割
程
度
の
借
財
が
他
方
の
承
諾
を
と
る

、、

（
但
し
サ
ラ
金
等
か
ら
高
利
で
借
り
る
場
合
に
は
、
こ
の
程
度
内
で
も
日
常
家

事
行
為
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
）
。
こ
の
範
囲
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
通
常
の
健
全
な
家
庭
を
営
ん
で
い
る
限
り
、
他
方
の
特
別
の
承

こ
れ
に
対
し
て
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
名
義
の
不
動
産
を
担
保
に
供
し
た
り
ま
た
は
売
却
す
る
な
ど
の
処
分
行
為
は
、
原
則
と
し
て
日

常
家
事
行
為
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
の
不
動
産
の
処
分
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
こ
と
を
認
め
た
判
例
と
し
て
は
、
東
京
地
判

昭
和
三
六
年
七
月
四
日
（
下
級
民
集
―
二
巻
七
号
―
―
―
―
一
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
電
灯
線
の
配
線
工
事
を
行
う
に
際
し
て
障
害
に
な
る
夫
所

有
の
樹
木
の
伐
採
を
夫
に
無
断
で
妻
が
承
諾
し
た
と
い
う
事
案
で
「
共
同
の
家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
る
夫
婦
の
間
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が

夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
の
特
有
財
産
の
処
分
に
わ
た
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
処
分
行
為
が
夫
婦
一
方
に
特
有
の
生
活
範
囲
に
属
す
る

事
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
家
庭
生
活
と
云
う
べ
き
夫
婦
共
同
の
生
活
範
囲
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
且
つ
そ
の
財
産
的
価
値
が
軽
微
な
も
の

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

諾
を
得
て
相
談
の
上
借
財
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

必
要
の
な
い
日
常
家
事
行
為
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

産
・
収
入
と
債
務
額
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

べ
き
で
は
な
い
。



(1) 
七
六
六
頁
）
。

（
八
九
二
）

で
あ
る
と
き
は
」
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
に
該
る
と
判
断
し
た
が
、
他
方
の
不
動
産
の
処
分
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま
れ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
他
の
判
例
は
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
前
は
、

常
家
事
行
為
の
範
囲
外
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
は
、
最
高
裁
の
判
示
し
た
日
常
家
事

行
為
の
判
断
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
不
動
産
処
分
が
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
と
い
う
形
式
に
は
な
っ
て
い
る
が
、

実
質
的
に
は
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
は
原
則
と
し
て
（
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
七
月
四
日
の
よ
う
な
事
案
を
例
外
と
し
て
）
日
常
家
事

行
為
に
は
該
ら
な
い
と
す
る
の
が
判
例
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
学
説
の
な
か
に
は
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
は
通
常
日
常
家
事
行
為
に
は
該
ら
な
い
と
し
て
も
、
配
偶
者
が
長
期
に
わ
た
り
、

旅
行
・
出
張
・
入
院
・
服
役
等
に
よ
り
不
在
の
場
合
に
は
他
方
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
権
限
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
説
く
論
者
（
三
島

「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大
系
II
ニ
四
三
頁
、
同
「
判
批
」
判
例
時
報
六

011
号
―
―
―
―
―
頁
）
や
そ
の
よ
う
な
夫
婦
の
共

同
生
活
の
事
情
に
、
処
分
の
目
的
を
併
せ
考
慮
し
て
、
判
例
の
立
場
を
批
判
す
る
見
解
も
あ
る
（
我
妻
•
前
掲
一
〇
六
頁
、
佐
藤
•
前
掲

私
見
は
、

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
は
、
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
職
業
・
社
会
的
地
位
等
の
内
部
的
事
情
と
、
そ
の
行
為
の
種
類
、
性
質

等
の
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
一
方
の
い
る
い
な
い
と
い
う

事
情
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
縮
小
し
た
り
拡
大
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
む
し
ろ
夫
か
ら
妻
へ

（
あ
る
い
は
妻
か
ら
夫
へ
）
授
与
さ
れ
た
任
意
代
理
権
の
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
常
家
事
行
為
の
定
義
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
」
名
城
法
学
別
冊
本
城
先
生
還
暦
記
念
号
所
収
参
照
。

る
の
は
こ
の
よ
う
な
場
合
だ
け
で
あ
ろ
う
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

一
貫
し
て
こ
れ
は
日



不
動
産
処
分
行
為
は
原
則
と
し
て
こ
れ
に
あ
た
る
）
、
そ
の
日
常
家
事
行
為
外
行
為
に
つ
い
て
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代

理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
規
定
を
適
用
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
判
例
・
学
説
上
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
前
は
、

条
の
適
用
を
肯
定
す
る
の
が
学
説
の
多
数
説
で
あ
っ
た
（
幾
代
通
「
民
法
総
則
」
三
九
二
頁
、
中
川
善
之
助
•
前
掲
二
四
四
頁
、
松
坂
·

三
島
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大
系
II
二
五

0
頁、

条
を
適
用
し
そ
の
正
当
理
由
を
認
め
た
判
例
と
し
て
函
館
地
判
昭
和
三
四
年
九
月
二
九
日
（
下
民
集
一

0
巻
九
号
二

0
五
一
頁
）
、
浦
和

地
判
昭
和
三
五
年
―
二
月
二
三
日
（
下
民
集
―
一
巻
―
―
一
号
二
七
二
四
頁
）
、

（
八
九
三
）

（
我
妻
•
前
掲
一
0
七
頁
）
と
し
、

最
判
昭
和
四
一
年
一
月
ニ
―
日

こ
の
多
数
説
に
対
し
て
は
―

-
0条
の
適
用
を
直
接
肯
定
す
る
こ
と
は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
批
判
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
に
批
判
す
る
学
説
は
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
は
、
…
…
各
夫
婦
共
同
生
活
の
事
情
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
行
為
を
な
す
目

的
に
よ
っ
て
異
な
り
、
外
部
か
ら
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
的
事
情
に
従
っ
て
そ
の
範
囲

を
限
定
す
る
こ
と
は
、
第
三
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
多
い
の
み
な
ら
ず
、
ー
第
三
者
に
過
当
な
警
戒
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
ー
ひ
い
て

は
夫
婦
共
同
生
活
の
運
営
を
妨
げ
る
。
従
っ
て
、
表
見
代
理
の
趣
旨
を
類
推
適
用
し
て
、
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正

当
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

頁
）
等
が
あ
る
。

「
日
常
の
家
事
の
範

（
裁
判
集
八
二
巻
一
〇
九

前
掲
五
八
頁
、

椿
寿
夫
「
注
釈
民
法
」

4
巻
一
六
四
頁
）
。

―1
0
 

(1) 
伺

日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理

夫
婦
の
一
方
が
他
方
を
代
理
し
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
外
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
場
合
（
私
見
で
は
他
方
名
義
の

日
常
家
事
行
為
外
行
為
に
つ
い
て
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

1
0



―
―
―
一
六
頁
、
遠
田
新

中
川
淳
「
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」

L
a
w

囲
を
…
…
広
く
解
し
、
か
つ
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
だ
け
表
見
代
理
の
趣
旨
を
適
用
し
、
そ
れ
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
代
理
一
般
の
法

理
に
譲
り
、
と
く
に
代
理
権
の
授
与
が
あ
っ
た
場
合
に
だ
け
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
夫
婦
の
財
産
的
独

こ
の
我
妻
説
に
従
っ
て
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
は
「
夫
婦
の
一
方
が
右
の
よ
う
な
日
常
の
家
事
に
関
す
る
代
理
権
の
範
囲
を
越
え
て

第
三
者
と
法
律
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
理
権
の
存
在
を
基
礎
と
し
て
広
く
一
般
的
に
民
法
―

-
0条
所
定
の
表
見
代
理

の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
相
当
で
は
な
い
か
ら
、
夫
婦
の
一
方
が
他
の
一
方

に
対
し
そ
の
他
の
何
ら
か
の
代
理
権
を
授
与
し
て
い
な
い
以
上
、
当
該
越
権
行
為
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
に
お
い
て
そ
の
行
為
が
当
該

夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、
民
法
―

-
0条

の
趣
旨
を
類
推
適
用
し
て
、
そ
の
第
三
者
の
保
護
を
は
か
れ
ば
足
り
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
最
高
裁
判
決
の
判
旨
1
1
我
妻
説
(
―

-
0条
類
推
適
用
説
）
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
に
関
す
る
見
解
の

有
力
説
で
あ
る
（
川
井
健
「
表
見
代
理
制
度
」
民
法
基
本
問
題
一
五
〇
講
I
一
八
六
頁
、

S
c
h
o
o
l
 
N
o
.
 3
4
 

「
夫
婦
相
互
の
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
代
理
理
論
の
基
礎
的
研
究
四
五
三
頁
、
四
宮
・
前

掲
二
六
八
頁
、
齊
木
・
前
掲
六
七
頁
、
原
田
純
孝
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
と
表
見
法
理
の
類
推
適
用
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
二
号
二

0
九
頁
、

遠
藤
浩
「
民
法
七
六
一
条
と
表
見
代
理
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
―
―
―
―
頁
）
。

―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
ち
、
そ
の
「
正
当
理
由
」
を
否
定
し
た
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
の
判
例
（
他
方
名
義
の
不
動
産

処
分
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
）
と
し
て
は
、
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
六
月
―

1
0日
（
金
商
三
二
七
号
一
七
頁
）
、
東
京
地
判
昭
和
四
七
年

―
一
月
ニ
―
日
（
判
時
七

0
五
号
六
七
頁
）
、
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
―
二
月
一
九
日
（
判
時
七

0
八
号
五
一
頁
）
、
東
京
高
判
昭
和
四
八

立
の
理
想
に
近
づ
く
ゆ
え
ん
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

（
同
•
前
掲
一
〇
九
頁
）
と
主
張
す
る
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

一四

（
八
九
四
）



も
あ
る
。

一五

（
八
九
五
）

年
七
月
三
一
日
（
金
商
三
七
九
号
一
四
頁
）
、
大
阪
高
判
昭
和
四
九
年
一

0
月
二
九
日
（
判
時
七
七
六
号
五
二
頁
）
、
東
京
高
判
昭
和
五
〇

(
1
)
 

年
一
月
二
九
日
（
金
商
四
六
五
号
一
八
頁
）
が
あ
る
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
は
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
夫
婦

の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
相
手
方
に
「
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き

正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
」
に
か
ぎ
り
と
い
う
要
件
を
附
加
し
て
、
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
（
即
ち
―
―

0
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
）
夫
婦
の
財
産
的
独
立
と
第
三
者
の
保
護
と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
と
説
く
。

し
か
し
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
が
何
故
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
最
高
裁
が
制
限
的
に
附
加
し

た
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
相
手
方
が
日
常
家
事
行
為
と
誤
信
す
る
に
つ
い
て
正
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
い
か
な
る
場
合
な
の
か
、
そ
の
具

体
的
内
容
は
最
高
裁
の
判
旨
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
最
高
裁
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
は
客
観
的
に
定
ま
る
と
も
判
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
客
観
的
に
定
ま
る
は
ず
の
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
相
手
方
が
誤
信
す
る
と
は
い
か
な
る
場
合
か
と
い
う
問
題

一
般
的
に
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
と
―

-
0条
の
「
正
当
理
由
」
は
ゆ
る
や
か
に
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
最
高
裁
の
判
示
し
た
よ
う

な
制
限
的
要
件
を
附
加
し
た
方
が
第
三
者
の
保
護
さ
れ
る
範
囲
が
せ
ば
ま
り
夫
婦
の
財
産
的
独
立
に
資
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

(
2
)
 

る
。
確
か
に
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
に
影
響
を
与
え
た
我
妻
説
の
ご
と
く
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
を
重
視

し
て
広
く
と
ら
え
、
か
っ
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
「
普
通
の
人
が
代
理
権
が
あ
る
と
信
ず
る
の
が
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
」
（
我

妻
「
新
訂
民
法
総
則
」
三
七
一
頁
）
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
代
理
権
の
存
在
に
つ
い
て
の
菩
意
・
無
過
失
の
こ
と
を
い
う
と
余
り
に
も
漠

然
と
規
定
す
る
と
、

(2) 

―

-
0条
の
成
立
す
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り
広
く
な
り
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
強
い
か
ら
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

日
常



を
い
う
と
余
り
に
漠
然
と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

③
私
見
は
、

当
理
由
の
判
断
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

用
と
い
う
形
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
の
み
相
手
方
は
保
護
さ
れ
る
と
い
う
制
限
的
要
件
を
附
加
せ
ざ
る
を
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
我
妻
説
に
た
て
ば
、
夫
の
不
在
中
妻
が
夫
名
義
の
不
動
産
を
売
却
す
る
と
き
そ
の
売
却
代
金
を
生
計
維
持
費
に
あ

て
る
た
め
な
ら
日
常
家
事
行
為
、
遊
興
費
に
あ
て
る
た
め
な
ら
非
日
常
家
事
行
為
と
な
る
か
ら
、
妻
が
相
手
方
に
生
計
維
持
費
に
あ
て
る

と
説
明
し
相
手
方
が
そ
れ
を
信
じ
た
が
実
際
は
遊
興
費
に
費
消
し
て
い
た
と
い
う
事
案
で
は
、
相
手
方
が
実
際
に
は
日
常
家
事
行
為
で
は

な
か
っ
た
の
に
そ
の
範
囲
を
誤
信
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
目
的
・
動
機
の
誤
信
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
が
―

-
0条
の
類
推
適

し
か
し
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
に
つ
き
行
為
者
の
目
的
・
動
機
と
い
っ
た
主
観
的
意
図
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
日
常
家
事

行
為
の
範
囲
を
あ
い
ま
い
に
し
か
え
っ
て
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
結
果
と
な
る
と
考
え
る
私
見
で
は
、
妻
が
夫
名
義
の
不
動
産

を
処
分
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
日
常
家
事
行
為
に
は
該
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
目
的
・
動
機
に
つ
い
て
の
相
手
方
の
誤
信
は
そ
も
そ
も
正

結
局
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
が
問
題
と
な
る
事
案
に
つ
い
て
ま
ず
考
察
さ
れ
る
べ
き
は
、

あ
り
、
具
体
的
に
如
何
な
る
事
実
が
あ
れ
ば
そ
の
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

思
わ
れ
る
こ
と
」

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
判
断
基
準
で

―

-
0条
の
「
正
当
理
由
」
の
説
明
に
つ
い
て
、
従
来
「
普
通
の
人
が
代
理
権
が
あ
る
と
信
ず
る
の
が
も
っ
と
も
だ
と

（
我
妻
「
新
訂
民
法
総
則
」
三
七
一
頁
）
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
代
理
権
の
存
在
に
つ
い
て
の
善
意
・
無
過
失
の
こ
と

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
（
た
と
え
ば
最
判
昭
和
四
二
年
一
―

月――

-0日
民
集
ニ
―
巻
二
四
九
七
頁
、
最
判
昭
和
四
五
年
一

1

一
月
一
五
日
民
集
二
四
巻
二

0
八
一
頁
、
最
判
昭
和
五
一
年
六
月
二
五
日
民

集一―

-0巻
六
号
六
六
五
頁
等
）
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
代
理
権
有
無
の
確
認
手
段
」
「
本
人
の
意
思
確
認
」
と
い
う
表
現
を
「
正
当
理
由
」

一六

（
八
九
六
）



の
具
体
的
な
規
定
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
即
ち
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
が
「
本
人
の
意
思
の
確

認
」
を
広
汎
に
要
求
す
る
な
ら
ば
、

「
正
当
理
由
」
の
内
容
の
規
定
に
お
い
て
、
こ
の
表
現
を
採
用
し
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲

に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
こ
と

が
、
相
手
方
が
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
あ
る
こ
と
と
規
定
す
べ
き
で
あ
る
（
高
森
「
不
動
産
取
引
業
者
と
民
法
―

-
0条

―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
が
し
ば
し
ば
「
本
人
の
意
思
の
確
認
」
を
要
求
す
る
の
と
同
様
に
、

代
理
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
ち
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
判
例
も
し
ば
し
ば
「
本
人
の

―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
つ
判
例
も
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
時
「
本
人
の
意

思
の
確
認
」
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
実
質
的
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
つ
ま
り
「
本
人
に
代
理
権
の
有

無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
代
理
権
の
存
在
を
信

じ
た
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
時
に
「
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
が
な
い
」
と

い
う
表
現
を
最
高
裁
昭
和
四
四
年
の
判
旨
に
従
っ
て
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
次
章
で
は
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
が
問
題
と
な
っ
た
判
例
を
私
見
に
即
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
断
じ
て
い
る
。

の
『
正
当
理
由
』
法
律
時
報
五
六
巻
三
号
一
―
九
頁
以
下
）
。

一七

日
常
家
事
行
為
と
表
見

(

1

)

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
、
一
―

0
条
類
推
適
用
説
に
た
ち
そ
の
「
正
当

理
由
」
を
肯
定
し
た
判
例
は
一
件
も
み
ら
れ
な
い
。
借
財
に
つ
い
て
は
、
肯
定
し
た
判
例
が
、
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
（
高
民
集
一

五
巻
六
号
四
三
0
頁
）
の
以
前
の
判
例
の
ほ
か
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
―
一
月
―
―
日
（
判
時
一

0
一
五
号
一

0
七
頁
）
と
最
判
昭
和
六

0
年

二
月
一
四
日
（
金
法
一
〇
九
三
号
四
二
頁
）
の
二
件
あ
る
。
そ
の
「
正
当
理
由
」
に
対
す
る
考
察
は
拙
稿
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代

（
八
九
七
）



理
」
名
城
法
学
別
冊
本
城
先
生
還
暦
記
念
号
所
収
参
照
。

(

2

)

こ
れ
は
―

-
0条
類
推
適
用
説
に
た
つ
論
者
の
一
般
的
理
解
の
仕
方
で
あ
り
、
一
ー

0
条
直
接
適
用
説
に
た
つ
幾
代
・
前
掲
三
九
二
頁
、
七
六

一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
表
見
代
理
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
佐
藤
•
前
掲
七
六
九
頁
も
こ
の
理
解
を
支
持

す
る
。

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

戦
後
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
ま
で
の
判
例
を
み
る
と
、
夫
婦
が
現
に
共
同
生
活
を
行
っ
て
い
る
事
案
と
夫
の
長
期
不
在
中
妻
が
夫
名

義
の
不
動
産
を
処
分
し
た
事
案
と
に
分
類
さ
れ
、
両
者
は
自
ず
と
そ
の
正
当
理
由
の
判
断
基
準
に
差
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
夫
婦
が
現
に
共
同
生
活
を
行
っ
て
い
る
場
合
の
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
の
事
案
を
検
討
し
、
次
い
で
一
方
配
偶
者
の
長
期
不
在
中

広
島
高
判
昭
和
二
六
年
三
月
五
日
（
高
民
集
四
巻
七
号
ニ
―
一
頁
）
。

事
案
は
、

X
は
Y
の
夫
M
に
対
し
薪
炭
売
掛
代
金
六
八
万
七
七
四
八
円
の
債
権
を
有
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
五
年
一
月
―
二
日
M
と
右

債
権
を
目
的
と
し
て
弁
済
期
を
同
年
三
月
＝
―
-
日
と
す
る
準
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
訴
外
K
・
O
が
右
債
務
の
保
証
を
し
た
と
同
時

に、

M
が
妻

y
の
代
理
人
と
称
し
て
右
債
務
の
担
保
と
し
て

Y
所
有
の
不
動
産
に
つ
き
抵
当
権
設
定
契
約
を
し
た
の
で
、
そ
れ
に
甚
づ
き

y
に
対
し
抵
当
権
設
定
の
登
記
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

X
は
仮
に

M
が

y
か
ら
抵
当
権
設
定
契
約
に
つ
き
代
理
権
を
授
与
さ
れ

(i) (1) 

夫
婦
が
現
に
共
同
生
活
を
行
っ
て
い
る
場
合

の
事
案
を
検
討
し
た
い
。

け
最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
以
前
の
判
例

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

一

八

（
八
九
八
）



原
判
決
を
取
消
し
、

X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

あ
り
と
信
じ
た
こ
と
に
は
正
当
理
由
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

Y
は、

夫
を
警
戒
し
て
い
た
か
ら
M
に
家
政
に
つ
い
て
何
等
の
権
限
を
与
え
た
こ
と
も
な
く
、
右
事
情
は

X
が
調
査
す
れ
ば
容
易
に
知
り
得
た
筈

原
審
は
、

M
が
Y
か
ら
抵
当
権
設
定
契
約
に
つ
い
て
代
理
権
を
授
与
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

張
に
つ
い
て
審
按
し
、

M
は
Y
の
夫
と
し
て
家
政
全
般
を
掌
握
し
て
お
り
、

Y
は
M
に
実
印
の
保
管
又
は
所
持
を
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
M
の
実
印
の
所
持
と
い
う
事
実
か
ら
代
理
権

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
七
六
一
条
は
日
常
家
事
に
つ
い
て
一
種
の
法
定
代
理
権
を
附
与
し
て
い
る
か
ら
、

M
も
こ
の
意
味
の
代

理
権
を
有
す
る
と
判
断
し
た
上
で
、
①
M
は

y
の
真
実
実
印
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
、
＠
M
は
本
件
不
動
産
の
一
部
で
あ
る
家
屋
の
建
築

に
つ
い
て
も
種
々
奔
走
し
、
か
つ
本
件
不
動
産
の
建
築
費
を
調
達
す
る
に
つ
い
て
も
種
々
画
策
し
、
昭
和
二
五
年
五
月
広
島
信
用
組
合
か

ら
金
員
を
借
入
れ
る
際
も
M
が
主
と
し
て
そ
の
衝
に
当
り
、

担
保
の
た
め
本
件
不
動
産
の
一
部
に
抵
当
権
設
定
契
約
を
締
結
し
て
い
る
事
実
等
か
ら
し
て
、

X
が
M
に
代
理
権
あ
り
と
信
じ
た
こ
と
に

は
正
当
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
、

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し

Y
は
控
訴
し
、
控
訴
審
で
も

x主
張
の
表
見
代
理
の
成

否
が
争
わ
れ
た
が
、
控
訴
審
は
原
審
が
七
六
一
条
に
よ
り
夫
婦
は
日
常
家
事
に
つ
き
お
互
に
相
手
方
の
法
定
代
理
権
を
付
与
せ
ら
れ
た
も

の
と
い
う
見
解
を
採
っ
た
の
は
不
当
で
あ
る
と
し
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

一
九

（
八
九
九
）

Y
の
実
印
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
権

M
に
実
印
を
託
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
政
治
好
き
な

X
の
表
見
代
理
の
主

Y
を
代
理
し
て
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
か
つ
右
消
費
貸
借
に
基
く
債
権

M
が
本
件
抵
当
権
設
定
契
約
当
時
Y
か
ら
特
定
の
法
律
行
為
に
つ
き
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

X
の
主
張
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

M
に
Y
の
何
等
か
の
法
律
行
為
に
つ
き
代
理
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提

と
す
る

X
の
表
見
代
理
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
点
に
つ
き
判
断
を
加
え
る
ま
で
も
な
く
失
当
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
判
示
し
て
、

だ
か
ら

X
の
表
見
代
理
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
と
反
論
し
た
。



（九

0
0
)

本
件
で
は
ま
ず
、
原
審
が
七
六
一
条
に
基
づ
く
夫
婦
相
互
間
の
代
理
権
の
存
在
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
、
控
訴
審
は
こ
れ
を
否
定
し
て

M
に
は
Y
か
ら
の
他
の
任
意
代
理
権
の
授
与
が
あ
っ
た
旨
の

X
の
主
張
が
な
い
か
ら
、
正
当
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な

く
表
見
代
理
は
成
立
し
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
私
見
は
七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
に
代
理
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る

次
に
正
当
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
原
審
は
①
M
は
Y
の
真
実
の
実
印
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
正
当
理
由
肯

定
の
一
要
素
と
し
て
い
る
。
確
か
に
判
例
は
「
実
印
は
余
程
信
頼
し
な
け
れ
ば
預
託
し
た
り
、
交
付
し
た
り
し
な
い
以
上
、
実
印
の
所
持

と
い
う
事
情
を
信
頼
し
た
者
は
正
当
理
由
を
認
め
ら
れ
て
当
然
で
あ
る
」
旨
の
抽
象
的
な
定
式
を
持
ち
出
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
（
た
と

え
ば
最
判
昭
和
三
五
年
一

0
月
一
八
日
民
集
一
四
巻
―
二
号
二
七
六
四
頁
）
、
こ
の
定
式
も
結
論
導
出
過
程
で
は
現
実
に
は
有
効
に
機
能
し

て
い
な
い
の
で
あ
り
（
高
森
「
不
動
産
取
引
業
者
と
民
法
―

-
0条
の
『
正
当
理
由
』
」
法
律
時
報
五
六
巻
一
ー
一
号
―
―
―
―
頁
）
、
し
か
も
本

件
は
本
人
が
そ
の
意
思
に
基
づ
い
て
他
人
に
実
印
を
交
付
し
た
と
い
う
場
合
で
は
な
く
、
夫
婦
間
で
実
印
の
盗
用
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

1

)

 

か
ら
①
の
事
実
は
私
見
で
は
正
当
理
由
肯
定
の
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
控
訴
審
が
正
当
理
由
肯
定
の
要
素
と
し
た
＠
の
事
実
で
あ

る
が
、
板
木
・
前
掲
―
二
三
頁
は
こ
の
事
実
か
ら
「
原
告

g
が
右
基
次
⑩
が
代
理
権
を
有
す
る
と
信
じ
た
こ
と
は
正
当
の
理
由
が
あ
る
も

の
と
思
う
。
」
と
し
、
「
原
告
の
表
見
代
理
の
主
張
を
容
れ
た
原
判
決
こ
そ
正
当
で
あ
」
る
と
す
る
が
、
＠
の
事
実
は
昭
和
一
一
五
年
五
月
ご

ろ
の
こ
と
で
あ
り
、
本
件
の
抵
当
権
設
定
契
約
が
な
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
抵
当
権
設
定
契
約
後
の
＠
の

事
実
を
も
っ
て
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
要
素
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
仮
に
＠
の
事
実
が
抵
当
権
設
定
契
約
前
の
事
実
で
あ
っ

、
、
、

た
と
し
て
も
、
こ
の
代
理
行
為
は
す
べ
て
妻

y
の
た
め
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
で
は
、
夫
の
債
務
の
た
め
に
妻
の
財
産
が

担
保
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
り
こ
の
点
が
決
定
的
に
異
な
る
。
相
手
方
と
し
て
は
、
代
理
人
自
身
の
債
務
の
保
証
な
い
し
担
保
の
た
め
に
代

と
考
え
る
の
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
控
訴
審
の
判
断
は
不
当
で
あ
る
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号
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理
人
が
本
人
を
代
理
し
て
行
為
を
な
す
場
合
に
は
、
特
に
慎
重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
＠
の
事
実
が
抵
当
権
設
定
契

約
前
の
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。

結
局
本
件
で
は
①
と
＠
の
事
実
か
ら
正
当
理
由
を
肯
定
し
た
原
審
の
判
断
も
不
当
で
あ
る
。

t"-

仙
台
高
判
昭
和
一
三
一
年
四
月
一
五
日
（
高
民
集
一

0
巻
一

0
号
五
一
―
―
―
頁
）
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

月
二
五
日
ご
ろ
発
覚
し
た
の
で
、

X
の
息
子
S
が
勤
先
の

Y
銀
行
で
二
七
八
万
円
余
の
金
員
を
使
込
ん
で
い
る
事
実
が
昭
和
二
七
年
―
二

Y
が
S
の
身
元
保
証
人
で
あ
る

X
に
そ
の
善
処
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

X
は
S
の
行
為
を
陳
謝
し
た
う

え
右
使
込
金
額
が
判
然
し
た
な
ら
X
所
有
の
本
件
不
動
産
を
処
分
し
て
も
こ
れ
を
弁
償
す
る
旨
を
答
え
、

Y
と
し
て
は
直
ち
に

S
の
使
込

金
額
の
調
査
に
取
り
掛
る
と
と
も
に

X
に
対
し
直
接
あ
る
い
は

S
や
そ
の
母

w
(
X
の
妻
）
を
通
じ
て
右
使
込
事
件
を
内
済
に
す
る
故
逸

早
く
本
件
不
動
産
を
提
供
さ
れ
た
い
旨
繰
返
し
要
求
し
た
。
し
か
し

X
は
S
の
使
込
額
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
容
易
に
右
要
求
に

一
方
、
使
込
事
件
に
ひ
ど
く
心
を
痛
め
な
ん
と
で
も
し
て

S
を
救
い
た
い
も
の
と
心
を
砕
い
て
い
た

W
は
そ
の
様

な
X
の
態
度
を
頼
り
な
く
思
い
、
昭
和
二
八
年
一
月
初
め
思
い
余
っ
て

X
に
無
断
で
そ
の
印
鑑
を
Y
の
も
と
へ
持
ち
出
し
た
う
え

y
の
い

う
が
ま
ま
に
必
要
書
類
を
作
成
し
、
同
じ
こ
ろ

X
に
無
断
で
持
ち
出
し
た
本
件
不
動
産
の
権
利
証
と
と
も
に

Y
に
手
渡
し
た
た
め
、

Y
は

同
月
六
日
右
各
書
類
に
よ
り
本
件
不
動
産
に
つ
き
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
。

X
は
S
ま
た
は
W
が
Y
の
要
望
に
押
し
切
ら
れ
X
の

印
鑑
を
Y
の
も
と
に
持
ち
出
す
気
配
が
あ
っ
た
の
で
、
同
月
五
日
印
鑑
を
改
印
届
出
し
た
が
、
翌
六
日
戸
籍
係
員
が
誤
っ
て

W
が
持
ち
出

し
た
元
の
印
に
つ
い
て
印
鑑
証
明
し
た
た
め
そ
の
印
に
よ
っ
て
右
登
記
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

X
は
そ
の
実
弟
を
通
じ
本
件
不
動
産
を

他
に
処
分
す
べ
く
交
渉
中
同
月
二

0
日
ご
ろ
同
不
動
産
の
登
記
が
Y
名
義
に
な
っ
て
い
る
の
を
知
り

y
に
抗
議
し
た
が
確
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

応
じ
よ
う
と
は
せ
ず
、

y
に
対
し
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（九

0
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原
審
は

X
勝
訴
。

y
は
控
訴
し
て
、

S
の
使
込
金
賠
償
の
担
保
の
た
め

X
か
ら
そ
の
承
諾
を
得
て
売
渡
担
保
と
し
て
本
件
不
動
産
の
提

供
を
受
け
た
こ
と
、
仮
に
本
件
不
動
産
の
所
有
権
の
移
転
が

W
に
よ
り

X
に
無
断
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、

始
末
に
つ
い
て

X
を
代
理
し
て

Y
と
交
渉
す
る
権
限
が
あ
り
、
ま
た
妻
と
し
て
七
六
一
条
に
よ
る
代
理
権
も
あ
る
か
ら
、

W
の
権
限
外
の

行
為
に
つ
き
善
意
無
過
失
の

Y
に
は
表
見
代
理
が
成
立
す
る
と
主
張
し
た
。

控
訴
審
は
、

X
は
S
の
不
正
行
為
に
対
し
身
元
保
証
人
と
し
て
責
任
を
感
じ
、
本
件
不
動
産
を
処
分
し
て
で
も
そ
れ
に
よ
る

Y
の
損
害

を
賠
償
す
る
意
思
で
あ
り
、

の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

そ
の
こ
と
を

Y
に
表
明
し
、

右
処
分
は
ど
こ
ま
で
も
X
の
手
で
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
、

（九
0
二）

W
に
は
S
の
不

ま
た
事
実
右
不
動
産
を
処
分
し
よ
う
と
し
て
他
に
も
交
渉
し
た
の
で
あ
る
が
、

y
の
主
張
の
ご
と
く
右
賠
償
の
債
務
担
保
の
た
め
本
件
不
動
産
を
売
渡

担
保
と
し
て

Y
に
提
供
す
る
意
思
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、

X
が
W
に
S
の
不
始
末
に
つ
き
Y
と
交
渉
す
る
権
限

を
授
与
し
た
と
は
と
う
て
い
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
上
で
、
七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
に
代
理
権
を
認
め
た
規
定
で
は
な
い
か
ら
、

W
に
何

ら
か
の
任
意
代
理
権
な
い
し
七
六
一
条
の
代
理
権
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

Y
の
表
見
代
理
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て

Y

七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
肯
定
し
た
規
定
で
は
な
い
と
す
る
判
断
以
外
の
控
訴
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
七
六
一
条
に
よ

り
W
に
代
理
権
が
肯
定
さ
れ
る
と
考
え
る
私
見
に
即
し
て
本
件
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
と
、

Y
は
X
に
は

Y
の
要
望
に
応
じ
て

本
件
不
動
産
の
所
有
権
を

y
に
移
転
す
る
意
思
の
な
い
こ
と
を
よ
く
知
悉
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

持
ち
出
し
た
の
を
奇
貨
と
し
て
、

あ
る
か
ら
、 関

法
第
三
八
巻
第
四
号

S
の
不
始
末
を
表
沙
汰
に
せ
ず

何
と
か

Y
の
要
望
に
応
じ
て

S
を
救
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

W
が
思
い
あ
ま
っ
て

X
に
無
断
で

X
の
実
印
・
権
利
証
な
ど
を
Y
の
も
と
へ

X
の
意
思
を
確
認
す
る
ど
こ
ろ
か
ほ
し
い
ま
ま
に
移
転
登
記
に
必
要
な
書
類
を

W
に
作
成
さ
せ
た
の
で

W
に
本
件
所
有
権
移
転
に
つ
き
代
理
権
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て

Y
は
悪
意
で
さ
え
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

と



圃
最
判
昭
和
四
三
年
七
月
一
九
日
（
判
例
時
報
五
二
八
号
一
二
五
頁
）
。

仮
に
悪
意
で
な
い
と
し
て
も
、

X
は、

S
の
賠
償
額
が
は
っ
き
り
し
な
い
間
は
Y
へ
の
賠
償
に
も
応
じ
ら
れ
な
い
と
明
言
し
て
い
た
の

で
あ
り
、

Y
の
し
つ
よ
う
な
所
有
権
移
転
請
求
に
母
親
と
し
て
や
む
に
や
ま
れ
ず
W
が
そ
そ
く
さ
と
し
て
実
印
と
権
利
証
を
持
参
し
た
と

し
て
も
そ
れ
は

X
の
承
諾
な
く
勝
手
に
持
ち
出
し
て
き
た
と
判
断
す
る
の
が
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、

W
の
代
理
権
に
つ
い
て

X
に
問
合
せ

を
す
る
こ
と
を
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
本
件
判
旨
の
結
論
は
正
当
で

な
お
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
判
断
に
つ
き
行
為
者
の
目
的
・
動
機
と
い
う
主
観
的
意
図
を
重
視
す
る
我
妻
説
は
、
い
で
述
べ
た
広
島

高
判
の
事
案
は
日
常
の
家
事
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
が
本
件
は
含
ま
れ
る
と
す
る
（
我
妻
「
親
族
法
」

―
―
一
頁
注
斡
）
。

ま
た
佐
藤
・

前
掲
七
六
六
頁
も
圃
で
述
べ
る
最
判
昭
和
四
三
年
七
月
一
九
日
の
事
案
と
並
ん
で
本
件
も
「
処
分
行
為
は
か
な
り
日
常
の
家
事
に
近
い
性

質
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
処
分
の
目
的
を
考
慮
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
（
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ
と
を
）
肯
定
し
て
も
よ
い
か

と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
両
者
の
見
解
は
子
の
使
込
金
の
賠
償
の
た
め
と
い
う

W
の
主
観
的
意
図
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
常

家
事
行
為
の
範
囲
の
判
断
甚
準
に
つ
き
行
為
者
の
主
観
的
意
図
を
一
切
考
慮
し
な
い
私
見
か
ら
は
か
か
る
見
解
は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を

侵
害
す
る
も
の
と
し
て
不
当
で
あ
る
し
、
事
案
の
具
体
的
解
決
か
ら
も
き
わ
め
て
不
当
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

事
案
は
、
身
体
障
害
者
で
あ
る
長
男
S
の
た
め
に
自
動
車
修
理
工
場
を
建
築
す
る
目
的
で
夫
婦
が
相
談
の
上
、
夫

x所
有
の
土
地
を
売

却
し
て
そ
の
資
金
を
捻
出
す
べ
く
企
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

X
が
大
工
職
で
昼
間
不
在
勝
ち
の
た
め
、
ふ
だ
ん
か
ら
対
外
的
に
も
家
政
の

経
営
一
切
を
行
っ
て
い
た
妻
W
が
本
件
土
地
を

y
に
売
却
し
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

X
が
Y
に
対
し
て
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ

あ
る
。

う
て
い
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（九
01―

-
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一
審
・
ニ
審
Y
敗
訴
。

Y
は
上
告
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
①
本
件
土
地
の
売
却
は

X
と
W
が
合
意
の
上
企
画
し
た
と
こ
ろ
の
、

身
体
障
害
者
で
あ
る
S
の
将
来
の
生
活
の
基
盤
と
さ
せ
る
た
め
の
自
動
車
修
理
工
場
を
建
築
す
る
と
い
う
夫
婦
並
び
に
家
族
の
共
同
の
目

的
の
た
め
な
さ
れ
た
処
分
行
為
で
あ
る
か
ら
、
仮
り
に

W
が
右
土
地
を
売
却
す
る
に
つ
き
、

X
の
承
諾
な
い
し
特
別
の
代
理
権
限
を
与
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
W
の
処
分
行
為
は
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
に
該
る
。
③
仮
り
に

W
の
本
件
土
地
売
却
行
為
が
日
常
家

事
の
範
囲
を
こ
え
て
い
た
と
し
て
も
、
④
本
件
土
地
の
売
買
契
約
締
結
当
時
は
、

X
と
W
と
の
間
に
お
い
て
S
の
建
築
資
金
捻
出
の
た
め
、

X
の
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
す
で
に

X
所
有
の
土
地
を
数
人
の
者
に
売
却
し
て
こ
れ
に
充
当
し
て
お
り
、
こ
の
売
却
に

つ
い
て

W
が
X
に
代
理
し
て
法
律
行
為
を
な
し
た
こ
と
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
に
も
W
は
代
理
人
と
し
て
土
地
を
売
却
し
て
い
る
）
＠
特

に
昭
和
三
七
年
暮
頃
に
は
工
場
資
金
が
不
足
し
早
急
に
資
金
調
達
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
は

x
.
Wの
夫
婦
並
び
に

そ
の
家
族
の
共
同
生
活
の
維
持
に
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
件
土
地
は
一
部
を
除
き
宅
地
で
あ
っ
た
の
で
早
急
に
換
金
し
易
く
、
か
つ

X

所
有
の
他
の
土
地
に
比
し
特
に
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、

X
の
生
活
内
容
か
ら
見
て
さ
し
て
重
要
な
も
の
で
は
な
い
如
<
y
も
W
も
考
え

て
い
た
こ
と
R
W
は
ふ
だ
ん
か
ら
対
外
的
に
も
家
政
の
経
営
一
切
を
行
い

y
は
X
家
に
お
け
る

W
の
主
導
的
立
場
を
充
分
承
知
し
て
お
り
、

S
の
工
場
建
築
に
つ
い
て
も
相
談
を
う
け
、

W
に
協
力
し
て
資
金
捻
出
の
た
め
尽
力
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
前
記
数
人
の
者
へ
の

X
所
有

土
地
の
売
却
の
仲
介
を
な
し
、
特
に
昭
和
三
七
年
―
二
月
暮
頃
に
は
建
築
代
金
支
払
い
の
た
め
困
却
し
て
い
る
こ
と
を
W
か
ら
知
ら
さ
れ
、

遂
に
は
Y
自
ら
の
買
受
を
懇
請
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Y
と
し
て
は
X
に
確
か
め
る
ま
で
も
な
く
、
早
急
に
換
金
し
得
る
の
は
一
部
を
除
き

宅
地
に
な
っ
て
い
る
右
土
地
以
外
に
は
な
い
の
で
、

も
過
去
に
売
却
し
た
他
の
土
地
の
代
金
や
一
般
時
価
に
比
し
廉
価
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
以
上
④
＠
◎
の
事
情
か
ら
す
れ
ば

y
が
W
に
X

る。

関
法
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W
の
代
理
権
に
つ
き
何
等
疑
念
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が
な
か
っ
た
こ
と
、
売
却
代
金

ニ
四



の
代
理
権
が
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
に
何
等
の
過
失
は
な
く
、
信
じ
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、

第
一
審
判
決
が
、
単
に

Y
が
X
宅
の
近
隣
に
居
住
し
て
い
て
直
接
X
に
真
意
を
確
め
る
機
会
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
一
事

を
も
っ
て

W
に
代
理
権
あ
り
と
信
じ
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
言
え
な
い
と
し
て
、

不
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。

最
高
裁
は
、

Y
の
①
の
主
張
に
対
し
て
は
、
原
審
が
本
件
土
地
の
売
買
契
約
に
関
し
確
定
し
た
諸
般
の
具
体
的
事
情
の
も
と
に
お
い
て

「
被
上
告
人

g
が
そ
の
妻
訴
外
と
き
を
向
と
相
談
の
う
え
、
訴
外
賢
造
⑱
の
工
場
建
築
資
金
を
被
上
告
人
所
有
の
土
地
を
売
却
し
て

捻
出
す
べ
く
企
図
し
て
い
た
と
し
て
も
、
被
上
告
人
所
有
の
不
動
産
を
売
却
す
る
よ
う
な
行
為
は
、

該
当
す
る
も
の
で
な
い
旨
の
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
、
R
の
表
見
代
理
の
主
張
に
対
し
て
は
、
「
原
判
決
の
確
定
し
た

事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
上
告
人
⑰
が
前
記
土
地
の
売
買
契
約
に
関
し
て
被
上
告
人
の
妻
と
き
を
に
被
上
告
人
を
代
理
す
る
権
限

が
あ
る
と
信
じ
た
と
し
て
も
、
上
告
人
に
は
こ
れ
を
信
ず
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
の
原
審
の
判
断

は
正
当
で
あ
」
る
と
判
示
し
た
。

本
件
は
判
例
集
に
登
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
例
時
報
五
二
八
号
―
―
一
五
頁
以
下
に
も
原
審
が
確
定
し
た
事
実
の
記
載
が
何
ら
な
い
の
で
事

(
2
)
 

実
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
。
そ
こ
で

y
が
上
告
理
由
で
主
張
し
た
事
実
が
仮
り
に
真
実
で
あ
る
と
仮
定
し
て
本
件
を
考
察
す
る
と
、
ま
ず

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
は
原
則
と
し
て
日
常
家
事
行
為
と
み
な
い
私
見
か
ら
は
、
最
高
裁
が
当
該
処
分
行
為
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら

(

3

)

 

な
い
と
判
断
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
。

次
に
本
件
で
は
、

S
の
た
め
に
自
動
車
修
理
工
場
を
建
築
す
る
目
的
で
X
と
W
が
相
談
の
上
、

X
所
有
の
土
地
を
売
却
し
て
そ
の
資
金

を
捻
出
す
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
土
地
を
売
却
す
る
に
つ
い
て
X
か
ら
W
へ
任
意
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
た

ま、
ー，

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

二
五

―

-
0条
の
適
用
を
排
除
し
た
の
は

い
わ
ゆ
る
日
常
の
家
計
上
の
行
為
に

（九
0
五）



(2) 
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
三
八
巻
第
四
号

仮
り
に
任
意
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
正
当

理
由
が
肯
定
さ
れ
る
か
否
か
を
、

Y
が
上
告
理
由
中
で
主
張
し
た
事
実
を
真
実
と
仮
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

Y
の
主
張
に
よ
れ

ば
、
本
件
土
地
の
売
買
契
約
締
結
当
時
X
と
W
は
S
の
建
築
資
金
捻
出
の
た
め

X
の
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
を
相
談
し
、
そ
の
た
め
に
す

で
に

X
所
有
の
土
地
を
数
人
の
者
に
売
却
し
、
こ
の
売
却
に
つ
い
て
は
ふ
だ
ん
か
ら
対
外
的
に
も
家
政
の
経
営
一
切
を
行
っ
て
い
た
W
が

X
を
代
理
し
た
こ
と
（
上
告
理
由
R
I
④
)
、

Y
は
X
家
に
お
け
る

W
の
主
導
的
立
場
を
充
分
承
知
し

S
の
建
築
資
金
捻
出
に
つ
い
て
も

W
の
相
談
を
う
け
、

W
が
X
を
代
理
し
て
行
っ
た

X
所
有
の
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
仲
介
を
な
し
た
こ
と
（
上
告
理
由
③
ー
◎
）
、

三
七
年
―
二
月
暮
頃
に
は
、
建
築
代
金
支
払
い
の
た
め
困
却
し
て
い
た

W
か
ら
Y
自
ら
の
買
受
け
を
懇
請
さ
れ
、
早
急
に
換
金
し
得
る
見

込
み
の
あ
る
か
つ

X
の
生
活
内
容
か
ら
す
れ
ば
さ
し
て
重
要
で
な
い
本
件
土
地
を
相
当
額
で
買
受
け
た
（
上
告
理
由
R
ー
＠
・
◎
）
と
の

こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、

Y
は
X
に
W
の
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ

さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
故
に

W
の
代
理
権
の
不
存
在
を
気
づ
き
え
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に

X
に
問
合
せ
を
し
な

か
っ
た
の
一
事
を
も
っ
て
、
正
当
理
由
を
否
定
し
た
原
審
及
び
最
高
裁
の
判
断
は
、

Y
の
主
張
し
た
事
実
を
真
実
と
み
る
限
り
、
不
当
で

一
方
配
偶
者
の
長
期
不
在
中
の
場
合

東
京
地
判
昭
和
二
六
年
一

0
月
六
日
（
下
民
集
二
巻
一

0
号
一
―
七
二
頁
）
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

X
は
戦
災
で
住
居
を
失
っ
た
の
で
妻
W
と
子
女
五
人
と
と
も
に
昭
和
二

0
年
中
か
ら
知
人
S
宅
に
寄
寓

と
解
す
べ
き
余
地
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

関
法

二
六

（
九
〇
六
）

昭
和



張
し
た
。

言
っ
た
の
で
、

Y
は
「
二
週
間
の
間
を
お
い
て
請
求
し
て
く
れ
れ
ば
い
つ
で
も
払
う
」
と
い
っ
て
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
後
X
は
帰
宅
し
、

(
4
)
 

y
に
対
し
て
本
件
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

Y
は
W
に
は
本
件
土
地
を
売
却
す
る
に
つ
い
て

X
か

ら
代
理
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
仮
り
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、

り、

W
は
本
件
土
地
の
売
買
に
あ
た
り
後
日

X
が
婦
宅
し
て
も
Y
に
は
絶
対
迷
惑
を
か
け
な
い
旨
の
覚
書
を
入
れ
、

を
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
本
件
売
買
に
つ
い
て

W
の
代
理
権
を
信
じ
、

東
京
地
裁
は

X
が
家
出
し
た
昭
和
二
二
年
三
月
ニ
―
日
当
時
は
、
東
京
都
に
お
い
て
は
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
が
も
っ
と
も
甚
だ
し
く
住
宅

難
で
あ
っ
た
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
り
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

の
バ
ラ
ッ
ク
を
買
っ
た
と
き
の
代
金
）
、

活
に
苦
労
し
、
子
供
が
さ
わ
ぐ
と

S
に
叱
ら
れ
る
の
で
、

二
七

し
て
い
た
が
昭
和
二
二
年
一
―
一
月
―
―
―
日
突
然
家
出
を
し
て
い
ず
こ
へ
か
姿
を
消
し
た
。
あ
と
に
残
っ
た

W
は
、
格
別
の
財
産
も
な
く
、
生

五
人
の
子
供
と
と
も
に
単
な
る
知
合
に
す
ぎ
な
い

S
宅
に
寄
寓
し
て
い
る
の
を

つ
ら
く
思
い
一
刻
も
早

<
s
宅
を
立
退
き
た
く
考
え
、

S
も
立
退
き
を
求
め
た
。
そ
こ
で

W
は
昭
和
二
二
年
十
月
ご
ろ
か
ら
し
ば
し
ば

x

所
有
の
本
件
土
地
中
一
八

0
坪
の
賃
借
人
で
あ
る

Y
に
対
し
、
住
家
を
手
に
入
れ
た
い
か
ら
本
件
土
地
を
買
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
た
。

y

は
当
時
X
が
家
出
し
て
不
在
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
本
件
土
地
を
買
う
こ
と
に
は
気
が
す
す
ま
な
か
っ
た
が
、

W
に
涙
を
も
っ
て

頼
ま
れ
た
の
で
遂
に
そ
の
申
出
を
承
諾
し
た
。
そ
こ
で

W
は
後
日
X
が
帰
宅
し
て
も
「
あ
な
た
に
は
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
旨
の
覚

書
を
Y
に
入
れ
X
が
置
い
て
い
っ
た

X
の
印
で
委
任
状
そ
の
他
登
記
に
必
要
な
書
類
を
作
り
、
昭
和
二
三
年
六
月
八
日
X
の
代
理
人
と
し

て
y
と
土
地
の
売
買
契
約
を
し
た
。
そ
の
売
買
代
金
は
十
万
円
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
五
万
円
の
受
渡
し
は
す
ん
だ
が

(
W
が
住
居
用

残
代
金
に
つ
い
て
は
菓
子
屋
を
は
じ
め
る
か
娘
を
嫁
に
や
る
と
き
の
費
用
に
あ
て
た
い
と

W
が

W
は
日
常
家
事
に
つ
い
て
は

X
を
代
理
す
る
権
限
を
も
っ
て
お

X
の
実
印
・
権
利
証

か
く
信
じ
る
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
っ
た
と
主

X
が
家
出
を
す
れ
ば

w及
び
子
女
五
人
が
直
ち
に
生
活
に
こ
ま
り
、
こ
と
に
住
居
に
つ
い
て

（九

0
七）



正
し
い
。
し
か
し
、

（
我
妻
•
前
掲
―
1
0
頁
注
⇔
）

は
難
渋
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
X
は
当
然
予
想
し
な
が
ら
、
何
ら
の
手
当
を
す
る
こ
と
な
く
あ
え
て
家
出
を
し
た
の
は
、

X
の
財

産
を
妻
子
の
暮
し
の
足
し
に
し
て
よ
い
、
住
居
を
得
る
た
め
に
換
価
し
て
よ
い
と
、
暗
に
承
諾
を
与
え
た
と
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
、

X
の
妻
子
の
住
居
を
得
る
た
め
に
本
件
土
地
を
処
分
す
る
に
つ
い
て
は
、

X
は
家
出
に
あ
た
り
暗
に

W
に
代
理
権
を
与
え
た
と
み

配
偶
者
の
一
方
が
長
期
不
在
中
は
、
他
方
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
権
限
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
す
る
説
（
我
妻
「
親
族
法
」

頁
、
三
島
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大
系
II
ニ
四
三
頁
）
が
あ
り
、
た
と
え
ば
我
妻
「
親
族
法
」

ば
婚
姻
費
用
を
負
担
す
べ
き
夫
が
子
女
の
養
育
を
妻
に
ま
か
せ
て
他
処
に
居
住
す
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
妻
の
権
限
内
と
な
る
日
常
家
事

の
範
囲
は
却
っ
て
拡
大
さ
れ
、
夫
の
財
政
的
援
助
な
し
に
生
活
す
る
た
め
に
、
必
要
な
借
財
を
し
ま
た
は
夫
の
名
義
の
財
産
を
処
分
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
と
思
う
。
従
来
の
判
例
は
、
行
為
を
抽
象
的
に
考
え
、
そ
の
目
的
が
夫
婦
共
同
生

活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
か
ど
う
か
を
考
え
な
い
の
は
不
当
で
あ
る
。
ま
た
夫
の
不
在
中
に
妻
が
生
計
に
窮
し
て
夫
名
義
の
借
財
を
し
ま

た
は
夫
名
義
の
財
産
を
処
分
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
こ
れ
を
有
効
と
す
る
た
め
に
、
夫
が
暗
黙
に
代
理
権
を
与
え
た
も
の
と
み
よ
う
と
す

る
の
も
、
無
用
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
本
件
に
つ
い
て
は
「
夫
が
賠
黙
に
代
理
権
を
与
え
た
も
の
と
認
定
し
た
の
は
、
結
論
に
お
い
て

と
批
評
す
る
。

一
歩
進
ん
で
、

日
常
の
家
事
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
し
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
」

し
か
し
、
私
見
は
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
は
、
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
職
業
・
社
会
的
地
位
等
の
内
部
的
事
情
と
、
そ
の
行
為
の
種

類
・
性
質
等
の
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
一
方
が
い
る
い
な

い
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
縮
小
し
た
り
拡
大
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
、
東
京
地
裁
が

W
の
処
分
行
為
を

1
0六
頁
は
、

「
例
え

る
の
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
し
て
、

X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

関
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し
か
し
三
島
・
前
掲
二
四
四
頁
が
自
ら
指
摘
す
る
よ
う
に
、

二
九

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
問
題
と
し
な
か
っ
た
の
は
正
当
で
あ
る
と
解
す
る
。
も
っ
と
も
配
偶
者
の
一
方
が
長
期
不
在
中
は
他
方
の
日
常

の
家
事
に
関
す
る
権
限
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
説
く
論
者
も
、
別
居
に
よ
っ
て
共
同
生
活
が
消
減
し
夫
婦
が
事
実
上
全
く
別
個
独
立
の
生

(

5

)

 

活
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
場
合
（
い
わ
ば
離
婚
の
前
段
階
）
に
は
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
も
著
し
く
縮
小
す
る
と
考
え
る
（
我
妻
•
前

旅
行
な
ど
に
よ
る
単
な
る
長
期

不
在
な
の
か
、
離
婚
の
前
段
階
と
し
て
の
別
居
な
の
か
は
、
外
部
の
第
三
者
に
は
容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
夫
婦
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
で
あ
り
、
か
か
る
不
確
実
な
要
素
を
も
っ
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
が
拡
大
あ
る
い
は
縮
小
す
る
と
考
え
る
の
は
、
日
常
家
事
行
為

の
概
念
を
あ
い
ま
い
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
取
引
の
相
手
方
を
害
し
、
夫
婦
別
産
制
を
危
う
く
さ
え
す
る
理
論
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
配
偶
者
の
一
方
が
長
期
不
在
中
は
他
方
へ
授
与
さ
れ
た
任
意
代
理
権
の
範
囲
が
、
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
る
と
み
れ
ば
足
り
る
と
考

そ
こ
で
本
件
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
中
甚
だ
し
く
住
宅
難
で
あ
っ
た
時
代
に
、
扶
養
す
べ
き
妻
子
が
い
な
が
ら
こ
れ
を
単
な
る

知
人
宅
に
放
置
し
て
家
出
し
た

X
は
、
生
活
が
困
窮
し
た
時
に
は
自
分
の
財
産
を
暮
し
の
足
し
に
し
て
よ
い
、
住
居
を
得
る
た
め
に
処
分

し
て
よ
い
と
い
う
黙
示
の
代
理
権
を
W
に
与
え
て
い
た
と
解
し
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
意
味
で
東
京
地
裁
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
ま
た
、

仮
り
に
黙
示
の
代
理
権
の
授
与
を
認
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、

W
は
X
の
土
地
を
売
却
し
そ
の
売
却
代
金
で
住
居
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、

後
に
家
に
帰
っ
て
き
た
無
責
任
な
X
が
無
権
代
理
の
主
張
を
す
る
の
は
、
権
利
濫
用
の
法
理
に
よ
り
排
斥
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い

は
本
件
土
地
の
売
却
行
為
が
無
権
代
理
で
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
売
却
代
金
は
現
実
に
住
居
を
得
る
た
め
に
支
出
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
X
は
日
常
の
家
事
債
務
と
し
て
七
六
一
条
の
連
帯
責
任
を
負
い
、

Y
は
X
の
連
帯
責
任
を
追
求
し
て
、
売

却
代
金
返
還
請
求
権
に
基
づ
い
て
本
件
土
地
を
留
置
で
き
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
で

y
の
保
護
も
は
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

え
る
。

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

掲
一
〇
六
頁
、
三
島
・
前
掲
二
四
四
頁
）
。

（九
0
九）



種
の
植
木
を
除
い
て
売
っ
て
よ
い
と
記
載
し
て
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と

を
保
管
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

W
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
控
訴
審
は

X
が
W
に
代
理
権
を

授
与
し
た
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
上
で
、
＠
の

X
の
遺
書
で
あ
る
と

W
が
称
し
た
紙
片
の
読
み
聞
か
せ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
右
書
面

は
W
が
自
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
書
面
読
み
聞
か
せ
の
事
実
は
、
売
買
に
つ
い
て
最
後
の
決
定
を
し
た
あ
と
、

買
契
約
書
作
成
の
時
に
な
っ
て
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
売
買
に
つ
い
て
の

Y
の
意
思
決
定
自
体
に
は
何
等
の
影
響
な
く
、
前
記
唐
牡

い
っ
た
」
旨
を
告
げ
た
こ
と

最
判
昭
和
二
七
年
一
月
一
九
日
（
民
集
六
巻
一
号
四
九
頁
）
。

い
と
考
え
ら
れ
る
。

◎

X
が
出
発
に
際
し

W
に
そ
の
実
印
を
預
け

W
が
こ
れ

（九一

0
)

な
お

Y
は
表
見
代
理
の
主
張
を
し
て
い
る
が
、

Y
は
X
が
不
在
中
で
あ
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
W
に
前
記
覚
書
を
入
れ
さ
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
、
む
し
ろ

W
に
代
理
権
が
な
い
こ
と
を
知
り
こ
れ
を
救
済
す
る
意
思
で
売
買
に
応
じ
た
と
思
わ
れ
、
正
当
理
由
は
成
立
し
な

側
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

X
は
昭
和
一
九
年
四
月
二
六
日
陸
軍
司
政
官
と
し
て
ス
マ
ト
ラ
に
赴
任
し
た
。
そ
の
不
在
中
昭
和
ニ
―

年
三
月
二
二
日
、

X
の
妻
W
は
X
の
母

Moと
協
議
し
、
仲
介
者
K
と
も
相
談
の
上
、

X
の
代
理
人
と
し
て

X
所
有
の
本
件
土
地
建
物
を
代

金
十
万
円
で
（
二
万
五
千
円
は
内
金
と
し
て
即
日
支
払
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
ニ
―
年
九
月

1

一
三
日
W
が
供
託
し
て
い
る
）
、

Y
に
売
却

す
る
契
約
を
締
結
し
、
同
年
五
月
一
七
日
、
右
不
動
産
に
つ
い
て
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
し
た
。
そ
の
後
X
は
昭
和

二
―
年
八
月
―
二
日
帰
還
し
、

Y
に
対
し
て
右
売
買
契
約
の
無
効
確
認
と
右
仮
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

第
一
審

x勝
訴
。

Y
は
控
訴
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

X
は
W
に
不
動
産
処
分
の
代
理
権
を
授
与
し
て
い
た
こ
と
、
仮
り
に
そ
う

で
な
い
と
し
て
も
④

w又
は
仲
介
者
K
は
売
買
に
当
り
Y
に
対
し
て
「
X
は
ス
マ
ト
ラ
に
出
発
す
る
に
当
り
同
人
等
に
代
理
権
を
与
え
て

＠
売
買
契
約
の
前
に
、

Y
は
W
か
ら
X
が
南
方
に
赴
く
際
渡
さ
れ
た
遣
書
に
本
件
不
動
産
を
唐
牡
丹
外
四

関
法
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丹
外
四
種
の
植
木
を
売
買
の
目
的
か
ら
除
外
さ
せ
る
目
的
に
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
④
と
◎
の
事
実
か
ら
は
、

W
に
代
理
権
あ

り
と

X
が
信
じ
た
こ
と
に
つ
き
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
、

Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

y
は
上
告
し
て
、
①
正
当
理
由
と
し
て
原
審
が
判
断
し
た
④
＠
◎
の
事
実
の
外
に
、
第
一
審
裁
判
所
に
提
出
し
た
準
備
書
面
に
は
、
な

お
二
つ
の
事
実
ー
＠
x
の
母

Moも
本
件
土
地
建
物
を
W
と
共
に
売
る
意
思
で
契
約
の
締
結
に
立
会
い
、

W
の
代
理
を
否
認
せ
ず
む
し
ろ
進

ん
で
W
に
同
調
し
売
却
を
喜
ん
で
い
た
こ
と

⑮

y
の
援
助
者
で
あ
り
Y
の
親
戚
に
当
る

Al
．
心
も
W
に
代
理
権
あ
り
と
確
信
し
、
こ
の

点
に
つ
き
何
等
の
疑
念
を
挿
む
こ
と
も
な
く
契
約
の
立
会
人
に
な
っ
た
こ
と
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
、
原
審
が
こ
れ
を
閑
却
し
た
の

は
違
法
で
あ
る
こ
と
、
＠
書
面
を
読
み
聞
か
さ
れ
る
ま
で
は
、

Y
は
W
に
代
理
権
あ
り
と
確
定
的
に
信
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

①
@
R
＠
⑮
の
事
実
の
外
に
、
◎
当
時
X
は
南
方
か
ら
何
時
帰
還
す
る
か
不
明
で
あ
っ
た
こ
と

っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
Y
が
W
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

最
高
裁
は
、
上
告
理
由
①
に
対
し
て
、

Y
が
正
当
理
由
と
し
て
主
張
し
た
の
は
原
審
の
認
定
し
た
④
＠
◎
の
事
実
の
み
で
あ
り
、
◎
命

の
事
実
は
準
備
書
面
に
引
用
さ
れ
て
い
る
証
人
の
証
言
中
に
現
わ
れ
て
い
る
供
述
に
過
ぎ
な
い
こ
と

の
範
囲
内
で
し
た
証
拠
判
断
に
よ
る
事
実
認
定
を
非
難
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
し
、
⑱
に
対
し
て
は
、

X
の
実
印
を
そ
の
妻
た
る

W

が
保
管
し
て
い
た
こ
と
並
び
に

w
.
K等
が
自
ら
代
理
権
が
あ
る
と
告
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
事
実
に
よ
っ
て
、

本
件
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
き
W
が
X
を
代
理
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
と

y
に
お
い
て
信
ず
べ
き
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
原
審
が
右
の
事
実
を
目
し
て
代
理
権
が
あ
っ
た
と
信
ず
べ
き
正
当
の
理
由
に
当
ら
な
い

と
判
示
し
た
と
し
て
も
原
判
決
に
は
所
論
の
よ
う
な
違
法
は
な
い
旨
を
判
示
し
た
。

本
件
で
は
最
高
裁
は
④
◎
の
事
実
か
ら
正
当
理
由
を
否
定
し
て
い
る
が
、

Y
は
上
告
理
由
に
お
い
て
①
＠
◎
＠
⑮
◎
R
の
七
つ
の
事
実

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（
九
―
一
）

ゆ
に
対
し
て
は
原
審
が
自
由
裁
量

⑱
前
記

R
x
家
の
家
事
一
切
は

W
と
MOが
司
ど



肯
定
の
有
利
な
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

を
あ
げ

W
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
仮
り
に

Y
の
主
張
し
た
七
つ
の
事
実
を
す

べ
て
考
慮
す
る
と
す
れ
ば
本
件
事
案
に
お
い
て
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
九
―
二
）

Y
の
主
張
し
た
七
つ
の
事
実
と
は
①

w及
び

K
が
Y
に
対
し
て
自
ら
代
理
権
が
あ
る
と
告
げ
た
こ
と
◎
売
買
契
約
の
前
に
、

y
は
W
か

ら
X
が
南
方
に
赴
く
際
渡
さ
れ
た
遣
書
に
本
件
不
動
産
を
唐
牡
丹
外
四
種
の
植
木
を
除
い
て
売
っ
て
よ
い
と
記
載
し
て
あ
る
こ
と
を
告
げ

ら
れ
た
こ
と
◎

W
が
X
の
実
印
を
保
管
し
て
い
た
こ
と
◎
X
の
母

Moも
本
件
物
件
を

W
と
共
に
売
る
意
思
で
契
約
の
締
結
に
立
会
い
、

W

の
代
理
を
否
認
せ
ず
む
し
ろ
進
ん
で

W
に
同
調
し
売
却
を
喜
ん
で
い
た
こ
と
⑮

Y
の
援
助
者
で
あ
り
世
故
に
も
た
け
た

Al
．
ふ
も

W
の
代

理
権
を
確
信
し
契
約
の
立
会
人
に
な
っ
た
こ
と
◎
当
時
X
は
南
方
か
ら
何
時
帰
還
す
る
か
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
R
X
家
の
家
事
一
切
は

W

と

MOが
司
ど
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
①
⑮
◎
の
事
実
は
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
要
素
と
し
て
は
働
か
な
い
。
何
故
な
ら
代

理
人
が
代
理
権
が
あ
る
と
言
う
の
は
ふ
つ
う
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

し
て
も
そ
れ
は
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、

い
く
ら

Y
側
の
立
会
人
の

Al
．
心
が

W
の
代
理
権
を
確
信
し
て
い
た
と

y
と
し
て
は

X
の
不
在
を
知
り
何
時
帰
還
す
る
か
も
不
明
で
あ
る
と
知
っ
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
慎
重
に

W
の
代
理
権
を
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
＠
の
事
実
は
一
見
正
当
理
由
を
肯

定
す
る
方
向
に
働
き
そ
う
に
み
え
る
。
し
か
し

W
が
遣
書
だ
と
称
し
た
紙
片
は
実
は

W
の
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

み
聞
か
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

か
つ

y
は
そ
れ
を
読

や
は
り
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
仮
に
こ
れ
が
真
実
X
の
作
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
か
つ

X
の
不
在
中
相
当
範
囲
の
財
産
を
処
分
し
て
よ
い
旨
の
記
載
が
あ
り
、

Y
が
他
の
文
書
の

X
の
筆
跡
等
と
比
較
し
て

真
実
の
も
の
だ
と
信
じ
た
と
き
は
、

W
の
売
却
処
分
が

X
の
許
諾
し
た
相
当
範
囲
の
財
産
処
分
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
と
し
て
も
正
当
理
由

◎
の
実
印
保
管
の
事
実
は
、
本
人
が
そ
の
意
思
に
基
づ
い
て
他
人
に
実
印
を
保
管
さ
せ
た
と
き
は
、
何
ら
か
の
代
理
権
の
徴
表
と
み
ら

関
法
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(iii) 

れ
る
場
合
も
な
い
で
は
な
い
が
、
本
件
で
は
X
と
W
は
夫
婦
で
あ
り
し
か
も
X
は
長
期
不
在
中
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る
意

思
で
W
に
保
管
を
命
じ
た
の
か
も
不
明
で
あ
り
、
と
り
た
て
て
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
最
後
に
残
る
二
つ
の
事
実
、

R
Wと
X
の
母

MOが
家
政
一
切
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
こ
と
◎

Moも
売
買
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
方
向
に

働
く
要
素
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
実
に
、
前
述
し
た
よ
う
に

X
の
不
在
中
相
当
範
囲
の
財
産
を
処
分
し
て
よ
い
旨
の
真
実
X
の
作
成
し

た
遺
書
が
あ
り
Y
が
X
の
他
の
文
書
の
筆
跡
と
比
較
し
て
真
実
の
も
の
だ
と
信
じ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
可
能

性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
事
実
の
み
で
は
未
だ
正
当
理
由
あ
り
と
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
般
に
配
偶
者
の
一
方
が
長
期
不
在
中
に
不
在
者
名
義
の
財
産
に
つ
い
て
他
方
と
取
引
す
る
場
合
に
は
、
本
人
の
不
在
を
知
っ
て
い
る

相
手
方
と
し
て
は
無
権
代
理
の
危
険
を
覚
悟
す
る
か
、
本
人
帰
宅
後
の
追
認
を
期
待
し
て
（
田
の
東
京
地
判
昭
和
二
六
年
一

0
月
六
日
の

事
案
の
よ
う
に
）
取
引
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
配
偶
者
が
日
常
家
事
の
範
囲
を
こ
え
た
特
定
の
行
為
に
つ
い
て
真
実
本

人
を
代
理
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
以
外
は
、
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
。

右
に
述
べ
た
理
由
に
よ
っ
て
正
当
理
由
を
否
定
し
た
最
高
裁
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
本
件
で
は

X
の
帰
宅
し
た
時
点

(
6
)
 

で
は
売
買
契
約
は
未
だ
未
履
行
の
状
態
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
売
買
を
無
権
代
理
で
無
効
と
判
断
し
た
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

最
判
昭
和
二
八
年
―
二
月
二
八
日
（
民
集
七
巻
七
号
一
六
八
一
＝
頁
）
。

事
案
は
、

X
は
昭
和
一
八
年
八
月
戦
争
に
応
召
し
そ
の
不
在
中
、
昭
和
―

-
0年
七
月
X
の
妻
W
が
X
を
代
理
し
て
、

び
動
産
を
代
金
八
千
円
で
Y
に
売
り
渡
す
契
約
を
し
同
月
中
旬
Y
に
右
物
件
を
引
渡
し
以
後
Y
が
こ
れ
を
占
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
に

帰
宅
し
た
X
が

y
に
対
し
て
右
物
件
に
対
す
る
所
有
権
の
確
認
と
そ
の
明
渡
し
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
一
審
X
勝
訴
。

Y
ぱ
控
訴
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
①
X
は
応
召
出
発
に
際
し
、

W
に
対
し
本
件
物
件
そ
の
他
家
産
の
管
理
と

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

x所
有
の
建
物
及

（
九
一
三
）



x家
内
外
の
家
事
整
理
を
委
託
し
あ
わ
せ
て

X
不
在
中
本
件
物
件
を
必
要
と
認
め
た
場
合
売
却
す
る
代
理
権
を
明
示
も
し
く
は
黙
示
に
授

与
し
た
。
そ
し
て
本
件
売
買
当
時
は
本
件
物
件
所
在
地
は
空
襲
必
至
の
状
況
に
あ
り
、

X
の
帰
還
の
見
込
が
立
た
ず
X
と
の
通
信
も
容
易

で
な
い

W
は
自
己
及
び
子
女
の
将
来
に
お
け
る
生
活
費
の
窮
乏
に
悩
ん
で
い
た
の
で
、

W
は
そ
の
代
理
権
に
基
づ
い
て

Y
と
の
間
に
売
買

契
約
を
し
た
。
③
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
右
の
様
に
急
迫
し
た
事
情
の
下
で
は
、

限
の
な
か
に
は
、
物
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
物
が
減
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
そ
の
経
済
的
価
値
を
保
存
す
る
た
め

こ
れ
を
換
価
処
分
す
る
等
の
処
分
行
為
を
な
す
権
限
を
も
含
む
の
で
あ
る
。
仮
り
に
以
上
の
抗
弁
が
理
由
が
な
い
と
し
て
も
、
⑱
W
は
X

の
妻
と
し
て
日
常
家
事
代
理
権
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
①
管
理
権
限
を

X
よ
り
授
与
さ
れ
現
実
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
代
理
し
て
き
た
事
実

（
本
件
建
物
敷
地
の
貸
料
の
支
払
、
町
内
会
費
の
支
払
、
生
活
物
資
の
購
買
、
本
件
建
物
に
対
す
る
火
災
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
保
険
料

の
支
払
な
ど
）
、
＠

wが
X
の
印
鑑
を
所
持
し

y
に
対
し
て
そ
の
印
鑑
証
朋
書
、

火
災
保
険
契
約
証
書
を
示
し
て
右
の
火
災
保
険
契
約
は
自
ら

X
を
代
理
し

x名
義
で
締
結
し
保
険
料
を
支
払
っ
て
あ
る
事
実
を
告
げ
、
自

己
に
本
件
物
件
売
却
の
代
理
権
限
が
あ
る
と
申
し
向
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
が
W
に
代
理
権
あ
り
と
確
信
す
る
に
つ
き
正
当
理
由
が
あ

っ
た
と
主
張
し
た
。

控
訴
審
は

Y
主
張
の
①
に
対
し
て
、

関
法
第
三
八
巻
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X
が
応
召
に
あ
た
り

W
に
委
託
し
た
本
件
物
件
の
管
理
権

X
の
記
名
の
あ
る
白
紙
委
任
状
と
本
件
建
物
に
対
す
る

X
の
よ
う
に
大
東
亜
戦
争
の
さ
中
に
応
召
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
反
対
の
意
思
の
あ
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
財
産
の
管
理
は
後
に
残
っ
た
妻
に
委
託
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
妻
は
夫
が
扶
養
義

務
を
有
す
る
自
己
及
び
子
女
の
生
活
維
持
や
夫
の
営
業
継
続
に
必
要
な
範
囲
内
で
財
産
処
分
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
推
認
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
を
こ
え
て
必
要
も
な
い
の
に
夫
の
不
在
中
そ
の
財
産
特
に
不
動
産
や
営
業
上
必
要
な
動
産
を
処
分
す
る
な

ど
の
行
為
は
、
特
に
夫
の
明
示
的
委
託
が
な
い
限
り
そ
の
管
理
の
権
限
に
属
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

X
が
こ
の
よ
う
な
広
汎
な
代

四



五

理
権
限
を

W
に
委
託
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、
②
に
対
し
て
本
件
売
買
契
約
の
あ
っ
た
当
時
、

Y
の
主
張
す

る
よ
う
に
本
件
物
件
所
在
地
で
あ
る
小
樽
市
は
空
襲
必
至
の
情
勢
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
る
が
、
特
に
戦
時
立

法
で
認
め
な
か
っ
た
限
り
は
、
右
物
件
の
減
失
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
そ
の
経
済
的
価
値
保
存
の
た
め
に
こ
れ
を
換
価
処
分
す
る
こ
と

が
W
の
管
理
人
と
し
て
の
権
限
に
属
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、

W
が
生
活
費
に
窮
し
て
い
た
事
実
も
認
め
難
い

(
X
家
は
か
な
り
の

資
産
家
で
あ
り
本
件
物
件
に
も
七
千
円
の
火
災
保
険
が
附
さ
れ
て
い
た
）
か
ら
、

W
が
管
理
行
為
と
し
て

X
を
代
理
し
本
件
物
件
を
売
却

す
る
権
限
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
③
の
表
見
代
理
の
主
張
に
対
し
て
、

x名
義
の
売
渡
証
書
や
委
任
状
は

W
か
ら
依
頼
を
受
け
た

H
が
X
の
名
前
を
書
い
た
上

w及
び
そ
の
父
の
立
会
で
押
印
し
た
も
の
で
あ
り
、
印
鑑
証
朋
書
は
H
が
市
役
所
か

ら
交
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、

X
の
応
召
不
在
を
熟
知
し
て
い
た

y
に
は
、
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
と
し
、

Y
の
控
訴
を
棄
却

Y
は
上
告
し
て
、
応
召
し
た
者
は
妻
に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
不
動
産
処
分
の
権
限
を
も
含
む
広
汎
な
代
理
権
限
を
附
与
し
た
と
推
認

す
る
こ
と
が
戦
時
の
国
民
の
一
般
常
識
で
あ
っ
た
こ
と
、
経
済
的
価
値
保
存
の
た
め
に
売
却
し
た
の
は
善
良
な
管
理
者
と
し
て
当
然
と
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
措
置
で
保
存
行
為
の
一
種
で
あ
る
こ
と
、

W
が
X
の
実
印
を
所
持
し
こ
れ
を
使
用
し
て
い
た
事
実
の
あ
る
以
上
、

Y
が
W
の

「
応
召
し
た
者
の
財
産
の
管
理
は
、
反
対
の
意
思
表
示
の
な
い
限
り
、
後
に
残
っ
た
妻
に
委
託
さ
れ
た
も
の
と

推
定
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
妻
は
夫
が
扶
養
義
務
を
有
す
る
自
己
及
び
子
女
の
生
活
維
持
や
夫
の
営
業
継
続
に
必
要
な
範
囲
内
に
お

い
て
の
み
財
産
を
処
分
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
推
認
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
本
件
家
屋
及
び
物
件
の
売
却
に
つ
き
X
の
妻

W
に
夫
を
代
理
す
る
権
限
が
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
て
も
、
違
法
で
は
な
い
と
し
、
戦
火
に
よ
る
減
失
を
見
越
し
て
本
件
家
屋
を

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

最
高
裁
は
、
原
審
が
、

代
理
権
を
信
じ
た
の
は
常
識
上
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

し
た
。

（
九
一
五
）



売
却
処
分
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
罹
災
に
よ
る
損
害
を
回
避
し
経
済
的
価
値
を
保
存
す
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

は
財
産
自
体
の
性
質
上
の
減
損
を
防
止
す
る
場
合
と
異
り
、
管
理
財
産
の
現
状
維
持
を
目
的
と
す
る
行
為
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
、

本
件
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、

X
の
不
在
中
W
に
付
与
さ
れ
た
と
認
め
う
る
代
理
権
限
の
範
囲
内
に
属
す
る
保
存
行
為
に
は
該
当
し
な

い
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
と
し
た
上
で
、
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
も
、

知
し
て
お
り
、

x名
義
の
売
渡
証
書
や
委
任
状
は
、

Y
は
売
買
当
時
X
が
応
召
不
在
中
で
あ
る
こ
と
を
熟

X
の
意
思
に
基
づ
か
ず

w等
が

X
の
印
章
を
使
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
場
合
W
が
X
の
印
章
を
保
管
し
こ
れ
を
使
用
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
て
も
正
当
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
を
判
示
し
た
。

配
偶
者
の
一
方
が
応
召
・
服
役
な
ど
で
長
期
不
在
中
は
、
不
在
者
に
反
対
の
意
思
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
不
在
者
は

配
偶
者
の
他
方
に
財
産
管
理
の
権
限
を
委
託
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
範
囲
は
不
在
者
が
扶
養
義
務
を
有
す
る
家
族
の
生
活
維
持
や

不
在
者
の
営
業
継
続
に
必
要
な
限
度
内
で
の
財
産
処
分
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
私
見
は
、
日
常
家
事
の
範
囲
は
客
観
的
に

定
ま
り
、
配
偶
者
の
一
方
の
長
期
不
在
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
他
方
の
日
常
家
事
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
は
考
え
な
い
か
ら
、
右
に
述
べ

た
財
産
管
理
の
権
限
の
範
囲
は
あ
く
ま
で
も
不
在
者
が
他
方
へ
授
与
し
た
任
意
代
理
権
の
範
囲
の
問
題
で
あ
り
、
か
つ
そ
う
解
す
れ
ば
足

り
る
。
た
と
え
ば
田
東
京
地
判
昭
和
二
六
年
一

0
月
六
日
の
事
案
は
、
ま
さ
に
こ
の
夫
が
妻
に
黙
示
的
に
授
与
し
た
財
産
管
理
の
権
限
の

範
囲
内
で
の
財
産
処
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
特
に
不
在
者
の
明
示
的
委
託
が
な
い
限
り
右
の
範
囲
を
こ
え
た
財
産
処
分
は
他
方
の
財
産
管

理
権
限
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

X
の
明
示
的
な
委
託
が
な
か
っ
た
本
件
の

W
の
処
分
行
為
は
X
が
黙
示
的
に
授
与
し
た
財

産
管
理
の
権
限
を
こ
え
た
行
為
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
及
び
原
審
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
。

次
に
最
高
裁
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
戦
火
に
よ
る
減
失
を
見
越
し
て
本
件
物
件
を
売
却
処
分
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
戦
災
に
よ

る
損
害
を
回
避
し
経
済
的
価
値
を
保
存
す
る
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
財
産
自
体
の
性
質
上
の
減
損
を
防
止
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
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的
最
判
昭
和
一
ー
一
六
年
一
月
一
七
日
（
民
集
一
五
巻
一
号
一
頁
）
。

七

管
理
財
産
の
現
状
維
持
を
目
的
と
す
る
行
為
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
、

X
が
W
に
黙
示
的
に
授
与
し
た
代
理
権
限
内
に
属
す
る
保
存

表
見
代
理
の
成
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

Y
が
控
訴
審
で
主
張
し
た
①
の
事
実
は
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
行
為
で
あ
り
、
火

災
保
険
契
約
を
W
が
X
を
代
理
し
て
締
結
し
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
、
日
常
家
事
の
範
囲
を
こ
え
た
特
定
の
行
為
に
つ

い
て

W
が
真
実
X
を
代
理
し
た
と
い
う
場
合
に
該
当
し
な
い
か
ら
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
印
鑑
証
明
書
は

W
の
委
託
を
う
け
た

H
が
W
の
保
管
す
る
実
印
を
利
用
し
て
交
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、

X
名
義
の
売
渡
証
書
や
委
任
状
も
X
の
意
思

に
基
づ
か
ず

w等
が

X
の
実
印
を
使
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
本
人
の
何
等
か
の
関
与
は
不
要
で

あ
る
と
の
判
例
・
学
説
の
見
解
も
あ
る
が
、
本
件
に
お
け
る
最
高
裁
・
原
審
の
判
断
を
み
れ
ば
、
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
に
は
代
理
権
の

あ
る
ら
し
き
外
観
の
作
出
に
つ
い
て
本
人
の
何
等
か
の
作
為
・
不
作
為
が
必
要
で
あ
る
と
の
実
質
的
考
慮
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

X
の
応
召
不
在
を
熟
知
し
て
い
た
Y
は
、
単
に

W
が
X
の
実
印
を
保
管
し
使
用
し
て
い
た
と
の
事
実
だ
け
で
は
、
と
う
て
い

W
の
代
理
権

を
信
ず
る
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
っ
た
と
は
判
断
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
•
原
審
の
判
断
も
ま
こ
と
に
妥

(
7
)
 

当
で
あ
る
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

X
は
昭
和
一
九
年
七
月
一
11

―
日
訴
外

y
か
ら
別
府
市
所
在
の
本
件
土
地
家
屋
を
買
い
受
け
、
昭
和
二
六

年
頃
ま
で
は
妻
や
家
族
と
と
も
に
本
件
家
屋
に
居
住
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
家
族
と
の
間
が
円
満
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
の
と
病
気
療
養

の
必
要
の
た
め
昭
和
二
七
年
初
頃
か
ら
単
身
飯
塚
市
に
別
居
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
家
族
の
生
活
は
本
件
家
屋
が
相
当
広
い
の
で
妻

w

に
管
理
を
委
任
し
、

W
名
義
で
な
す
貸
間
営
業
か
ら
の
収
入
で
支
弁
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昭
和
二
八
年
九
月
一
九
日
W
は
X
を
代
理
し
て

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

行
為
に
は
該
当
し
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

（
九
一
七
）



京
か
ら
馳
せ
参
じ
た
と
い
う
訴
外
T
も
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と

)
 
JAJ 

な
い
と
し
て
も
表
見
代
理
が
成
立
す
る
と
し
て

（
九
一
八
）

本
件
不
動
産
を
代
金
一
―
―

1
0万
円
で
Y
に
売
却
し
同
月
二
二
日
に
所
有
権
移
転
登
記
を
完
了
、
以
後
Y
が
本
件
不
動
産
を
占
有
す
る
に
至

っ
た
の
で
、

X
か
ら

y
に
対
し
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
と
そ
の
明
渡
し
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

第
一
審

x勝
訴
。

Y
は
控
訴
し
て
、
①
妻
子
を
扶
養
す
べ
き
X
が
別
居
し
た
ま
ま
妻
子
に
何
等
の
扶
養
手
段
も
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、

X
は
W
に
本
件
不
動
産
処
分
に
つ
い
て
黙
示
の
代
理
権
を
与
え
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ
と

④
本
件
売
買
に
お
い
て
は
売
主
側
が
形
式
上
何
等
欠
点
の
な
い

X
の
印
鑑
証
明
書
、
権
利
証
、
委
任
状
お
よ
び
印
鑑
を
所
持
し
て
い
た

＠
売
買
契
約
は

X
所
有
の
本
件
家
屋
に
お
い
て
公
然
と
な
さ
れ
、
ま
た

X
を
代
理
し
た
の
は
そ
の
妻
で
あ
る

W
で
あ
り
、
か
つ
契
約
に

際
し
て
は

X
の
長
男
、
娘
三
人
お
よ
び
娘
婿
で
あ
り
東
京
都
の
大
和
産
業
株
式
会
社
取
締
役
社
長
の
肩
書
を
有
し
、
本
件
売
買
の
た
め
東

◎
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
は
本
件
売
買
以
前
の
昭
和
二
八
年
二
月
二
五
日
訴
外
株
式
会
社
F
銀
行
の
た
め
債
権
額
一
―

10万
円
の
根
抵
当

権
設
定
登
記
な
ら
び
に
同
年
八
月
六
日
訴
外
0
の
た
め
債
権
額
一

0
0万
円
の
抵
当
権
設
定
が
な
さ
れ
た
が
、
右
は
い
ず
れ
も
W
が
X
を

代
理
し
て
な
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

＠
本
件
不
動
産
を
売
却
す
る
理
由
は
、
売
主
側
の
言
に
よ
れ
ば
、

力
し
た
こ
と

の
五
つ
の
事
実
を
主
張
し
た
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

x
一
家
の
負
債
整
理
と
い
う
の
で
あ
っ
た
こ
と

③
仮
り
に
そ
う
で

⑮
売
買
交
渉
か
ら
契
約
成
立
、
代
金
支
払
お
よ
び
移
転
登
記
完
了
ま
で
数
日
間
を
要
し
、
そ
の
間
前
記
立
会
人
ら
も
終
始
立
ち
会
い
協

J¥ 



て、

一九

控
訴
審
は
①
に
つ
い
て

X
が
W
に
本
件
不
動
産
を
売
却
処
分
す
る
権
限
ま
で
附
与
し
た
も
の
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
と
し
た
上
で
、
③
の

①
@
R
@
R
の
事
実
は
大
体
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
④
に
つ
い
て
は
偽
造
印
を
使
用
し
た
こ
と
、
登
記
申
請
に
際
し
て

は
X
の
手
許
に
あ
る
権
利
証
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
R
の
事
実
は
本
件
売
買
契
約
当
時

y
が
承
知
し
て
い
た
形
跡
が
な
い
と
し
、

更
に
本
件
売
買
の
交
渉
の
際
Y
は
W
か
ら
本
件
不
動
産
を
売
却
す
る
理
由
と
し
て
、

で
き
ず
、
仕
送
り
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
借
金
が
で
き
、
そ
の
整
理
の
た
め
売
る
」
旨
を
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
よ
う

に
妻
が
長
年
病
臥
の
夫
と
別
居
し
て
看
護
に
も
あ
た
ら
ず
、
ま
た
夫
か
ら
の
仕
送
り
も
受
け
な
い
と
い
う
の
で
は
、
通
常
の
注
意
力
を
有

す
る
第
三
者
と
し
て
、
何
か
夫
婦
問
に
面
白
か
ら
ざ
る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
生
ず
る
の
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
り
、
本
件

の
場
合
、

Y
と
し
て
も
今
一
歩
注
意
力
を
働
か
せ
て
、
売
主
本
人
た
る

X
に
対
し
不
動
産
売
却
の
真
偽
を
確
か
め
る
位
の
処
置
を
と
る
の

が
相
当
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
」
と
判
断
し
、

Y
が
W
の
代
理
権
を
た
や
す
く
信
じ
た
こ
と
に
は
、

Y
に
も
相
当
の
落
度
が
あ
る
と
し

―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
。

Y
は
上
告
し
て
、
原
審
に
お
い
て

W
が
偽
造
印
を
使
用
し
た
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
か
り
に
越
権
行
為
が
犯
罪
を

構
成
す
る
と
し
て
も
そ
の
故
に
民
法
―

-
0条
の
適
用
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
い
、
前
記
◎
の
各
登
記
に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
印
鑑
証
明
も
本
件
に
お
け
る
と
同
じ
く
偽
計
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
偽
造
印
の
印
鑑
証
明
で
あ
り
銀
行
す
ら
本
人
に
問
合
せ
し
て
い
な
い

の
に
、
通
常
人
た
る

y
に
そ
れ
を
要
求
す
る
の
は
酷
で
は
な
い
か
等
と
論
じ
た
。

最
高
裁
は
、

一
見
W
が
X
を
代
理
し
て
本
件
不
動
産
を
処
分
す
る
権
限
を
も
つ
と
信
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
一
方
に
存
在
し
て
い
た

と
し
て
も
、
も
し

Y
が
本
人
で
あ
る

X
に
つ
い
て
不
動
産
売
却
の
真
偽
を
確
か
め
て
い
た
な
ら
ば
、
本
人
に
そ
の
意
思
の
な
い
こ
と
も
、

印
鑑
証
明
書
が
偽
造
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
り
得
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
注
意
力
を
有
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
右
の
よ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（
九
一
九
）

「
主
人
は
飯
塚
に
別
居
し
、
長
年
の
病
気
で
動
き
も



印
が
使
用
さ
れ
て
お
り

W
の
無
権
代
理
で
あ
る
）
。

せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
見
は
、

第
1

―
―
八
巻
第
四
号

（
九
二

0
)

う
な
事
実
関
係
を
聞
か
さ
れ
つ
つ
（
二
審
判
決
文
中
の

Y
に
対
す
る

W
の
発
言
内
容
）
―
―

10
0
万
円
か
ら
の
不
動
産
を
買
い
受
け
る
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
行
動
し
て
、
さ
し
て
遠
方
で
も
な
い
土
地
に
別
居
中
の
本
人
に
つ
い
て
確
か
め
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に

y

は
こ
の
期
待
さ
れ
る
行
動
を
試
み
ず
、
軽
々
と

W
に
代
理
権
が
あ
る
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い

て
は
、

Y
が
か
く
信
じ
た
こ
と
に
つ
き
民
法
第
―

-
0条
の
正
当
理
由
あ
り
と
い
う
を
得
な
い
旨
を
判
示
し
た
。

一
般
に
、
相
手
方
が
一
方
配
偶
者
の
長
期
不
在
中
に
、
そ
の
不
在
者
名
義
の
財
産
に
つ
い
て
他
方
配
偶
者
と
取
引
す
る
場
合

に
は
、
本
人
の
不
在
を
知
っ
て
い
る
相
手
方
と
し
て
は
無
権
代
理
の
危
険
を
覚
悟
す
る
か
、
本
人
の
追
認
を
期
待
し
て
取
引
し
て
い
る
と

み
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
、
本
件
に
お
い
て
も
売
買
の
交
渉
に
際
し
て
「
主
人
は
飯
塚
に
別
居
し
、
長
年
の
病
気
で
動
き
も
で
き
ず
、

仕
送
り
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
借
金
が
で
き
、
そ
の
整
理
の
た
め
売
る
」
旨
を

W
よ
り
告
げ
ら
れ
、

X
の
不
在
を
知
っ
て
い
た
Y
に
正
当

理
由
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
よ
ほ
ど
強
固
な
「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ

そ
こ
で
本
件
で
Y
が
主
張
し
た
五
つ
の
事
実
を
検
討
す
る
と
、
私
見
は
他
方
配
偶
者
が
日
常
家
事
の
範
囲
を
こ
え
た
特
定
の
行
為
に
つ

い
て
幾
度
か
真
実
本
人
を
代
理
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
か
な
り
強
固
な
本
人
へ
の

(
8
)
 

問
合
せ
を
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
に
な
る
と
考
え
る
。
本
件
で
も
Y
は
◎
の
事
実
を
も
っ
て
こ
れ
を
主
張
し
て
い
る
が
、

原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば

Y
は
本
件
売
買
契
約
当
時
は
そ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
◎
の
事
実
は
代
理
権
の
有
無
に

つ
い
て
本
人
へ
の
問
合
せ
を
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
と
は
な
ら
な
い
（
し
か
も
本
件
で
は
◎
の
各
登
記
に
お
い
て
偽
造

次
に
④
の
事
実
も
圃
最
判
昭
一
一
八
年
―
二
月
二
八
日
の
事
案
で
検
討
し
た
ご
と
く

X

の
実
印
を
保
管
所
持
し
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
印
鑑
証
朋
書
や

X
の
意
思
に
基
づ
か
な
い

X
名
義
の
委
任
状
を
W
が
作
成
し
て

Y
に
交
付

関
法

四
〇



こ
れ
に
対
し
て
私
見
は
、

四

し
て
い
た
と
し
て
も
本
人
へ
の
問
合
せ
不
要
の
客
観
的
事
情
と
は
な
ら
な
い
。
◎
の
事
実
も
家
庭
不
和
に
よ
る
別
居
を
匂
せ
る
発
言
内
容

で
あ
っ
た
ら
、
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
き
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
か
え
っ
て
本
人
に
問
合
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
評
価

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑮
)
は
、

W
が
家
政
一
切
を
処
理
し
て
い
た
事
実
や
そ
の
売
買
の
過
程
で
成
人
し
た
子
供
た
ち
が
協
力
し
た
と
い
う
事
実
（
＠

た
し
か
に
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
方
向
に
働
く
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
間
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
一
九
日
の
事
案
で
検
討
し

た
よ
う
に

R
Wと
X
の
母

MOが
家
政
一
切
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
◎

Moも
売
買
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
二
つ
の
事
実
の
み
で
は
未
だ

正
当
理
由
あ
り
と
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
本
件
で
も
＠
と
⑮
の
事
実
の
み
で
は
本
人
に
代
理
権
の
有
無
に
つ
い

て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
と
は
判
断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
見
の
基

準
に
照
ら
し
て
も
本
件
の

Y
に
正
当
理
由
は
成
立
せ
ず
、
最
高
裁
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
件
の
判
批
と
し
て
倉
田
卓
次
・
判
解
民
昭
和
三
六
年
度
1
事
件
が
あ
る
。
倉
田
判
批
は
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
プ
ラ
ス

と
な
る
要
素
と
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
要
素
を
本
件
事
案
の
な
か
か
ら
と
り
あ
げ
て
衡
量
し
、
本
件
事
案
の
正
当
理
由
は
肯
定
的
に
も
否
定
的

に
も
判
断
さ
れ
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
夫
の
長
期
不
在
中
妻
が
夫
名
義
の
財
産
を
夫
の
不
在
を
知
っ
て

い
る
相
手
方
に
売
却
し
た
と
い
う
事
実
を
と
り
あ
げ
、

き
で
あ
り
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た

y
に
は
過
失
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
、
結
局
正
当
理
由
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
を
展
開
し
て
い
る
。

思
う
に
、
右
判
批
に
は
正
当
理
由
と
は
何
か
と
い
う
判
断
甚
準
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
れ
こ
れ
の
要
素
を
比
較
衡
量
し
な

が
ら
、
最
後
に
決
定
的
な
要
素
を
示
し
て
正
当
理
由
を
否
定
す
る
と
い
う
思
考
の
過
程
が
窺
わ
れ
る
点
が
不
当
で
あ
る
。

「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観

的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
代
理
権
の
不
存
在
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
相
手
方
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
ぎ
正
当
理
由
の
あ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

か
か
る
場
合
に
は

Y
は
本
人
た
る
X
に
W
の
代
理
権
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
べ

（
九
ニ
―
)



（
九
二
二
）

る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
、
倉
田
判
批
が
最
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
夫
の
長
期
不
在
中
妻
が
夫
名
義
の
不
動
産
を
夫
の
不
在
を
知
っ
て

い
る
相
手
方
に
売
却
す
る
と
い
う
決
定
的
な
事
実
の
あ
る
本
件
で
は
、
他
に
よ
ほ
ど
強
固
な
本
人
へ
の
問
合
せ
を
不
要
と
さ
せ
る
客
観
的

事
情
が
な
け
れ
ば
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て
原
審
認
定
の
諸
事
実
が
評
価
・
判
断
さ
れ

(

1

)

谷
口
知
乎
「
民
法
第
七
六
一
条
と
夫
婦
相
互
の
法
定
代
理
権
」
（
民
商
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
七
四
頁
）
は
、
「
仮
に
法
定
代
理
に
も
―

-
0条

の
適
用
が
あ
る
と
い
う
見
解
に
立
つ
と
、
実
印
を
盗
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
互
に
表
見
代
理
の
責
を
負
わ
し
め
ら
れ
る
可
能
性
が
生
ず

る
こ
と
と
な
る
」
と
し
て
控
訴
審
判
決
を
支
持
す
る
が
、
こ
の
批
判
は
私
見
に
は
あ
た
ら
な
い
。

(

2

)

判
例
時
報
五
二
八
号
三
五
頁
三
六
頁
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
原
審
が
確
定
し
た
事
実
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
3
)
前
述
し
た
よ
う
に
佐
藤
•
前
掲
七
六
六
頁
は
、
本
件
の
処
分
目
的
を
考
慮
し
て
本
件
の
処
分
行
為
は
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

(

4

)

な
お
本
件
土
地
に
つ
い
て
は
昭
和
二
三
年
七
月
一
五
日

y
の
た
め
に
限
度
額
一
五
万
円
の
根
抵
当
権
設
定
登
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、

X
は
本
訴

に
お
い
て
同
時
に
そ
の
根
抵
当
権
者
に
対
し
て
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
て
い
る
。

(

5

)

ド
イ
ツ
民
法
一
三
五
七
条
三
項
は
別
居
の
場
合
に
は
日
常
家
事
代
理
権
の
適
用
を
排
除
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。

(

6

)

本
件
に
つ
い
て
は
幾
代
・
民
商
法
雑
誌
二
八
巻
五
号
三
三
七
頁
、
加
藤
一
郎
1
1
川
井
健
・
判
例
民
事
法
昭
和
二
七
年
度
一
七
頁
の
判
批
が
あ
る
。

ま
た
我
妻
「
親
族
法
」
―

1
0頁
注
⇔
は
本
件
を
日
常
の
家
事
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
判
例
集
に
は
W
の
処
分
目
的
に
つ
い

て
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

(

7

)

本
件
に
つ
い
て
は
谷
ロ
・
民
商
法
雑
誌
一
―

-0巻
五
号
四
五
一
頁
の
判
批
が
あ
る
。

(

8

)

た
と
え
ば
夫
婦
間
の
事
案
で
は
な
い
が
、
父
に
代
り
世
帯
主
と
し
て
家
政
一
切
を
処
理
し
て
い
た
長
男
が
、
父
に
無
断
に
そ
の
所
有
の
山
林
を

売
却
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
長
男
は
同
一
相
手
方
に
対
し
真
実
父
を
代
理
し
て
父
所
有
の
山
林
を
売
却
し
そ
の
履
行
が
無
事
完
了
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
事
実
が
あ
っ
た
場
合
の
如
く
で
あ
る
（
最
判
昭
和
三
一
年
五
月
二
二
日
民
集
一

0
巻
五
号
五
四
五
頁
）
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

四



約
は
九

0
条
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
（
民
集
二
三
巻
―
二
号
二
四
七
六
頁
）
。

四

事
案
は
、
本
件
土
地
建
物
は
X
が
婚
姻
前
の
昭
和
二
四
年
三
月
頃
、
訴
外
T
か
ら
自
己
の
働
き
に
よ
り
買
い
受
け
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
登
記
済
の
上
所
有
し
て
き
た
も
の
で
い
わ
ば
X
の
特
有
財
産
で
あ
っ
た
が
、
右
不
動
産
に
つ
き
X
の
夫
M
が
X
を
代
理
し
て

y
と
の

間
に
昭
和
三
七
年
四
月
二
日
売
買
契
約
を
締
結
し
同
年
四
月
―
二
日
所
有
権
移
転
登
記
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
昭
和
三
九
年
六
月

九
日
M
と
離
婚
し
た

X
が
本
件
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
一
審
・
控
訴
審
に
お
い
て
、

X
は
M
に
代
理
権
を
授
与
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
及
び
本
件
売
買
契
約
は
、

M
の
主
宰
す
る

M
商
店
が

昭
和
三
七
年
一
ー
一
月
倒
産
し
た
頃
、

Y
の
主
宰
す
る
Y
商
会
に
対
し
て
八
百
余
万
円
の
債
務
を
負
担
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
Y
の
債
権
回
収

の
た
め
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

Y
の
主
張
に
よ
れ
ば
代
金
支
払
方
法
は

M
商
店
の
清
算
事
務
終
了
の
際
Y
商
会
が

M
商
店
に
対
し
て
有

す
る
残
債
権
を

y
商
会
が

X
に
譲
渡
し
て
こ
れ
を
売
買
代
金
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

Y
商
会
が

X
に
譲
渡
し
代
金
に
充
て
る

こ
と
と
し
て
い
る
債
権
は

M
商
店
の
倒
産
後
は
全
く
支
払
を
受
け
ら
れ
る
見
込
の
な
い
実
質
上
無
価
値
の
債
権
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
件

不
動
産
の
価
値
は
当
時
五
百
万
円
を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ

X
に
と
っ
て
は
本
件
不
動
産
は
幼
子
三
名
を
含
む
家
族
五
名
の
生
活

場
所
で
あ
り
、
も
し
そ
の
所
有
権
を
失
い
こ
れ
を

y
に
明
渡
す
こ
と
に
な
れ
ば
た
ち
ま
ち
無
財
産
と
な
り
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
る
重
要

な
財
産
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

y
は
X
及
び

M
の
窮
迫
、
無
知
、
軽
卒
に
乗
じ
て
実
質
上
無
償
で
奪
っ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
右
契

こ
れ
に
対
し
て

Y
は
M
に
は
本
件
売
買
に
つ
い
て
代
理
権
が

X
よ
り
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
仮
り
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
M
は
七

六
一
条
に
よ
り
日
常
家
事
に
関
し
X
を
代
理
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
X
は
右
契
約
当
時
自
己
の
印
鑑
•
印
鑑
証
朋
書
を
M
に

交
付
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
何
等
か
の
処
分
を
す
る
代
理
権
を
与
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
①
X
は
M
商
店
の
倒
産
後
Y
の
代
理
人
R
弁
護

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

(1) 
⇔
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③
売
買
契
約
当
時
X
は
M
の
実
印
は
所
持
し
て
い
た
が
、
権
利
証
・
委
任
状
•
印
鑑
証
明
書
はY
に
交
付
し
な
か
っ
た
こ
と
（
こ
れ
ら
は

Y
の
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

第
三
八
巻
第
四
号

士
の
訪
門
を
受
け
同
弁
護
士
か
ら
「
お
宅
の
土
地
と
建
物
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
権
利
証
•
印
鑑
証
明
書
・
委
任
状
を
も

ら
い
に
き
た
」
旨
訪
門
の
目
的
を
告
げ
ら
れ
て
、

X
方
二
階
に
案
内
し
て
い
る
し
‘
@
M
は
右
契
約
の
際
X
の
印
鑑
を
所
持
し
て
い
た
外
、

契
約
に
当
り
y
に
対
し
X

の
白
紙
委
任
状
・
権
利
証
•
印
鑑
証
明
書
を
交
付
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、Y
と
し
て
は

M
に
本
件
不
動
産
を
売

却
す
る
代
理
権
あ
り
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
る
と
反
論
し
た
。

す
ら
せ
ず
、

X
も
R
訪
門
の
際
の
口
上
の
意
味
を
了
解
せ
ず
、

（
九
二
四
）

第
一
審

x勝
訴
。
控
訴
審
は

y
の
主
張
す
る
④
の
事
実
に
対
し
て
R
弁
護
士
の
訪
門
の
目
的
は
、

M
と
の
面
談
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の

際
R
は
本
件
不
動
産
の
登
記
簿
上
の
名
義
人
は
X
で
あ
る
が
真
実
の
所
有
者
は
M
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
X
の
こ
と
な
ど

念
頭
に
お
か
ず
、
し
か
も
こ
の
た
め

X
に
対
し
て
そ
の
所
有
に
か
か
る
右
不
動
産
を
売
却
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
き
全
然
念
を
お
す
こ
と

ひ
た
す
ら
夫
た
る

M
へ
の
客
と
し
て
遇
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
上
で
、

＠
の
事
実
に
対
し
て
は
売
買
契
約
締
結
当
時
本
件
不
動
産
に
は
三
井
銀
行
の
た
め
根
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
権
利
証
は
三
井
銀
行
に

保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
権
利
証
の
返
還
手
続
や
そ
れ
に
つ
づ
く
本
件
登
記
手
続
に
お
い
て
、

M
は
X
の
何
ら
関
知
し
な
い
と
こ
ろ

で
同
人
宅
に
保
管
し
て
あ
っ
た

X
の
実
印
を
勝
手
に
持
出
し
た
上
こ
れ
を
利
用
し

x名
義
の
委
任
状
を
作
成
し
た
こ
と
、

X
は
M
か
ら
命

ぜ
ら
れ
て
同
年
四
月
―
一
日
自
ら
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
う
け
こ
れ
を
M
に
引
渡
し
た
が
、
そ
の
際
M
は
印
鑑
証
明
書
の
使
用
目
的
を
X

に
明
確
に
せ
ず
、

X
も
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
み
で
取
引
の
実
情
に
う
と
く
当
時
は
何
事
も
夫
た
る
M
に
易
々
諾
々
と
従
っ
て
疑
う
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
そ
の
使
用
目
的
も
確
か
め
ず
、
た
だ
夫
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
そ
の
交
付
を
う
け
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
控
訴
審

は
こ
の
事
実
認
定
に
基
づ
い
て
、

M
が
X
か
ら
本
件
不
動
産
の
売
却
に
つ
い
て
代
理
権
を
授
与
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
上
で
、

関
法

―

-
0条
類
推
適
用
説
の
立
場
に
た
ち
、
①
R
は
X
に
対
し
て
何
ら
念
を
押
さ
な
か
っ
た
こ
と
、

四
四



そ
し
て
表
見
代
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

前
記
認
定
の
経
過
で
登
記
の
際
交
付
さ
れ
た
）
‘
③
本
件
売
買
の
目
的
は
Y
商
会
の

M
商
店
に
対
す
る
債
権
回
収
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

y
に
は
本
件
売
買
が
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由
が
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
、

y
上
告
。
最
高
裁
は
、

『
夫
婦
の
一
方
が
日
常
の
家
事
に
関
し
て
第
三
者
と
法
律
行
為
を
し
た
と
き
は
、
他
の

一
方
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
そ
の
責
に
任
ず
る
。
』
と
し
て
、

四
五

「
民
法

控
訴
を
棄
却
し

家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
効
果
、
と
く
に
そ
の
責
任
の
み
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
条
は
、
そ
の
実
質
に

お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な
効
果
の
生
じ
る
前
提
と
し
て
、
夫
婦
は
相
互
に
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
き
他
方
を
代

理
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
も
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
、
七
六
一
条
は
夫
婦
相
互
に
日
常
家

事
に
つ
い
て
代
理
権
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
と
し
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
具
体
的
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、

七
六
一
条
に
い
う
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
と
は
、
個
々
の
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
生
活
を
営
む
う
え
に
お
い
て
通
常
必
要
な

法
律
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
は
、
個
々
の
夫
婦
の
社
会
的
地
位
、
職
業
、
資
産
、
収
入
等
に
よ
っ
て
異
な

り
、
ま
た
、
そ
の
夫
婦
の
共
同
生
活
の
存
す
る
地
域
社
会
の
慣
習
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
、
問
題
に
な
る
具

体
的
な
法
律
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
か
否
か
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
条
が
夫

婦
の
一
方
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
三
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
単
に
そ
の
法
律
行
為
を
し
た
夫
婦
の
共
同
生

活
の
内
部
的
な
事
情
や
そ
の
行
為
の
個
別
的
な
目
的
の
み
を
重
視
し
て
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
さ
ら
に
客
観
的
に
、
そ
の
法
律
行
為
の

種
類
、
性
質
等
を
も
充
分
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

た。 か
ら
、

「
民
法
七
六
一
条
は
、

「
夫
婦
の
一
方
が
右
の
よ
う
な
日
常
の
家
事
に
関
す
る
代
理
権
の
範
囲
を
越
え
て
第
三
者

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（
九
二
五
）

そ
の
明
文
上
は
、

単
に
夫
婦
の
日
常
の



(2) 
た
と
い
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

と
法
律
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
理
権
の
存
在
を
甚
礎
と
し
て
広
く
一
般
的
に
民
法
―

-
0条
所
定
の
表
見
代
理
の
成
立

を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
相
当
で
な
い
か
ら
、
夫
婦
の
一
方
が
他
の
一
方
に
対
し
そ

の
他
の
何
ら
か
の
代
理
権
を
授
与
し
て
い
な
い
以
上
、
当
該
越
権
行
為
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
に
お
い
て
そ
の
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日

常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
、
民
法
―

-
0条
の
趣
旨
を

類
推
適
用
し
て
、
そ
の
第
三
者
の
保
護
を
は
か
れ
ば
足
り
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
上
で
、
本
件
不
動
産
は

X
の
特
有
財
産
で
あ
り
、
そ
の
売
買
の
目
的
は
Y
商
会
の

M
商
店
に
対
す
る
債
権
の
回
収
の
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
件
売
買
は

X
と
M

と
の
日
常
家
事
行
為
で
は
な
い
し
、

Y
が
右
契
約
を
X
•
M
夫
婦
の
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由
が
あ
っ

本
件
に
お
い
て
Y
は
M
に
は
本
件
不
動
産
売
買
に
つ
き
所
有
者
で
あ
る
妻
X
か
ら
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、

M
商
店
倒
産
後
本
件
売
買
契
約
前
に
、

Y
の
代
理
人
R
弁
護
士
が

M
に
面
談
す
る
た
め

x宅
を
訪
門
し
た
際
に

X
に
「
お
宅
の

土
地
と
建
物
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
権
利
証
•
印
鑑
証
明
書
・
委
任
状
を
も
ら
い
に
き
た
」
と
告
げ
た
と
き
に
X
が
何
ら

拒
絶
せ
ず
R
を
二
階
の

M
の
も
と
へ
案
内
し
た
と
い
う
事
実
が
、
本
件
売
買
に
つ
い
て
の

X
の
承
諾
と
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
、
本
件
売
買
の
目
的
は
倒
産
し
た

M
商
店
の

Y
商
会
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

X
の
特
有
財
産
を
M

商
店
の
債
権
者
た
る
Y
に
売
却
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
売
買
の
目
的
を
熟
知
し
て
い
る
Y
の
代
理
人
R
と
し
て
は
、
法
律

専
門
家
た
る
弁
護
士
と
し
て
そ
の
売
買
の
法
律
上
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

X
に
説
明
し
そ
の
上
で

X
の
承
諾
を
得
る
べ
き
と
こ
ろ
、
か
え
っ

て
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
み
で
取
引
の
実
情
に
う
と
い

X
の
無
知
を
奇
貨
と
し
て
あ
え
て
説
明
を
せ
ず
、

X
も
そ
れ
故
に
何
の
拒
絶
も
せ

ず
た
だ
夫
M
の
客
と
し
て

R
を
二
階
に
案
内
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
件
売
買
に
つ
い
て

X
が
承
諾
し
て
い
た
と
は
と
う
て
い
認
め
ら

関
法
第
三
八
巻
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(3) 
立
し
な
い
。

四
七

「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
に
つ

次
に
本
件
で
は
原
審
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば

X
が
他
に

M
に
対
し
て
何
ら
か
の
代
理
権
を
授
与
し
て
い
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
甚
本
代
理
権
と
す
る
Y
の
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
件
に
お
い
て
決
定
的
な
要
素
は
、

M
商
店
の

y
商
会
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
す
る
た
め
に

X
の
特
有
財
産
を

y
に
売
却
し
よ
う
と
（
し
か
も
売
買
代
金
は
現
実
に
は
受
け
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
は
債
務
の
カ
ク
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
）
意
図
し
た
点
で
あ
る
。
①
川
広
島
高
判
昭
和
二
六

年
三
月
五
日
の
事
案
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
代
理
人
自
身
の
債
務
の
保
証
な
い
し
担
保
の
た
め
に
代
理
人
が
本
人
を
代
理
す
る
場
合
に

は
相
手
方
と
し
て
は
特
に
慎
重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
し
て
本
件
で
は

M
の
y
に
対
す
る
債
務
の
弁
済
の
た
め
に

X
一
家
の
生
活
の

場
で
あ
り

X
に
と
っ
て
は
唯
一
の
所
有
財
産
で
あ
る
本
件
不
動
産
を

y
に
売
却
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
と
し
て
は
よ
ほ
ど

強
固
な
本
人
へ
の
問
合
せ
を
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
な
け
れ
ば
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
。
し
か
る

に
本
件
で
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に

R
弁
護
士
の

X
宅
訪
門
の
際
の
口
上
は

X
に
対
す
る
問
合
せ
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
実
印
の
所
持

に
つ
い
て
も
原
審
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
売
買
契
約
締
結
の
際
M
が
自
宅
に
保
管
し
て
あ
っ
た
X
の
実
印
を
勝
手
に
持
ち
出
し
て
所
持
し

て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
印
所
持
の
事
実
に
つ
い
て
も
①
の
各
判
例
で
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
よ
う
に
（
た
と
え
ば
同
じ
く
夫

婦
間
で
実
印
の
盗
用
が
な
さ
れ
た
①
川
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
―
―
一
月
五
日
の
事
案
に
対
す
る
検
討
）
何
ら
正
当
理
由
を
肯
定
す
る
要
素
と

は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
本
件
で
は
私
見
の
―

-
0条
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
基
準
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
」
が
存
在
せ
ず
、

Y
に
つ
い
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
は
成

川
右
に
検
討
し
た
よ
う
に
本
件
は

Y
の
主
張
す
る
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
甚
本
代
理
権
と
す
る
―

-
0条
の
正
当
理
由

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

れ
な
い
。

（
九
二
七
）



は
肯
定
さ
れ
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
最
高
裁
は
七
六
一
条
が
夫
婦
相
互
の
代
理
権
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
日

常
家
事
行
為
の
範
囲
の
具
体
的
判
断
基
準
を
示
し
そ
の
範
囲
は
客
観
的
に
定
ま
る
と
し
な
が
ら
、
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本

な
い
か
ら
」
相
手
方
に
お
い
て
「
そ
の
行
為
が
当
該
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正

と
表
見
代
理
と
の
関
係
に
お
け
る
抽
象
的
理
論
は
、
本
件
事
案
の
解
決
に
全
く
不
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
事
後
の
夫
婦
間
の
他
方
名
義

の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為
が
問
題
と
な
る
事
案
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
と
き
は
か
え
っ
て
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ

れ
す
ら
あ
る
理
論
で
あ
る
。

―

-
0条
を
類
推
適
用
す
れ
ば
よ
い
旨
を
判
示
し
た
。
こ
の
最
高
裁
の
判
旨
に
示
さ
れ
た
七
六
一
条

圃
ま
ず
最
高
裁
は
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
れ
ば
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。

9
に

お
い
て
こ
の
最
高
裁
判
決
以
前
に
夫
婦
間
の
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
を
検
討
し
た
が
、
判
例
は
―

-
0条
を
直

接
適
用
し
て
結
論
と
し
て
は
妥
当
な
解
決
を
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
あ
り
」
そ
れ
ゆ
え
に
代
理
権
の
不
存
在
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
正
当
理
由
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
と
主
張
す
る
私
見
は
、
判
例
が
し
ば
し
ば
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
と
き
に
用
い
る
「
本

人
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
表
現
を
正
当
理
由
の
具
体
的
な
規
定
の
な
か
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、
判
例
は
実
質
的
に

は
私
見
の
甚
準
に
照
ら
し
て
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
夫
婦

の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
ず
、
む
し
ろ
私
見
の
よ
う
な
厳
格
な
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
婦
の
財
産
的

独
立
を
尊
重
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

当
の
理
由
の
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
」

代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、

「
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合

「
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
相
当
で

関
法
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圃
七
六
一
条
と
表
見
代
理
と
の
関
係
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
旨
は
我
妻
説
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
妻
説
は
日
常
家
事
行
為
の
範

囲
を
行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
広
く
と
ら
え
、
か
つ
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
「
普
通
の
人
が
代
理
権
が
あ
る

（
我
妻
「
新
訂
民
法
総
則
」
―
―
―
七
一
頁
）
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
代
理
権
の
存
在
に
つ

い
て
の
善
意
・
無
過
失
の
こ
と
を
い
う
と
余
り
に
も
漠
然
と
規
定
す
る
か
ら
、

立
す
る
範
囲
が
か
な
り
広
く
な
り
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
強
い
の
で
、

0
条
を
適
用
し
た
判
例
に
対
す
る
検
討
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
く
て
、

四
九

―

-
0条
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
の
で
は
一

-
0条
の
成

か
の
制
限
的
要
件
を
附
加
し
て
―

-
0条
の
成
立
範
囲
を
せ
ば
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
高
裁
が
―

-
0条
を
直
接
適
用
す

る
と
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
っ
た
の
は
、
本
件
事
案
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
過
去
―
―

ひ
と
え
に
我
妻
説
に
従
っ
た
結
果
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
我
妻
説
が
附
加
し
た
制
限
的
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
と
は
そ
の

内
容
が
如
何
な
る
も
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
我
妻
説
に
従
え
ば
、
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
で
あ
っ
て
も
所
有
者
た
る
配
偶
者
が
長
期
不

在
中
で
あ
っ
た
り
生
活
維
持
と
い
う
処
分
目
的
が
あ
る
と
き
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
妻
が
夫
名
義

の
不
動
産
を
処
分
す
る
に
つ
き
生
活
維
持
と
い
う
目
的
な
ら
日
常
家
事
行
為
、
妻
の
遊
興
費
に
あ
て
る
と
い
う
目
的
な
ら
非
日
常
家
事
行

為
と
な
る
か
ら
、
妻
が
相
手
方
に
生
活
維
持
費
に
あ
て
る
と
巧
妙
に
説
明
し
相
手
方
が
そ
れ
を
信
じ
た
が
実
際
に
は
売
却
代
金
を
遊
興
費

に
費
消
し
て
い
た
と
い
う
事
案
で
は
、
相
手
方
は
実
際
に
は
日
常
家
事
行
為
で
は
な
か
っ
た
の
に
そ
の
範
囲
を
誤
信
し
て
い
た
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
の
目
的
・
動
機
の
誤
信
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
が
―

-
0条
の
類
推
適
用
と
い
う
形
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

結
局
我
妻
説
が
附
加
し
た
制
限
的
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
と
は
相
手
方
が

行
為
者
の
説
明
し
た
目
的
か
ら
日
常
家
事
行
為
と
誤
信
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
誤
信
し
た
の
は
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

と
信
ず
る
の
が
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
」

（
九
二
九
）

―

-
0条
の
適
用
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
何
ら



(4) 
旨
か
ら
も
明
確
で
な
い
。
本
件
は
、

し
た
事
案
で
、
③
で
検
討
し
た
よ
う
に

Y
と
し
て
は
よ
ほ
ど
強
固
な
本
人
へ
の
問
合
せ
を
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
な

け
れ
ば
正
当
理
由
は
肯
定
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
本
件
で
は

R
弁
護
士
の

X
宅
訪
門
の
際
の
口
上
は

X
に
対
す
る
問
合

せ
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

た
だ
売
買
契
約
締
結
の
際
M
が
自
宅
に
保
管
し
て
あ
っ
た

X
の
実
印
を
勝
手
に
持
ち
出
し
て
所
持
し
て
い
た
だ

け
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
私
見
に
即
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
従
来
の
判
例
の
立
場
で
も
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
成
立
し
な
い
の
は
明

白
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
事
案
は
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
て
正
当
理
由
を
否
定
す
れ
ば
足
り
た
の
で
あ
り
、
原
審
認
定
の
ど
の
事
実

が
Y
を
し
て
「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
を
な
か
ら
し
め
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

最
高
裁
は
本
件
に
お
い
て
事
案
の
解
決
に
全
く
不
要
な
抽
象
的
理
論
を
判
旨
に
お
い
て
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
不
明

確
で
以
後
の
同
種
の
事
案
に
対
し
て
先
例
た
り
う
る
具
体
的
明
確
な
基
準
を
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
で
検
討
す
る
よ
う
に
以
後

の
判
例
は
最
高
裁
判
旨
の
抽
象
的
理
論
に
従
っ
て
そ
の
「
正
当
理
由
」
の
有
無
を
判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
で
昭
和
四
四

に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

う
程
度
の
内
容
で
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
我
妻
説
は
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者
の
目
的
・
動
機
と
い
っ
た
主
観
的
意
図
を
重
視

し
て
広
く
と
ら
え
た
上
で
、
そ
の
目
的
・
動
機
に
対
す
る
相
手
方
の
誤
信
が
も
っ
と
も
だ
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
―

-
0条
類
推
の
際
の

正
当
理
由
の
内
容
で
判
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
は
二
重
に
強
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

飼
最
高
裁
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
は
客
観
的
に
定
ま
る
と
し
な
が
ら
、

お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、

（
九
三

0
)

―

-
0条
の
直
接
適
用
は
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る

そ
の
行
為
が
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由
の
あ
る
と
き
に
限
り
―

-
0条
を
類

推
す
る
旨
判
示
し
た
の
は
我
妻
説
に
依
拠
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
我
妻
説
が
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
強
い
の
は
右

「
日
常
の
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当
理
由
」
の
具
体
的
内
容
は
最
高
裁
の
判

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

M
商
店
の

Y
商
会
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
す
る
た
め
に

X
の
特
有
財
産
を
M
が

y
に
売
却
し
よ
う
と

五
〇



Y
は
W
の
行
為
は
日
常
家
事
に
該
る
と
主
張
し
た
が
、
東
京
地
裁
は
、

の
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

年
の
最
高
裁
判
旨
は
先
例
的
拘
束
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
正
当
理
由
」
の
内
容
が
不
明
確
な
た
め
事
案
の
解
決
の
た
め
に
は
先
例

と
し
て
実
質
的
に
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
高
裁
と
し
て
は
当
該
事
案
の
解
決
に
不
必
要
な
抽
象
的
理
論
を
判
示
す
る
と

い
う
態
度
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
民
法
第
七
六
一
条
に
い
わ
ゆ
る
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律

東
京
地
判
昭
和
四
五
年
―
二
月
一
七
日
（
金
法
六

0
八
号
一
―

10頁）。

五

一
般
に
不
動
産
の
担
保
提
供
行
為
や
売
却
行
為
は
日

事
案
は
妻
W
が
夫
X
に
無
断
で

X
の
土
地
に
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
、
根
抵
当
権
設
定
登
記
、
賃
借
権
設
定
請
求
権
保
全
仮

登
記
を
し
て
、
他
か
ら
融
資
を
受
け
、
そ
の
結
果
最
終
的
に

Y
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
の
で
、

X
が

y
に
対
し
て
こ
れ
ら

行
為
と
は
夫
婦
共
同
の
日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
法
律
行
為
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
は
、
個
々
の
夫
婦
共
同
生

活
の
社
会
的
地
位
や
資
産
、
或
い
は
地
域
社
会
の
慣
行
等
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、

常
の
家
事
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ
の
こ
と
は
本
件
に
お
い
て
被
告
⑰
主
張
の
杉
本
常
蔵

(
X
の
父
か
？
）
が
老
令
で
い
わ
ゆ
る

隠
居
の
身
で
あ
り
、
夫
た
る
原
告

gも
当
時
は
警
察
官
と
し
て
不
在
勝
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
も
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
」

と
判
示
し
た
。

東
京
地
判
が
不
動
産
担
保
提
供
行
為
や
売
却
行
為
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
が
、
本
件
に
お
い
て

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

邑
｀
ー
、ー

,
i
lし

夫
婦
が
現
に
共
同
生
活
を
行
っ
て
い
る
場
合

最
高
裁
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
判
決
以
後
の
判
例

（
九
三
一
）



を
作
成
し
こ
れ
ら
を

Ya
に
交
付
し
た
。

東
京
地
判
昭
和
四
七
年
六
月
―

-
0日
（
金
商
一
＝
二
七
号
一
七
頁
）
。

（九――
1

1

一）

は
い
か
な
る
経
過
で
Y
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
の
か
そ
の
事
実
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
事
案
の
分
析
が
困
難
な
の

"＂-
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

W
は
K
が
Y
か
ら
金
三
百
万
円
を
借
り
受
け
る
際
に

W
の
夫

x名
義
の
土
地
建
物
を
担
保
と
し
て
提
供

し
て
ほ
し
い
と
懇
請
さ
れ
て
、
昭
和
四
四
年
八
月
は
じ
め
本
件
土
地
建
物
の
権
利
証
•
X

の
印
鑑
証
明
書
•
X
名
義
の
白
紙
委
任
状
を
も

に
交
付
し
た
。
こ
の
う
ち
権
利
証
は
昭
和
四
四
年
二
月
ご
ろ

W
が
X
に
無
断
で

X
の
実
印
と
と
も
に
持
ち
出
し
た
も
の
で
、

W
は
右
印
鑑

を
利
用
し
て
印
鑑
証
明
書
の
下
付
を
受
け
、
か
つ
右
印
鑑
を
冒
捺
し
て

X
名
義
の
白
紙
委
任
状
を
作
成
し
、
別
の
金
融
会
社
に

X
に
無
断

で
K
の
債
務
の
担
保
と
し
て
交
付
し
て
あ
っ
た
も
の
を
取
り
戻
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

t
は
K
に
三
百
万
円
を
交
付
し
た
が

こ
れ
は

Y
が
Yl
よ
り
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
土
地
建
物
に
つ
き
昭
和
四
四
年
八
月
五
日
根
抵
当
権
設
定
登
記
を
す
る
に
際
し

て
、
登
記
簿
上
の
貸
主
並
び
に
根
抵
当
権
者
を

Yl‘

借
主
並
び
に
担
保
設
定
者
を

X
と
す
る
話
し
が
、

Y
を
Yl
の
代
理
人
と
し
て
、

X
の
代
理
人
と
し
て
ま
と
ま
り
そ
の
旨
の
登
記
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後

Yz
は
Yl
に
三
百
万
円
を
代
位
弁
済
し
た
の
で

Yl
の
X
に
対
し
て
有

す
る
三
百
万
円
の
債
権
と
根
抵
当
権
を
弁
済
者
の
代
位
に
よ
り
取
得
し
た
。

W
を

他
方

W
は
Ya
に
X
所
有
の
本
件
土
地
建
物
を
担
保
と
し
て
一
五

0
万
円
の
融
資
を
申
込
み
、
こ
れ
に
応
諾
し
た

Ya
の
求
め
に
応
じ
て

X

の
代
理
人
と
し
て

Ya
と
の
間
に
本
件
土
地
建
物
を
目
的
と
す
る
極
度
額
二
百
万
円
の
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
し
、
四
四
年
―
二
月
二
六
日

契
約
書
債
務
者
欄
に

X
の
名
前
を
記
載
し
そ
の
名
下
に

X
に
無
断
で
持
ち
出
し
た

X
の
実
印
を
押
し
、
さ
ら
に
根
抵
当
権
の
設
定
登
記
の

申
請
及
び
公
正
証
書
作
成
の
た
め
に
、

X
の
実
印
を
利
用
し
て
印
鑑
証
明
書
の
下
付
を
受
け
右
実
印
を
利
用
し
て

X
名
義
の
白
紙
委
任
状

で
表
見
代
理
に
関
す
る
判
旨
の
検
討
は
省
略
す
る
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

五



五

被
告

そ
こ
で

X
が
Y
l
.
Y
に
対
し
て
三
百
万
円
の
債
務
の
不
存
在
確
認
と
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
、

Ya
に
対
し
て
一
五

0
万
円
の
公
正

証
書
の
無
効
と
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
を
そ
れ
ぞ
れ
請
求
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

東
京
地
判
は
W
の
各
行
為
は
無
権
代
理
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
Y
l
.
Y
•
Y
a
主
張
の
一
〇
九
条
の
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
、

「
実
印
は

W
が
原
告
⑳
に
無
断
で
持
ち
出
し
て
印
鑑
証
明
の
交
付
を
受
け
、
更
に
委
任
状
を
偽
造
し
た
も
の
で
あ
り
、

の
主
張
は
理
由
が
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
東
京
地
判
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
。

ま
た
原
告

g
は
こ

の
こ
と
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
代
理
権
授
与
の
表
示
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
全
証

拠
に
よ
っ
て
も
他
に
代
理
権
授
与
の
表
示
を
首
肯
さ
せ
る
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告

(
5
.
m
.
5
)
ら
の
右
表
見
代
理

次
に
Y
l
•
Y
Z
•
Y
S

の
―
-
0
条
の
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
の
判
旨
と
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
た
上
で
、

「
原
告

g
は
か
つ
て
一
度
も
本
件
土
地
建
物
を
担
保
に
供
し
、
借
金
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
原
告

g
は、

日
常
の
生
活
費
の
支
払
の

た
め
に
は
、
妻
で
あ
る
繁
子
⑱
に
原
告
の
実
印
を
用
い
て
銀
行
預
金
等
の
積
み
お
ろ
し
を
す
る
こ
と
を
任
せ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
、
文

字
通
り
、

日
常
生
活
費
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
額
も
多
額
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
原
告
は
会
社
の
課
長
を
し
て
お
り
、
そ
の
家

庭
も
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
家
庭
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
原
告
⑱
夫
婦
の
個
別
的
事
情
よ
り
す
れ
ば
、

妻
で
あ
る
繁
子
⑱
の
本
件
各
行
為
は
、
日
常
家
事
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
通
念
上
客
観
的
に
み
て
も
、

約
・
四
•
四
ら
の
貸
与
金
額
（
金
一
―
1
0
0万
円
お
よ
び
金
一
五
0
万
円
）
お
よ
び
不
動
産
担
保
供
与
行
為
は
、
日
常
家
事
に
属
す
る

法
律
行
為
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
を
あ
え
て
、
日
常
家
事
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
被
告

(
5
.
5
・
m
)
ら
が
信
ず
る
に
足
り
る
正
当
の
理

由
は
、
本
件
全
証
拠
に
照
ら
し
て
も
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
判
示
し
て

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

X
は
会
社
の
課
長
で
あ
り
そ
の
家
庭
は
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
あ
る
こ
と
、
各
債
務
額
は
一
二
百
万
円
と
一
五

0
万
円
で
あ
る
こ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（九三――-）

原
告

g
の



圃
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
―
一
月
ニ
―
日
（
判
例
時
報
七

0
五
号
六
七
頁
）
。

（
九
三
四
）

と
か
ら
し
て
各
借
財
が
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
各
根
抵
当
権
設
定
契
約
が
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な

―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
私
見
は
妻
が
真
実
夫
の
実
印
を
保
管
所
持
し
、
夫
よ
り
交
付
さ

れ
た
白
紙
委
任
状
を
所
持
し
て
い
た
に
し
て
も
夫
た
る
本
人
に
妻
の
代
理
権
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど

の
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
と
は
考
え
な
い
の
で
、
ま
し
て
や

W
が
X
の
実
印
を
盗
用
し
白
紙
委
任
状
を
偽
造
し
た
本
件
で
は
、

の
正
当
理
由
は
成
立
し
な
い
。
東
京
地
判
の
本
件
に
対
す
る
結
論
は
妥
当
で
あ
る
が
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は

W
の
行
為
が
日
常
家
事
行

為
に
属
さ
な
い
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
判
旨
に
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
の
判
旨
と
同
趣
旨
の
文
を
長
々
と
記
述
す
る

の
は
不
要
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
事
案
の
解
決
に
と
っ
て
何
ら
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

W
は
昭
和
四
五
年
七
月
ニ
―
日
夫
X
の
代
理
人
と
し
て

Yl
か
ら
金
三
十
万
円
を
弁
済
期
同
年
九
月
末
日
、

利
息
三
万
六
千
円
（
月
六
分
の
割
合
に
よ
る
ニ
ヶ
月
分
）
天
引
の
約
定
で
借
り
受
け
る
旨
の
合
意
を
し
、
昭
和
四
五
年
七
月
二
二
日
二
六

万
四
千
円
の
交
付
を
受
け
た
。
合
意
の
成
立
し
た
七
月
―
―
―
日

W
は
本
件
土
地
の
権
利
証
、

X
の
印
鑑
証
明
書
、

X
名
義
の
白
紙
委
任
状

を
Yl
に
交
付
し
た
が
、
そ
の
際
Yl
は
W
に
対
し
本
件
土
地
の
抵
当
権
設
定
登
記
手
続
を
し
な
い
こ
と
を
約
し
た
。
そ
の
後
同
年
九
月
二
、

三
日
頃
W
は
勤
務
先
の
応
接
室
に
お
い
て

X
の
代
理
人
と
し
て

Yl
に
対
し
、

X
が
弁
済
期
に
前
記
借
受
金
を
弁
済
し
な
い
と
き
は

Yl
が
本

件
土
地
を
ど
の
よ
う
に
処
分
し
て
も
異
議
が
な
い
旨
誓
約
し
、
日
付
を
遡
ら
せ
た
昭
和
四
五
年
七
月
二
二
日
付
誓
約
書
を
差
入
れ
る
と
と

も
に
、

X
の
代
理
人
と
し
て

X
の
借
受
金
債
務
を
担
保
す
る
た
め
債
務
不
履
行
を
停
止
条
件
と
す
る
本
件
土
地
の
売
買
契
約
（
換
言
す
れ

ば
債
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
当
然
に
本
件
土
地
の
所
有
権
は

Yl
に
移
転
す
る
旨
の
売
買
契
約
）
を
締
結
し
、
坪
当
り
四
万
円
合
計
三
百
万
円

の
売
買
代
金
の
支
払
方
法
と
し
て
、
前
記
借
受
名
目
額
一
―
―
十
万
円
に
相
当
す
る
金
額
は
手
附
金
と
し
て
受
領
し
た
も
の
と
し
、
残
代
金
は

い
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

五
四

―-
0条



五
五

昭
和
四
六
年
六
月
末
日
に
支
払
を
受
け
る
旨
約
定
し
た
。
し
か
る
に

Yl
は
昭
和
四
五
年
七
月
一
―

10日
付
で
本
件
土
地
に
つ
き
所
有
権
移
転

登
記
を
経
由
し
、
同
日
さ
ら
に

Yz
に
所
有
権
移
転
登
記
を
完
了
し
た
。
そ
こ
で
X
が
Y
l
.
y
z
に
対
し
て
各
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求

yl
は
消
費
貸
借
及
び
停
止
条
件
付
売
買
契
約
（
以
下
こ
れ
を
本
件
契
約
と
い
う
）
は

W
の
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る

と
し
て
①
借
受
金
額
は
三
十
万
円
で
多
額
の
も
の
で
な
い
こ
と
＠

wは
X
の
印
鑑
を
所
持
し
、

X
の
印
鑑
証
明
書
、
本
件
土
地
の
権
利
証

を
持
参
し
た
こ
と
◎

x
.
w夫
婦
は
同
居
し

X
は
浦
和
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、

W
は
公
立
小
学
校
の
教
員
で
、
両
名
で
月
収
本
棒
合

計
一
九
万
五
千
円
位
の
収
入
を
得
て
い
た
こ
と
＠
借
財
の
目
的
は

X
と
も
交
遊
が
あ
り
困
っ
た
と
き
に
は
金
を
融
通
し
合
う

W
の
教
員
仲

間
を
援
助
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
主
張
し
、
仮
に
本
件
契
約
が
日
常
家
事
代
理
権
の
範
囲
を
こ
え
て
い
て
も
、
①
＠
◎
◎
等
の
事

情
の
下
で
は
、

Yl
が
本
件
契
約
を

X
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ

っ
た
と
主
張
し
た
。

東
京
地
判
は
、
七
六
一
条
が
夫
婦
相
互
に
代
理
権
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
こ
と
、

日
常
家
事
の
範
囲
は
「
夫
婦
の
共
同
生
活
の
内
部
的

な
事
情
や
当
該
行
為
の
個
別
的
な
目
的
の
み
な
ら
ず
当
該
行
為
の
種
類
、
性
質
等
を
も
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
旨
判
示
し
、
①

X
は
浦
和
市
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
、

W
は
公
立
小
学
校
の
教
員
で
月
収
本
俸
は
そ
れ
ぞ
れ
―
一
万
円
、
八
万
五
千
円
で
あ
っ
た
こ
と

R
借
受
目
的
は

W
の
元
の
教
員
仲
間
が
緊
急
に
金
員
の
必
要
が
あ
り
そ
の
者
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
者
と

X
の
間
に
は
格
別
深
い

交
際
は
な
か
っ
た
こ
と
③
本
件
土
地
は

X
一
家
の
将
来
の
定
住
の
地
と
し
て

X
が
そ
の
名
義
で
借
受
け
た
金
員
を
投
じ
て
購
入
し
た
も
の

で
あ
り
X
の
特
有
財
産
と
み
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
（
本
件
土
地
の
名
義
人
に
つ
い
て
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
）
か
ら
、
本
件
契
約
は
よ
う

や
く
中
流
に
属
す
る

X
夫
婦
の
共
同
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
目
的
に
出
た
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
こ

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

（
九
三
五
）



第
三
八
巻
第
四
号

と
と
―
―

1
0万
円
の
借
受
金
担
保
の
た
め
代
金
一
―

1
0
0万
円
の
本
件
土
地
の
停
止
条
件
付
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
代
金
の

清
算
が
伴
う
と
は
い
え
原
告
⑱
方
の
資
産
状
態
に
著
る
し
い
変
動
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
本
件
契
約
は
原

告

g
夫
婦
の
共
同
生
活
に
通
常
必
要
と
さ
れ
る
法
律
行
為
に
該
当
し
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
。

次
に

Yl
の
表
見
代
理
の
主
張
に
つ
い
て
は

W
が
X
の
代
理
人
と
し
て
金
員
を
借
受
け
る
際
、

X
の
印
鑑
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
、

Yl
に

本
件
土
地
の
権
利
証
、

X
の
印
鑑
証
明
書
、

X
名
義
の
白
紙
委
任
状
を
交
付
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
登
記
済
権
利
証
、
印
を
冒
用
し
、
右
印
を
用
い
て
他
方
配
偶
者
の
印
鑑
証
明
書
の
交

付
を
受
け
、
白
紙
委
任
状
等
を
作
成
し
て
代
理
人
を
装
う
こ
と
は
、
本
人
と
無
権
代
理
人
が
こ
の
よ
う
な
身
分
的
共
同
生
活
関
係
に
立
た

一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
代
理
人
と
称
し
て
第
三
者
と
の
間
で
締
結
す
る
契

一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
印
鑑
を
所
持
す
る
等
前
記
事
情
が
存
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
第

三
者
に
お
い
て
直
ち
に
当
該
契
約
を
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
と
信
ず
る
こ
と
は
正
当
視
で
き
な
い
。
」
と
判
示

し
た
上
で
、

W
は
X
に
無
断
で
X
の
印
鑑
と
本
件
土
地
の
権
利
証
を
持
ち
出
し
、
右
印
を
用
い
て

X
の
印
鑑
証
朋
書
の
交
付
を
受
け
、
本

件
契
約
に
当
り
右
印
を
所
持
し
、
権
利
証
、
印
鑑
証
明
書
を
Yl
に
交
付
し
、

W
が
Yl
に
交
付
し
た
X
名
義
の
白
紙
委
任
状
も
X
の
印
を
冒

用
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
、

「
本
件
契
約
は
一
―

1
0
0万
円
相
当
と
評
価
さ
れ
た
原
告

g
所
有
の
本
件
土
地
を
名
目
額
一
―

10万

円
の
借
受
金
の
担
保
に
供
し
、
債
務
不
履
行
の
場
合
は
被
告
飯
塚
Yl
に
そ
の
所
有
権
を
取
得
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
原
告

g
方
の
資
産
状
態

に
著
る
し
い
変
動
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
訴
外
浅
見
節
子
⑲
が
原
告

g
の
印
鑑
を
所
持
し
、
本
件

土
地
の
登
記
済
権
利
証
、
原
告

g
の
印
鑑
証
明
書
、
原
告

g
名
義
の
白
紙
委
任
状
を
交
付
し
、
原
告
⑳
の
印
を
契
約
書
類
を
押
捺
し
た
こ

と
の
故
を
も
っ
て
被
告
飯
塚
Yl
が
本
件
契
約
を
原
告

g
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
じ
た
と
す
れ

約
の
種
類
、
性
質
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、

な
い
場
合
に
比
し
て
、
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
か
ら
、

の
場
合
に
お
い
て
、

関
法

五
六

「
し
か
し
、
同
居
す
る
夫
婦

（
九
三
六
）



ば
い
さ
さ
か
軽
卒
の
そ
し
り
を
免
か
れ
」
ず
、

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
右
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
く
、
本
件
契
約
の
種
類
・
性
質
に
徴
す
る
と
、

Yl
と
し
て
は
電
話
そ
の
他
の
方

ヽ

法
に
よ
っ
て

X
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

Yl
が
本
件
契
約
を

X
夫
婦
の

日
常
家
事
の
範
囲
内
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
判
断
し
て
、

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

ま
ず
私
見
は
、

五
七

「
X
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
に

yl
は
W
が
小
学
校
教
員
で
あ
る
か
ら
同
人
の
言
動
に
疑
を
抱
か
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で

い
か
な
る
程
度
の
借
財
が
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
と
債
務

一
般
的
に
は
月
収
の
マ
~
三
割
程
度
（
但
し
こ
の
程
度
内
で
も
高
利
の
も
の
を
除
く
）
の
借
財
が

日
常
家
事
行
為
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
月
収
一
九
万
五
千
円
の

X
夫
婦
に
お
い
て
債
務
額
一
＿
一
十
万
加
え
て
月
六
分
の
高
利
の

本
件
借
財
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
。
そ
し
て
三
十
万
円
の
借
受
金
担
保
の
た
め
三
百
万
円
の
本
件
土
地
の
停
止
条
件
付
売
買
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
、
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

次
に
本
件
で
は

W
は
X
の
印
鑑
と
本
件
土
地
の
権
利
証
を
X
に
無
断
で
持
ち
出
し
、
右
印
を
利
用
し
て

X
の
印
鑑
証
朋
書
の
交
付
を
う

け

x名
義
の
白
紙
委
任
状
を
作
成
、
そ
れ
ら
を

Yl
に
交
付
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

Yl
に
お
い
て

X
に
W
の
代
理
権
の
有
無
に
つ
い

て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
は
全
然
存
在
し
て
お
ら
ず
、

Yl
に―

-
0条
の
正
当
理
由
は
肯

定
さ
れ
な
い
。
東
京
地
判
も
Yl
の
表
見
代
理
の
主
張
に
対
し
て
私
見
と
同
様
の
判
断
を
し
、

も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
し
な
か
っ
た

Yl
に
は
「
正
当
理
由
」
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て

X
の
請
求
を
認
容
し
て
い
る
。
そ
の
結
論
は
妥
当

で
あ
る
が
、
東
京
地
判
が
「
正
当
理
由
」
を
否
定
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
は
、
ま
さ
に

W
に
代
理
権
あ
り
と
信
ず
る
に
つ
い
て
の
正
当

理
由
が

Yl
に
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
か
ら
、
端
的
に
―

-
0条
を
適
用
し
て
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
す
れ
ば

足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
事
案
の
解
決
に
不
要
な
―

-
0条
類
推
適
用
説
に
従
っ
た
表
現
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

額
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
判
断
さ
れ
、

（
九
三
七
）



と
し
た
の
は
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
の
判
旨
に
す
ぎ
な
い
。

理
由
を
肯
定
す
る
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
）
、

が
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
Y
l
.
Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

東
京
高
判
昭
和
五

0
年
一
月
二
九
日
（
金
商
四
六
五
号
一
八
頁
）
。

(

1

)

 

本
件
は
圃
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
。

（
九
三
八
）

「
Yl
が
W
に
X
を
代
理
す
る
権
限
あ
り
と
信
じ
た
と
し
て
も
、
も
っ
と
も
な
点
が
全
く
な

い
訳
で
は
な
い
」
が
、
今
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
通
常
の
代
理
権
あ
り
と
信
じ
た
こ
と
の
当
否
で
は
な
く
（
…
…
が
か
か
が
か
主
張

は
現
行
民
法
の
下
に
お
い
て
は
採
る
こ
と
を
得
な
い
か
ら
…
…
傍
点
筆
者
）

W
の
行
為
を
も
っ
て
本
件
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
に
属
す
る

と
信
じ
た
か
否
か
及
び
信
じ
た
と
す
れ
ば
そ
の
当
否
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
上
で
、
①
yl
は
X
夫
婦
が
一
介
の
教
育
関
係
者
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
③
債
務
額
は
三
十
万
円
で
あ
る
の
に
担
保
に
供
さ
れ
た

X
名
義
の
不
動
産
の
時
価
は
三
百
万
円
で
あ
る

こ
と
③
夫
婦
間
に
お
い
て
は
一
方
配
偶
者
の
実
印
、
権
利
証
等
を
他
方
配
偶
者
が
冒
用
す
る
可
能
性
が
多
分
に
存
す
る
こ
と
④
右
の
よ
う

な
事
情
の
下
で
Yl
は
本
件
契
約
に
つ
い
て
X
本
人
に
何
ら
確
か
め
な
か
っ
た
こ
と
等
か
ら
Yl
に
は
右
の
よ
う
に
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理
由

控
訴
審
が
原
審
認
定
の
い
か
な
る
事
実
を
も
っ
て
Yl
が
W
に
X
を
代
理
す
る
権
限
あ
り
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
も
な
点
が
全

く
な
い
訳
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
（
圃
で
検
討
し
た
よ
う
に
私
見
の
基
準
に
よ
れ
ば
Yl
に
は
全
く
―

-
0条
の
正
当

―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
現
行
民
法
の
下
に
お
い
て
は
採
る
こ
と
の
で
き
な
い

旨
の
判
旨
は
不
当
で
あ
る
。
民
法
の
建
前
か
ら
す
れ
ば
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、

次
に
控
訴
審
が
そ
の
「
正
当
理
由
」
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
①
③
の
事
実
は
、
本
件
契
約
が
日
常
家
事
行
為
に
該
る
か
否
か
を
判

断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
③
④
は
Yl
が
W
に
X
を
代
理
す
る
権
限
あ
り
と
信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
理
由

控
訴
審
は
、
原
審
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

(iv) 

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

―

-
0条
を
類
推
適
用
し
よ
う

五
八



yl
は
昭
和
四
二
年
四
月
五
日
本
件
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
完
了
し
、
昭
和
四
二
年
六
月
ニ
―
日
YZ
に
所
有
権
移
転
登
記
を
し
て
い

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

下
こ
れ
を
本
件
契
約
と
い
う
）
。

五
九

が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
控
訴
審
も
実
質
的
に
は
Yl
に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
な
い
か
ら
―

-
0条

類
推
の
際
の
正
当
理
由
が
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
て
前
記
判
旨
（
傍
点
部
分
）
は
全
く
不
当
で
あ
る
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

W
は
知
人
で
あ
る

K
商
事
に
対
す
る
借
財
の
保
証
を
し
、
債
権
者
か
ら
保
証
人
と
し
て
の
責
任
を
追
求

さ
れ
た
た
め
、
夫
X
を
代
理
し
て
昭
和
三
八
年
―
二
月
二
七
日
S
か
ら
金
員
を
借
り
受
け
昭
和
三
九
年
一
月
六
日
X
所
有
の
本
件
建
物
に

つ
い
て
根
抵
当
権
設
定
登
記
を
経
由
し
た
が

W
が
弁
済
し
な
か
っ
た
た
め
昭
和
四
一
年
―
二
月
三
日
競
売
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
。

更
に

W
は
X
を
代
理
し
て
A
か
ら
金
員
を
借
り
受
け
昭
和
四
二
年
三
月
八
日
い
わ
ゆ
る
起
訴
前
の
和
解
を
し
、
昭
和
四
二
年
四
月
ご
一
日

ま
で
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
―
-
＝
日
限
り
で
本
件
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
及
び
引
渡
を
す
る
旨
約
し
た
。

そ
こ
で
W
は
本
件
建
物
を
競
売
か
ら
守
り
、
又
右
和
解
調
書
に
甚
づ
く
強
制
執
行
を
免
か
れ
る
た
め
に
、
新
た
に
金
員
を
調
達
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
Y
に
借
財
を
申
込
ん
だ
が

Y
は
手
持
金
が
な
か
っ
た
の
で
Yl
に
金
融
の
件
を
持
ち
込
み
、

Yl
は
本
件
建
物
を
担
保
に
金
員
を

貸
与
す
る
こ
と
を
承
諾
し
、

t
に
当
該
契
約
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
委
任
し
た
。

昭
和
四
二
年
四
月
五
日
Y
と
W
と
の
間
で
、

Yl
の
貸
金
額
を
四
一

0
万
円
と
し
、
右
貸
金
を
担
保
す
る
た
め
X
か
ら
Yl
に
対
し
本
件
建

物
を
買
戻
特
約
付
で
売
渡
す
こ
と
、
そ
の
代
金
額
は
四
一

0
万
円
、

X
は
昭
和
四
二
年
六
月
五
日
ま
で
に
Yl
に四一―

10万
円
を
支
払
っ
て

本
件
建
物
を
買
戻
す
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
が
成
立
し
た
。
即
ち
昭
和
四
二
年
四
月
五
日
Yl
代
理
人
Yz
と
X
の
代
理
人
と
称
す
る

W
と

の
間
で
売
買
代
金
四
一

0
万
円
、
買
戻
代
金
四
一
―

10万
円
と
定
め
た

X
所
有
の
本
件
建
物
の
買
戻
特
約
付
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
（
以

団
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
―
二
月
一
九
日
（
判
時
七

0
八
号
五
一
頁
）
。

（
九
三
九
）



一
方
Yl
を
申
立
人
、

X
及
び

W
を
相
手
方
と
す
る
和
解
事
件
に
つ
き
昭
和
四
二
年
五
月
一
五
日
和
解
が
成
立
し
（
和
解
期
日
に
は
W

が
X
の
代
理
人
を
兼
ね
て
出
頭
し
た
）

Yl
は
右
和
解
調
書
の
執
行
力
あ
る
正
本
に
基
づ
き
昭
和
四
二
年
六
月
一
五
日
本
件
建
物
の
占
有
を

取
得
し

(
Y
を
占
有
代
理
人
と
し
て
）

Y
は
直
接
占
有
者
と
し
て
昭
和
四
二
年
六
月
一
五
日
以
降
本
件
建
物
を
占
有
し
て
い
る
。
昭
和
四

1

一
年
八
月
四
日
X
は
W
と
離
婚
し

Y
l
.
Y
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
と

Y
に
対
し
て
本
件
建
物
の
明
渡
を
求
め
た
の

y
l
•
Y
Z
は
X
が
W
に
本
件
売
買
契
約
締
結
の
代
理
権
を
授
与
し
た
こ
と
、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
―
-
0
条
の
表
見
代
理
を
主
張

し、

X
は
W
に
①
昭
和
三
八
年
―
二
月
二
七
日
本
件
建
物
を
担
保
に
供
し
て
S
か
ら
金
員
を
借
受
け
る
代
理
権
を
授
与
し
R
S
が
本
件
建

物
の
競
売
を
申
立
て
た
際
、

S
に
弁
済
す
べ
き
金
員
を
他
か
ら
借
受
け
、

S
に
弁
済
し
、
か
つ
弁
済
契
約
を
締
結
し
、
競
売
申
立
取
下
の

折
衝
等
を
す
る
代
理
権
を
授
与
し
た
こ
と
③
W
は
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
以
上
①
・
③
・
③
を
基
本
代
理

権
と
し
て
、

W
は
本
件
契
約
に
際
し

X
の
印
鑑
証
明
書
、

X
名
義
の
委
任
状
を
提
示
し
「
X
か
ら
す
べ
て
委
任
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た

の
で
、

yl
は
W
が
真
実
売
買
契
約
締
結
の
代
理
権
を
有
す
る
も
の
と
信
じ
、
そ
の
よ
う
に
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
を
有
し
て
い
た
か

ら、

X
は―

-
0条
の
規
定
に
よ
り
本
件
契
約
に
つ
き
責
を
負
う
べ
き
だ
と
抗
弁
し
た
。

東
京
地
判
は
X
が
W
に
本
件
契
約
締
結
の
代
理
権
を
授
与
し
た
こ
と
は
な
い
と
し
、
表
見
代
理
の
成
否
に
つ
い
て
は

Y
l
.
y
z
が
基
本
代

理
権
と
し
て
主
張
す
る
①
③
は
い
ず
れ
も
W
が
X
に
無
断
で

X
の
印
鑑
を
冒
用
し

x名
義
の
委
任
状
を
偽
造
な
ど
し
て
な
し
た

W
の
無
権

代
理
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
③
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
一
―

0
条
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

推
適
用
説
に
た
つ
旨
を
判
示
し
た
上
で
、

Y
l
.
Y
の
③
の
主
張
は
、

認
め
ら
れ
る
の
で
」
そ
の
当
否
を
判
断
す
る
と
し
て
、
④
夫
婦
の
一
方
が
、
事
情
に
よ
り
他
方
の
登
録
印
を
無
断
で
用
い
て
印
鑑
証
明
書

が
本
件
で
あ
る
。

る。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

「―

-
0条
の
類
推
適
用
を
主
張
す
る
趣
旨
を
あ
わ
せ
含
む
も
の
と

六
〇

（
九
四
0
)

―-
0条
類



六

の
交
付
を
受
け
、
他
方
配
偶
者
名
義
の
委
任
状
を
作
成
し
た
う
え
、
そ
の
代
理
人
資
格
を
名
乗
っ
て
右
登
録
印
を
契
約
書
や
金
員
領
収
証

に
押
捺
す
る
行
為
に
出
る
こ
と
は
、
本
人
と
代
理
人
が
そ
の
よ
う
な
身
分
的
共
同
生
活
関
係
に
立
た
な
い
場
合
に
比
べ
て
、
比
較
的
容
易

に
な
し
う
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
（
本
件
で
も
認
定
さ
れ
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
契
約
を
締
結
す
る
に
際
し

W
は

X
の
印
鑑
を
盗
用
し
、

X
に
無
断
で
印
鑑
証
朋
書
の
下
附
を
受
け
、

X
名
義
の
委
任
状
を
偽
造
し
た
）
＠

xの
月
収
は
約
―
―
―
一
万

2
一
五

万
で
X
家
は
ほ
ぼ
中
流
に
属
す
る
家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
◎
本
件
契
約
が
締
結
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
発
端
は
、

X
夫
婦
の
共
同
生

そ
の
行
為
の
効
果
た
る
や
X
夫
婦
の
資
産
、

活
の
維
持
と
は
関
係
な
い

W
の
保
証
行
為
に
あ
っ
た
こ
と
＠
四
一

0
万
円
の
債
務
の
担
保
と
し
て
一

0
0
0万
円
を
越
え
る
価
値
の
あ
る

物
件
に
つ
い
て
買
戻
特
約
付
売
買
契
約
を
締
結
し
、

も
の
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
物
件
の
権
利
者
で
あ
る

X
自
身
は
契
約
の
締
結
は
も
と
よ
り
そ
の
事
前
の
折
衝
に
も
全
く
姿
を
見
せ
て
い
な

い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
こ
と
、
④
＠
◎
＠
の
状
況
か
ら
す
れ
ば

Y
は
「
直
接
に
本
人
で
あ
る
X
に
つ
き
そ
の
意
思
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ

た
」
の
に
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
以
上
、
本
件
契
約
を
X
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き

そ
し
て
昭
和
四
二
年
五
月
一
五
日
に
成
立
し
た
和
解
は
W
の
無
権
代
理
行
為
と
い
う
実
体
法
上
の
無
効
原
因
を
包
含
す
る
か
ら
無
効
で

y
l
•
Y
a
が
一
―
〇
条
の
基
本
代
理
権
と
し
て
主
張
す
る
①
・
®
の
任
意
代
理
行
為
は
い
ず
れ
も
W
の
無
権
代
理
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
―

-
0条
が
成
立
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
次
に
③
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
一
―

0
条
の
正
当
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
本
件
は
四
一

0
万
円
の
債
務
の
担
保
と
し
て
一
千
万
円
を
こ
え
る
価
値
の
あ
る
本
件

物
件
に
つ
い
て
買
戻
特
約
付
売
買
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
権
利
者
た
る

X
は
、
契
約
の
締
結
は
も
と
よ
り
そ
の
事
前
の
折
衝
に

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

あ
り
執
行
力
を
有
し
な
い
と
し
て
、

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
旨
判
示
し
た
。

（
九
四
一
）

生
活
に
著
る
し
い
変
動
を
も
た
ら
す



第
一
審
X
勝
訴
。

控
訴
審
は

W
が
X
を
代
理
し
て
本
件
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
締
結
す
る
権
限
（
本
件
代
理
権
）
を
有
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
①
X
は
終

戦
後
十
年
く
ら
い
の
頃
家
業
（
家
具
製
造
業
・

X
商
店
）
を
長
男
で
あ
る

S
に
委
ね
る
と
と
も
に
本
件
建
物
（
家
具
の
倉
庫
と
し
て
使

の
抹
消
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

（
九
四
二
）

も
全
く
姿
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

W
は
X
の
印
鑑
を
盗
用
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

X
名
義
の
委
任

状
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
l
.
Y
に
X
に
W
の
代
理
権
の
有
無
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る

ほ
ど
の
客
観
的
事
情
は
何
ら
存
在
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
本
件
は
七
六
一
条
を
甚
本
代
理
権
と
す
る
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
全
く
存
在

し
な
い
事
案
で
あ
る
。
東
京
地
判
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
④
：
＠
の
事
情
か
ら
―

-
0条
の
正
当
理
由

は
存
在
し
な
い
と
判
断
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
え
て

Y
l
.
Y
ら
の
主
張
に
―

-
0条
の
類
推
適
用
を
主
張
す
る
趣
旨
が
含
ま
れ

―

-
0条
類
推
の
「
正
当
理
由
」
が
な
い
と
判
示
す
る
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Y
は
昭
和
四
二
年
二
月
六
日
A
会
社
（
代
表
理
事
A
)
を
債
務
者
と
し
て
金
融
取
引
契
約
を
締
結
し
た

が
、
そ
の
際
W
は
A
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
わ
ば
好
意
か
ら
右
金
融
取
引
契
約
に
基
づ
く
A
会
社
の

y
に
対
す
る
債
務
を
担
保
す
る
た
め
、

夫
X
の
代
理
人
と
い
う
立
場
で

y
に
対
し
て

X
所
有
の
本
件
建
物
に
元
本
極
度
額
一
千
万
円
の
根
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
承
諾
し
、

右
設
定
を
約
す
る
旨
の

Y
宛
の
金
融
取
引
契
約
及
び
根
抵
当
権
設
定
証
書
中
の
担
保
提
供
者
欄
に
記
載
さ
れ
た
X
の
名
下
に

X
の
実
印
を

押
捺
し
、
翌
日
右
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
原
因
と
し
て
根
抵
当
権
設
定
登
記
が
経
由
さ
れ
た
。
そ
の
際
Y
は
W
の
代
理
権
や
本
件
根
抵
当

権
設
定
契
約
に
関
し
て

X
に
た
し
か
め
る
処
置
は
全
く
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
X
が

y
に
対
し
て
右
根
抵
当
権
設
定
登
記

団
東
京
高
判
昭
和
四
八
年
七
月
三
一
日
（
金
商
三
七
九
号
一
四
頁
）
。

て
い
る
と
読
み
か
え
て
、

関
法
第
三
八
巻
第
四
号
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由
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

六

用
）
の
管
理
処
分
権
限
を
同
人
に
与
え
以
後
は
い
わ
ば
隠
居
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
W
と
の
仲
は
冷
え
き
っ
て
お
り
、

X
が
W
に
本
件
建
物
の
処
分
権
限
を
与
え
た
と
い
う
事
実
や
、

S
が
有
す
る
前
示
処
分
権
限
を
更
に

W
に
与
え
た
と
い
う
事
実
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
R
X
は
W
に
対
し
て
離
婚
等
の
制
裁
的
措
置
を
格
別
と
っ
て
い
な
い
が
、
本
訴
の
提
起
は

X
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
事
態
を

処
理
し
よ
う
と
し
た
W
が
S
と
相
談
の
上

X
に
無
断
で
自
ら
X
名
義
で
訴
訟
を
提
起
し
、
後
日
そ
の
こ
と
を
知
っ
た

X
は
訴
訟
行
為
の
追

認
を
行
っ
て
本
訴
を
維
持
し
た
こ
と
③
W
は
か
ね
て
S
名
義
で
預
金
取
引
を
し
て
い
た
こ
と
、

W
が
X
商
店
及
び
s
(
X
商
店
の
代
表
取

締
役
•
X
は
取
締
役
．
w
は
監
査
役
）
の
そ
れ
ぞ
れ
氏
名
と
印
を
使
用
し
x
商
店
及
び
S

を
代
理
し
て
数
回
に
わ
た
り
J

信
用
組
合
や
Y

か
ら
融
資
を
受
け
S
の
所
有
不
動
産
を
担
保
に
供
し
た
こ
と
④
X
も
X
商
店
も
A
と
取
引
そ
の
他
の
関
係
は
全
く
な
く
、

X
は
A
と
は
面

識
も
な
か
っ
た
こ
と
⑥
本
件
契
約
に
関
連
し
て
後
日

y
に
差
入
れ
ら
れ
た
書
類
た
る
火
災
保
険
金
請
求
権
の
質
権
設
定
承
認
請
求
書
及
び

承
認
書
中
の

X
名
下
の
印
影
は

W
が
X
に
無
断
で
押
捺
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
の
事
実
を
考
慮
し
て
も
W
が
X
を
代
理
し
て
本
件
契

約
を
締
結
し
得
る
代
理
権
•
そ
の
他
本
件
建
物
の
処
分
権
限
を
X
あ
る
い
は

S

か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し

次
に

y
は
W
の
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
―

-
0条
の
表
見
代
理
の
主
張
を
し
て
い
た
の
で

(
Y
は
基
本

代
理
権
と
し
て
日
常
家
事
代
理
権
以
外
の
代
理
権
の
存
在
は
主
張
し
て
い
な
い
）
控
訴
審
は
こ
の

Y
の
主
張
に
対
し
て
―

-
0条
類
推
適

用
説
に
た
つ
旨
を
判
示
し
た
上
で
、
本
件
契
約
は
W
が
知
人
の

A
に
依
頼
さ
れ
て
A
会
社
の

y
に
対
す
る
継
続
的
金
融
取
引
契
約
に
基
づ

＜
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
右
契
約
内
容
、
被
担
保
金
額
（
元
本
極
度
額
一
千
万
円
）
そ
の
他
①

2
⑥
等
の
事

実
関
係
に
よ
れ
ば
、

Y
が
同
契
約
の
締
結
が
X
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
正
当
理

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

こ。t
 

（
九
四
三
）



本
件
は

X
と
は
面
識
す
ら
な
い

A
の
Y
に
対
す
る
継
続
的
取
引
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に
、

（
九
四
四
）

W
が
A
に
依
頼
さ
れ
て

X

に
無
断
で
X
所
有
の
本
件
建
物
に
元
本
極
度
額
一
千
万
円
も
の
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
常
家
事
行
為
に
該
ら

な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

y
主
張
の
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
―

-
0条
の
直
接
適
用
に
つ
い
て
も
、
右

に
述
べ
た
契
約
内
容
か
ら
し
て

y
は
X
に
W
の
代
理
権
の
有
無
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
控
訴
審
認
定
の
①

2
⑥
の

事
実
は

X
に
問
合
せ
を
す
る
こ
と
を
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
に
は
何
ら
該
当
し
な
い
。
従
っ
て
私
見
に
即
し
て

y

に
は
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
成
立
せ
ず
、
控
訴
審
が
一
―

0
条
類
推
適
用
説
に
た
つ
旨
の
判
旨
を
す
る
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
と
思
わ

事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
件
土
地
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
山
林
五
筆
は
A
が
昭
和
九
年
に
一
括
し
て
買
い
受
け
、
そ
の
後
旅
館
を

建
築
す
べ
く
そ
の
全
部
を
宅
地
と
し
て
整
地
し
て
い
た
が
、
戦
争
の
た
め
建
築
を
中
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
五
年
五
月
頃
A
の
妻

W
が
A
を
代
理
し
て
本
件
土
地
及
び
山
林
五
筆
を
一
括
し
て
代
金
二
十
万
円
で
X
に
売
り
渡
す
契
約
を
し
て
、
代
金
全
額
を
受
領
し
、

A

の
実
印
を
X
に
託
し
て
そ
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
委
ね
た
。
山
林
五
筆
に
つ
い
て
は
昭
和
二
五
年
七
月
―
一
日
同
月
五
日
付
売
買
を

原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
が

(
X
が
女
性
の
た
め
登
記
名
義
は
知
人
H
の
名
を
借
り
た
）
、
本
件
土
地
は
地
目
が
農
地

で
あ
っ
た
た
め
昭
和
二
二
年
中
に
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
国
に
買
収
さ
れ
て
お
り
（
こ
の
買
収
ず
み
の
事
実
を
契
約
当
時

X
は
知
ら
な
か
っ
た
）

X
は
本
件
土
地
に
つ
い
て
は
登
記
を
な
し
え
な
か
っ
た
。

そ
の
後
A
は
、
昭
和
二
七
年
一

0
月
一
八
日
に
死
亡
し
た
の
で
、

X
は、

A
の
相
続
人
で
あ
る
妻
W
と
子

y
に
対
し
て
本
件
土
地
に
つ

⑨
夫
婦
が
別
居
し
て
い
る
場
合

9

.

 ・1
9

9

 

大
阪
高
判
昭
和
四
九
年
一

0
月
二
九
日
（
判
時
七
七
六
号
五
二
頁
）
。

れ
る
。

関
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き
国
に
対
し
て
農
地
法
八

0
条
に
基
づ
く
売
払
い
の
申
請
を
し
、
売
払
い
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
地
目
を
宅
地
に
変
更
し
た
上
で
、
昭
和

二
五
年
五
月
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
を
せ
よ
と
請
求
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

第
一
審

w
.
y勝
訴
。

六
五

「
長
期
間
別

控
訴
審
は
、
①
A
は
、
昭
和
ニ
―
一
年
頃
か
ら
妻
の

W
お
よ
び
子
の

Y
と
別
居
し
て
他
の
女
性
と
同
棲
し
、
昭
和
二
五
年
当
時
、
A
と

W

と
の
間
に
は
ま
っ
た
＜
往
来
が
な
く
、

W
は
飲
食
店
営
業
を
し
て
自
活
し
て
い
た
こ
と
、
R
A
は
、
実
印
を
W
の
も
と
に
置
い
た
ま
ま
に

し
、
自
己
所
有
の
不
動
産
の
管
理
等
を
も
一
切
顧
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
、
③
本
件
売
買
契
約
に
際
し
、

W
は
、
A
の
右
実
印
を
用

い
て
必
要
書
類
を
作
成
し
、
か
つ
、
登
記
手
続
の
た
め

X
に
右
実
印
を
託
し
た
が
、

X
は
、
親
類
で
あ
る

W
と
A
と
の
別
居
の
事
実
を
知

悉
し
な
が
ら
、
A
自
身
に
つ
い
て
売
買
の
意
思
の
有
無
を
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
、
以
上
①
・
®
•
③
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
上

で
、
右
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
と
し
て
も
A
が

W
に
本
件
土
地
及
び
山
林
五
筆
に
つ
い
て
の
処
分
権
限
を
包
括
的
に
与
え
て
い
た
も
の
と

推
認
で
き
な
い
し
、

W
が
A
を
代
理
し
て
本
件
売
買
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

次
に
A
主
張
の
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
―

-
0条
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

W
と
A
と
は
、

居
し
、
生
計
を
異
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
、
夫
婦
の
共
同
生
活
は
破
綻
に
帰
し
て
い
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
属
す
る
行
為
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
上
で
、
「
の
み
な
ら
ず
、
日
常
家
事
に
関

す
る
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
、
民
法
―

-
0条
の
類
推
適
用
に
よ
る
表
見
代
理
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
当
該
越
権
行
為
の
相
手

方
に
お
い
て
、
右
行
為
が
夫
婦
の
日
常
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
属
す
る
と
信
ず
る
に
つ
き
、
正
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
も
の
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
四
三
年
句
第
九
七
一
号
同
四
四
年
―
―
一
月
一
八
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
三
巻
―
二
号

ニ
四
七
六
頁
参
照
）
、
た
と
え
生
計
の
資
を
得
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
件
売
買
契
約
の
よ
う
に
多
数
の
土
地
を
処
分
す
る

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

（
九
四
五
）



る。 い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

こ
と
を
も
っ
て
、
日
常
の
家
事
に
属
す
る
も
の
と
通
常
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
し
か
も
、
前
記
の
よ
う
に
、
控
訴
人

g
に
お
い

て
操
囚
夫
婦
が
別
居
し
て
い
る
事
実
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
控
訴
人

g
が
被
控
訴
人
鷹
枝
⑱
の
し
た
本
件
売
買
契
約

の
締
結
を
も
っ
て
日
常
の
家
事
の
範
囲
に
属
す
る
行
為
と
信
じ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
信
ず
る
に
つ
き
正
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
と

そ
こ
で
本
件
売
買
契
約
は
W
の
無
権
代
理
行
為
と
な
る
と
こ
ろ
、

と
し
て
、

W
に
履
行
責
任
を
負
わ
せ
た

(
X
勝
訴
）
。

本
人
た
る
A
を
相
続
し
た

Y
の
追
認
拒
絶
は
信
義
則
に
反
し
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
た
だ
ち
に

W
の
無
権
代
理
人
と
し
て
の
責
任
に
消
長
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い

本
件
の

A
は
昭
和
ニ
―
一
年
頃
か
ら
他
の
女
性
と
同
棲
し
、
昭
和
二
七
年
の
死
亡
に
い
た
る
ま
で
妻
W
と
は
別
居
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
別
居
の
場
合
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
五
七
条
三
項
は
日
常
家
事
代
理
権
の
適
用
を
排
除
す
る
旨
規
定
し
て
お
り
、
大
阪
高
判
も

「
夫
婦
の
日
常
の
家
事
に
属
す
る
行
為
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
し
か
し
夫
婦
関
係
が
破
綻
に
帰

し
長
期
間
別
居
し
て
い
て
も
妻
が
夫
名
義
の
家
屋
に
居
住
し
て
そ
れ
を
管
理
し
、
夫
名
義
で
日
常
品
費
を
購
入
し
、
夫
名
義
で
公
共
料

金
や
子
女
の
教
育
費
等
を
支
払
っ
て
い
る
以
上
、
妻
に
は
か
か
る
場
合
に
も
日
常
家
事
代
理
権
が
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ

そ
こ
で
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
一
―

0
条
の
成
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
決
定
的
要

素
は
、

X
は
A
.
W
の
地
元
の
親
類
で
あ
り
A
.
W
の
長
期
間
の
別
居
の
事
実
を
熟
知
し
て
い
た
と
い
う
事
実
と
本
件
の
契
約
が
旅
館
を

建
設
で
き
る
ほ
ど
の
広
汎
・
多
額
な
士
地
の
売
買
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
の
も
と
で
は
、

X
に
一
―

0
条
の
正
当

理
由
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
よ
ほ
ど
強
固
な
、
本
人
に
代
理
権
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
合
せ
を
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客

観
的
事
情
が
他
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
事
情
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

X
に
つ
い
て
―

-
0条
の
正
当

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

六
六

（
九
四
六
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成
否
、

小

括

六
七

大
阪
高
判
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
長
期
間
別
居
し
て
い
る
夫
婦
に
は
日
常
家
事
行
為
は
な
い
即
ち
日
常
家
事
代
理
権
は
な
い
と
判
断
し

た
上
で
、

日
常
家
事
代
理
権
を
基
礎
と
す
る
―

-
0条
の
類
推
適
用
説
に
た
つ
旨
判
示
し
、
そ
の
「
正
当
理
由
」
の
有
無
を
判
断
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
背
理
で
あ
ろ
う
。
日
常
家
事
代
理
権
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
―

-
0条
類
推
適
用
説
を
展
開
す
る
余
地

も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
大
阪
高
判
の
判
旨
は
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
の
判
旨
が
い
か
に
具
体
的
な
検
討
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
そ
の

抽
象
的
な
理
論
の
み
が
以
後
の
判
例
を
絶
対
的
に
拘
束
し
て
い
る
か
を
示
す
顕
著
な
例
で
あ
る
。

(

1

)

判
例
時
報
七

0
五
号
六
七
頁
に
は
本
件
が
第
一
審
で
確
定
し
た
か
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
が
、
的
は
圃
と
事
案
も
当
事
者
も
同
一
で
あ
る
か
ら

側
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
に
お
い
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
の
具
体
的
判
断
基
準
と
七
六
一
条
の
日
常
家
事
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
す
る
―

-
0条
適
用
の

―

-
0条
を
適
用
す
る
際
の
正
当
理
由
の
具
体
的
判
断
基
準
に
つ
い
て
私
見
の
概
要
を
述
べ
、
二
に
お
い
て
最
高
裁
昭
和
四
四
年

判
決
以
前
の
判
例
•
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
、
及
び
そ
れ
以
後
の
判
例
を
、
夫
婦
が
共
同
生
活
を
し
て
い
る
場
合
と
長
期
不
在
（
別
居
）

の
場
合
と
に
分
類
し
、
私
見
に
即
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
。

最
高
裁
昭
和
四
四
年
以
前
の
判
例
は
、
他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
は
日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
た
上
で
、

一
応
詳
細
に
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
し
、

対
し
て
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
は
、
最
高
裁
の
抽
象
的
判
旨
が
（
こ
れ
自
体
不
当
で
あ
る
こ
と
は
二
⇔
で
述
べ
た
が
）
具
体
的
な

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

理
由
は
成
立
し
な
い
。

い
ず
れ
も
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

（
九
四
七
）



第
三
八
巻
第
四
号

検
討
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
先
例
的
拘
束
力
を
有
し
、
い
ず
れ
の
判
例
も
事
案
の
解
決
に
不
必
要
な
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
の
判
旨
を

引
用
し
て
（
そ
の
顕
著
な
例
は
二
伺
③
田
大
阪
高
判
昭
和
四
九
年
一

0
月
二
九
日
で
あ
る
）
、

正
当
理
由
を
否
定
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

最
高
裁
判
旨
の
依
拠
す
る
我
妻
説
は
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
行
為
者
の
目
的
・
動
機
等
主
観
的
意
図
を
重
視
し
て
広
く
と
ら
え
、

そ
の
上
で
相
手
方
が
行
為
者
の
主
観
的
意
図
を
誤
信
し
て
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
を
見
誤
っ
た
時
そ
の
様
に
誤
信
し
た
の
は
も
っ
と
も
だ

―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
の
内
容
と
し
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
を

最
高
裁
判
旨
の
―

-
0条
類
推
適
用
に
お
け
る
正
当
理
由
の
内
容
は
不
明
確
で
何
ら
の
具
体
的
判
断
甚
準
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、

―

-
0条
類
推
適
用
説
に
固
執
す
る
そ
れ
以
後
の
判
例
が
如
何
な
る
認
定
事
実
か
ら
そ
の
正
当
理
由
を
否
定
し
た
か
と
い
え
ば
、
①
日
常

家
事
行
為
の
範
囲
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
し
た
事
実
の
み
か
ら
―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
（
二
回
①
圃
東
京
地
判
昭
和
四

七
年
六
月
二

0
日
）
③
―

-
0条
を
直
接
適
用
す
る
際
に
そ
の
正
当
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
の
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
（
即
ち
実
印
の
所

持
や
本
人
名
義
の
白
紙
委
任
状
、
権
利
証
の
交
付
な
ど
代
理
権
あ
り
と
信
ず
べ
き
正
当
理
由
の
有
無
の
判
断
に
考
慮
さ
れ
る
事
実
）
か
ら

―

-
0条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
（
二
同
ぃ
圃
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
―
一
月
ニ
―
日
）
③
①
と
R
の
両
方
の
事
実
か
ら
一
―

0
条
類
推
の
正
当
理
由
を
否
定
す
る
（
1-
同
①
的
東
京
高
判
昭
和
五

0
年
一
月
二
九
日
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

私
見
は
、
日
常
家
事
行
為
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
夫
婦
の
資
産
・
収
入
・
職
業
お
よ
び
社
会
的
地
位
等
の
内
部
的
事
情
と
、
そ
の

行
為
の
種
類
・
性
質
等
の
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
客
観
的
に
判
断
し
（
従
っ
て
不
動
産
処
分
は
原
則
と
し
て

日
常
家
事
行
為
に
該
ら
な
い
）
、
客
観
的
に
非
日
常
家
事
行
為
と
判
断
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
―

-
0条
を
直
接
適
用
し
、
そ
の
正
当

侵
害
す
る
危
険
性
の
極
め
て
高
い
学
説
で
あ
る
。

と
い
え
る
か
ど
う
か
を
、

関
法

認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
―

-
0条
類
推
の

六
八
（
九
四
八
）



他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
の
判
例
で
は
私
見
に
即
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
を
肯
定
で
き
る
事
案
は
な
か
っ
た
が
、
借
財
で
は
肯
定

で
き
る
判
例
が
あ
る
の
で
最
後
に
こ
れ
を
紹
介
す
る
（
借
財
と
日
常
家
事
行
為
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
）
。

、
、
、

夫
M
が
妻
Y
の
実
印
を
冒
用
し
て

y
名
義
で

X
農
業
協
同
組
合
と
農
協
取
引
契
約
及
び
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に

証
応
弐
吾
熙
ば
か
真
実
Y
む
代
理
い
で
芯
5
取
胚
い
な
、
J

い
加
坂
？
か
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
最
高
裁
昭
和
六

0
年
二
月
一
四
日
判

決
（
金
法
一

0
九
三
号
四
二
頁
）
は
、
こ
の
従
前
の
取
引
（
傍
点
部
分
）
を
重
視
し
て
、

X
が
M
に
Y
を
代
理
し
て
本
件
契
約
を
締
結
す

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

お

わ

り

に

一
者
保
護
の
要
請
と
の
調
和
は
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

理
由
の
内
容
を
「
『
本
人
に
代
理
権
の
有
無
・
範
囲
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
親
的
事
情
が

あ
り
』
、
そ
れ
故
に
代
理
権
の
存
在
を
信
じ
た
と
い
え
る
か
」
と
規
定
し
、

六
九

右
基
準
に
照
ら
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
の
有
無
を
厳
格

に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
以
後
の
判
例
は
、
す
べ
て
右
基
準
で
正
当
理
由
を
否
定
し
う
る
事
案
ば
か

り
で
あ
り
―

-
0条
類
推
適
用
に
お
け
る
正
当
理
由
の
有
無
と
い
う
不
要
な
構
成
を
と
る
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
右
基
準
に
照
ら
し
て
―

-
0条
の
正
当
理
由
が
否
定
さ
れ
て
も
、
不
動
産
の
売
却
代
金
が
現
実
に
日
常
家
事
に
費
消
さ
れ
て
い

れ
ば
（
二
け
＠
川
東
京
地
判
昭
和
二
六
年
一

0
月
六
日
）
、
他
方
配
偶
者
の
無
権
代
理
の
主
張
は
権
利
濫
用
の
法
理
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ

る
か
（
右
の
様
な
事
案
の
場
合
）
あ
る
い
は
日
常
家
事
費
に
あ
て
ら
れ
た
売
却
代
金
の
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
他
方
配
偶
者
は
七
六
一
条

に
よ
り
連
帯
責
任
を
負
い
、
相
手
方
は
返
済
あ
る
ま
で
当
該
不
動
産
を
留
置
で
き
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
（
売
却
目
的
や
売
却
代
金
が
何
に

費
消
さ
れ
た
か
の
事
実
認
定
は
こ
の
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
）
そ
の
範
囲
で
相
手
方
は
保
護
さ
れ
、
夫
婦
の
財
産
的
独
立
の
尊
重
と
第

（
九
四
九
）



良
緊
「
日
常
家
事
債
務
に
関
す
る
理
論
構
成
」
法
律
論
叢
四
八
巻
四

2
六号一―

10九
頁
。

宗
彦
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
家
族
法
大
系
11
ニ
四
八
頁
。

淳
「
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」

L
a
w
S
c
h
o
o
l
 N
o
.
 3
4

一三

0
頁。

「
夫
婦
の
家
事
代
理
権
」
民
法
学

7
-
0
六
頁
。

「
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
判
例
演
習
講
座
民
法
11
五
八
頁
。

進
「
民
法
七
六
一
条
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
律
論
叢
四
一
巻
四

2
六
合
併
号
四

0
八
頁
。

健
男
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
と
表
見
代
理
」
民
法
の
争
点
I
二
0-
＿頁。

「
金
銭
借
用
と
日
常
家
事
債
務
」
金
法
一

0
五
一
号
六
頁
。

加
藤
永
一
「
家
事
債
務
と
夫
婦
財
産
関
係
」
新
民
法
演
習
5
四
四
頁
。

於
保
不
二
雄
「
表
見
代
理
」
民
法
演
習
I
一
六
七
頁
。

同 右
近

伊
藤

同 同 三
島

中
川

鍛
冶

論

説

参

考

文

献

一

覧

゜
ニつ

（
九
五

0
)

感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
」
に
該
当
し
、
そ
れ
故

M
の
代
理
権
を
信
じ
た

X
に
―

-
0条
の
正
当
理
由
あ
り
と
肯
定
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
の
客
観
的
事
情
が
な
け
れ
ば
―

-
0条
の
正
当
理
由
は
容
易
に
は
成
立
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

て
三
一
五
回
以
上
も

X
と
取
引
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、

「
本
人

Y
に
代
理
権
の
有
無
に
つ
い
て
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が
全
く
不
要
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
た
め
の
代
理
権
が
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
い
て
正
当
理
由
が
あ
る
旨
判
示
し
た
。

関
法
第
三
八
巻
第
四
号

j

の
事
案
は
私
見
に
即
し
て
も

M
が
真
実
Y
を
代
理
し

七
〇



我
妻

幾
代

加
藤

板
木

谷
口

山
田

判

例

批

評

青
木

小
石

沼 広
橋

松
嶋
由
紀
子
「
日
常
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」
演
習
民
法
（
総
則
・
物
権
）
―

1
0
0頁。

小
野

高
橋
忠
次
郎
「
日
常
家
事
債
務
と
表
見
代
理
」
現
代
社
会
と
民
事
法
一
四
一
頁
。

人
見
康
子
「
夫
婦
間
の
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
新
版
・
判
例
演
習
民
法
5
四
三
頁
。

高
森
八
四
郎
・
高
森
哉
子
「
夫
婦
の
日
常
家
事
行
為
と
表
見
代
理
」
名
城
法
学
別
冊
本
城
先
生
還
暦
記
念
号
。

同 川
井

齊
木

敏
文
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五

0
号
六
一
頁
。

健
「
表
見
代
理
制
度
」
民
法
基
本
問
題
一
五
〇
講
I
一
八
六
頁
。

「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
と
表
見
代
理
」
演
習
民
法
（
親
族
・
相
談
）
九
三
頁
。

幸
二
「
日
常
家
事
代
理
権
と
表
見
代
理
」
法
学
教
室
第
二
期
第
七
号
―
二
四
頁
。

次
郎
「
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
」
経
済
理
論
七
三
号
五
九
頁
。

正
也
「
家
事
債
務
と
夫
婦
財
産
関
係
」
民
法
演
習
五
、
二
七
頁
。

康
「
不
動
産
売
却
行
為
と
日
常
家
事
行
為
」
民
事
研
修
一
四

0
号
一
三
頁
。

侑
子
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
と
夫
婦
財
産
関
係
」
杏
林
社
会
科
学
研
究
一
巻
一
号
五
六
頁
。

晟
「
判
批
（
大
判
昭
和
八
年
一

0
月
二
五
日
）
」
判
民
昭
和
八
年
度
一
七
九
事
件
。

知
平
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
三
月
五
日
）
」
民
商
二
八
巻
四
号
七

0
頁。

郁
郎
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
一
二
月
五
日
）
」
立
命
館
法
学
二
巻
―
一
六
頁
。

栄
「
判
批
（
広
島
高
判
昭
和
二
六
年
三
月
五
日
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
号
一
九
頁
。

通
「
判
批
（
最
判
昭
和

1

一
七
年
一
月
二
九
日
）
」
民
商
二
八
巻
五
号
三
三
七
頁
。

一
郎
＂
川
井
健
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
法
協
七
二
巻
一
号
九
二
頁
、

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

七

判
民
昭
和
二
七
年
度
五
事
件
。

（
九
五
一
）



人
見

遠
藤

奥
村

遠
田

佐
藤

浜
上

西
川
達
雄
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
近
大
法
学
一
巻
一
号
。

最
高
裁
民
事
調
査
官
室
「
判
研
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
判
例
ク
イ
ム
ズ
一
八
号
四
九
頁
。

打
田
唆
一
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
判
例
演
習
（
民
法
総
則
）
一
八
五
頁
。

同
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
九
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
一
版
）
四
三
頁
。

谷
口
知
乎
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
八
年
―
二
月
二
八
日
）
」
民
商
一
―

-0巻
五
号
四
五
一
頁
。

大
場
茂
行
「
判
批
（
最
判
昭
和
二
八
年
―
二
月
二
八
日
）
」
判
夕
三
七
号
四
八
頁
。

倉
田
卓
次
「
判
批
（
最
判
昭
和
三
六
年
一
月
一
七
日
）
」
判
解
民
昭
和
三
六
年
度
1
事
件
。

佐
藤
邦
夫
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
判
ク
一
七
二
号
八
六
頁
。

谷
口
知
乎
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
民
商
四
九
巻
二
号
二
四
六
頁
。

国
府
剛
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
同
志
社
法
学
八
二
号
四
一
頁
。

次
郎
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
）
」
法
時
三
四
巻
―
一
号
一

0
0頁。

剛
「
判
批
（
束
京
地
判
昭
和
四
一
年
五
月
九
日
）
」
法
時
三
九
巻
二
号
一
―
七
頁
。

「
判
批
（
名
古
屋
地
判
昭
和
四
四
年
一

0
月
一
八
日
）
」
法
時
四
二
巻
四
号
一
三
四
頁
。

宗
彦
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
判
例
評
論
一
四

0
号
（
判
時
六

0
二
号
）
ニ
―
―
―
（
一
―
-
九
）
頁
。

則
雄
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
第
一
二
版
）
四
四
頁
。

一島
同 国

府
広
橋

第
三
八
巻
第
四
号

（
九
五
二
）

車
代
「
判
研
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
法
協
八
八
巻
七
・
八
号
七
六
二
頁
。

新
一
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
民
商
六
三
巻
三
号
一
三
二
頁
、
代
理
理
論
の
基
礎
的
研
究
四
四

0
頁。

長
生
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
曹
時
ニ
ニ
巻
八
号
一
六

0
頁
、
判
解
民
昭
和
四
四
年
度
九
七
事
件
。

浩
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
ご
一
月
一
八
日
）
」
民
法
の
判
例
（
第
二
版
）
二
八
頁
。

康
子
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
二
号
六
九
頁
。

関
法

七



正
男
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
一

1

一
月
一
八
日
）
」
民
法
判
例
百
選
I

（
第
二
版
）
八
六
頁
。

昌
道
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
）
五
三
頁
。

康
夫
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
一
＿
一
月
一
八
日
）
」
民
事
研
修
一
五
七
号
四
五
頁
。

崇
「
判
批
（
最
判
昭
和
四
四
年
―
二
月
一
八
日
）
」
手
形
研
究
三
三
六
号
七
二
頁
。

純
孝
「
判
批
（
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
―
一
月
―
一
日
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
二
号
1

1

0
九
頁
。

高
森
八
四
郎
「
判
批
（
東
京
高
判
昭
和
五
五
年
―
二
月

1

一
五
日
）
」
法
時
五
六
巻
―
―
一
号
一
一
九
頁
。

右
近
健
男
「
判
批
（
大
阪
簡
判
昭
和
六
一
年
八
月
二
六
日
）
」
判
夕
六
―
―
一
五
号
七
八
頁
。

原
田

奥
田

松
崎

松
本

山
晶

他
方
名
義
の
不
動
産
処
分
と
日
常
家
事
行
為

七

（
九
五
三
）




